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　雨音の中。

　水みず溜たまりの先でこちらに背を向けたまま佇たたずむ少女に向け、俺おれは意を決して歩を進める。

　そうすべきでないことは分かっていた。

　今は何一つ行動を起こさないことこそが、最も正しい『やさしさ』の形なのだと。

　余計なお節せつ介かいは、何より彼女自身が喜びはしないと。

　ちゃんと分かっていて。けれども俺は、そのずぶ濡ぬれになった後ろ姿を黙だまって見過ごすという、毅き然ぜんとした振ふる舞まいを為なすことができなかったのだ。

「……せめて、最後にこれを」

　いくらかの距きよ離りを残して立ち止まり、べたりと張り付いたシャツが肌を滲にじませている小さな背から眼めを逸そらしながら、右手を差し出す。

「…………ありがとうございます。でも今は、前だけを見ていたいんです。……気持ちが揺ゆらいでしまうのが、怖こわいから」

　しかし少女はこちらを一いち瞥べつするのみですぐ目め線せんを戻し、柔らかな声こわ色いろに強い意志を織おり込んで、俺との間に見えない壁かべを築きずき上げてしまった。

　言わんとすることは、痛いほどに理解できた。それに何よりこの俺が、今いま更さら彼女の意に反するような干渉に打って出るなど、もはや卑ひ怯きようの領域であるような気もする。

　だけど。

「ごめん、無理だ」

「……あっ」

　衝しよう動どうを堪こらえきれず、後ろから少女の身体からだへ腕を回す。そして、指先で優やさしく柔肌をなぞってやり、最後に額ひたいからうなじにかけて撫なでつけるように短い髪を流して、ようやくその冷え切った華きや奢しやな背中を解き放つ。

「……っ」

　そこまで一連の過程において、少女は肩を強こわ張ばらせつつ無言。

「よし、と。悪かったな、邪じや魔まして。もし眼に雨水が入ったら大変だと思ってさ。せっかくタオルもあるんだし、拭ふいておいた方が良いだろうって。……ん。それじゃ、いっておいで。泣いても笑っても………………………………これが最後のシュートだ」







　思えば今日きようが日にち曜よう日びであることは、ある意味幸運で、またある意味では最大の不幸だったのかもしれない。

　これが平日ならば。お互いがこのあと学校へと向かわなくてはならない立場であったならば。急きゆう激げきに悪化した天候のせいで、たとえ無む理り矢や理りにでも挑戦は一時中断させざるを得なかっただろう。

　度たび重かさなる記き録ろく更新は同時に早朝の限られた時間を刻々と消費し、登校までのリミットは目前。冷え切った体をシャワーで温め直しているような余裕はきっと無く、かといっておざなりに雨水を拭ぬぐってやった程度で送り出し、風か邪ぜを引かせてしまうわけにもいかない。

　だからそうなる前に、雨の音が確たしかなものとして聞こえ始めたあたりで、この奇跡みたいな連続ゴールは一いつ旦たんお預けになっていたに違いないのだ。そしてそんな無ぶ粋すいな中断によって、結末がどれほど大きく左右されるかなど、彼女と同族の人間にとっては想像に難かたくない。

　しかし今日きように限ってはそんな心配など無用。同時にその事実こそが、この日朝も早くから我わが家やの庭先に二匹の濡ぬれ鼠ねずみが誕たん生じようしてしまった他ほかならぬ理由でもあった。

　もうかれこれ三十分近くになろうか。俺おれはその十一歳の少女が、雨に濡れるのもお構いなしでバスケットリングに向け黙もく々もくとフリースローを打ち続ける様さまを、少し後ろからただじっと見つめ続けていた。……ついさっき、とうとう耐えきれなくなってバスタオルを取りに軒のき下したへ移動してしまったことは例外として。

　その間もちろん一人ひとりだけ傘かさをさすような気になどなるはずもなく、タオルと一いつ緒しよに雨宿りする事すら躊躇ためらわれて、こちらもまた彼女同様、既すでにずぶ濡れである。

　──少女の名は、湊みなと智とも花か。

　とある邂かい逅こうから俺の前に現れたその才能はこの日、相変わらずの美しいフォームで、実に49本ものシュートを連続してゴールに収めてみせた。

　そして、次の50本目が最後になる。入っても、外れても。

　フリースローを、連続で50本決められるかどうか。

　それがちょうど十日前、俺に持ちかけられた賭かけの内容だった。

「──昴すばるさん」

「ん？」

　不意に。顔はゴールに向けたまま、智花が俺の名を呼んだ。

「……外れて、欲しいですか？」

　少し、迷いを秘めたような響ひびき。

　もし、最後のシュートが入れば。俺は賭けに負け、彼女との約束に従わなくてはならない。それはつまり、この身が向こう一年間、週に三回もの束そく縛ばくを受けることを意味していた。

　その事を、今いま更さらに、この期ごに及んで。

　気にかけてしまったとでも言うのか、この子は。

　……まったく。あんまりサービスさせないでくれよな。

「智花。……真ま帆ほたちは、元気か？」

　質問には答えず逆にそう訊きいてやると、智花はようやくはっとこちらに顔を向けてから、

「……ないしょです。昴さんが、自分で確たしかめて下さい」

　うっかり意志を曲げて振り向いてしまったことを恥はじるように、押さえきれなくなった笑えみをかみ殺すように、ゆっくりと捻ひねった体を元に戻した。

　それから深呼吸の後。少女は今一度ゴールを見み据すえる。

　そして、ついに。

　吹ふき付ける雨が視界を曇くもらせ、滴したたる水が手元を狂わせる。そんな劣悪な環かん境きようの下、智とも花かは最後のシュートを宙の上で放った。まるでそうすることが──50本全すべてをジャンプシュートで打つことが、奇跡をたぐり寄せるための儀ぎ式しきであると確かく信しんしているかのように、迷いなく。

　ボールの行く末を追いかける瞳ひとみに雨水が浸しん入にゆうし、俺おれは一いつ瞬しゆんだけ視力を失う。

　でも、もはや何百本と眺めてきたジャンプシュートだ。

　途と中ちゆうの軌道なんて見えなくても。ネットを擦こする音すらかき消す雨声の中ででも。

　入るかどうかなんて、放たれた瞬間にもう分かってしまった。

　だから多た分ぶん、ボールがリングの真まん中を貫いたとき、久しぶりにぞくりと身み震ぶるいしたのは、きっと寒さのせいだろう。ああ、熱あつめのシャワーが恋しい。

　しかし、どうしたものかな。

　さしあたっての問題は、いかにして智花を先にバスルームへ放り込むかだ。

　どうせまた今日きようも……いや、間違いなくいつも以上に遠えん慮りよして、俺が先に温水を浴びるよう頑かたくなに言い張ってくるに違いないのだから。




　どうやらその説得が、俺──長は谷せ川がわ昴すばるのコーチ復帰後最初の仕事になりそうだった。
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　あの理不尽極きわまりない七な芝しば高こう校こう男子バスケ部休部事件から、ひと月以上が経過した。

　体感時間の冗じよう長ちよう感かんは充実度に反比例するという定説に従えば、この一ヶ月間は俺おれにとってただひたすらに長ったらしいものになる可能性を高こう確かく率りつで孕はらんでいたのだが、こうして過ぎ去りし日々を振り返り抱く感想はむしろ逆で。

　──もう、一ヶ月なのか。

　それが現在の心境を最も的確に表した言葉だった。

　夢も希望も目標も見失って鬱うつ屈くつした日々を送るはずだった日常に、問答無用で武力介入してきた叔お母ばがもたらした無理難なん題だい。

　それに遮しや二に無む二に手を突っ込んでるうちに四月は過ぎ、後に残ったのは決して一人ひとりの力ではないにせよ何とかやり遂とげたぞという充実感。加えていつの間にやら俺の手元には、朧おぼろな夢と、幽かすかな希望と、はるか遠くに霞かすむ目標さえもが還かん付ぷされていた。

　バスケ、もーちょい頑がん張ばってみるか、と。

　叔母と、叔母が引き合わせてくれた五人の少女が、もう一度そんな風ふうに思わせてくれたのだ。

　だから五月に入ってからの日常もまた、退屈の対局に存在していた。

　暇ひまを感じる暇も無いほど、打ち込むべき対象があった。

　気がつけばあっという間にＧＷゴールデンウイークを通り過ぎ、高校生活第二の月も今日きようからちょうど折り返し。このペースならば一年程度をやり過ごすなんて実に簡かん単たんな事に思えてくる。

　……まあ、実際は抱えたままの問題も多いのであるが。

　来年、男子バスケ部はちゃんと再開を迎えることが出来るのか。迎えられたとして、メンバーは集まるのか。そして自分自身は、指標無き鍛たん錬れんの末にどの程度のレベルを持ち越して高校バスケに復帰できるのか。

　その辺の不安定な未来を考え出すと、楽らつ観かん論ろんなど風ふう前ぜんの灯ともしびであったかの如ごとく一いつ瞬しゆんでかき消えてしまう。

　けれども。

　それを踏まえた上でも、今は悲観的な要素をいったん棚たなに上げ、希望に酔っていても良い時期なのではないかとも思うのだ。

　だって、先行きの不透明さはともかく、新たに好転を迎えた近況もいくらかあるのだから。

　一つは一年生で結成した非公式のバスケ同好会がようやく始動したこと。

　それに加えてもう一つ、とびきりホットな出来事。

　ついに昨日きのう、どこぞの超絶負けず嫌いと不毛な意地の張り合いを続ける必要が、もう無くなったのである。

　あの試合──慧けい心しん学がく園えん初等部の男女バスケ部対抗戦を終えた後、智とも花かが初めてウチにやってきたのは五月五日。狙ねらい澄すましたかのような『こどもの日』だった。

　正式に、女子ミニバスケットボール部のコーチに就しゆう任にんして欲しい。そんな願ねがいを携たずさえて、少女は走り込みを終え自宅に戻った俺おれを門前で待ち構えていた。

　そして俺は挑発に引っかかり、十日に及ぶ持久戦の末、持ちかけられた賭かけに負けた。

　その事実が持つ意味は、決して小さくない。だからあまり気を緩ゆるませすぎるのもどうかと自戒の念も抱くものの、今はとにかく安あん堵どの気持ちが大きいのであった。

　なにせ、あれを固かた唾ず吞のみで見守るのはかなり精神的に疲れる。まったく話にならない段階で失敗が確かく定ていするのならばまだしも、あの子の場合一日に一度くらいは大たい概がいそこそこのところまで成功を重ねてしまうものだから、起き抜けに味わう緊きん張ちよう感かんとしてはちょっとヘビィすぎた。

　しかしそれもようやく終わったのだ。期限無しの、無限ループになるのではとも危き惧ぐされた智とも花かの挑ちよう戦せん劇げきは、昨日きのうを以もつて終しゆう焉えんを迎えた。

　……まあ正直なところ、少しばかりの寂せき寥りようもある。

　重圧からの解放に加えて、学校に向かうまでの時間を思う存分個人練習に割さけるという意味でも、朝の自由時間が増えたことは喜ぶべきなのかもしれない。けど、ほんの十日ばかりとはいえ、毎朝合わせていた顔が忽こつ然ぜんと消えてしまうのだから。

　もしかしたら今日きようからしばらくは、朝、ロードワークから戻るたび、何ともいえない喪そう失しつ感かんに苛さいなまれてしまうのかもしれないな。




　……なんて、ほんの少し前までそんな苦笑混じりの切なさに包まれていたのだが。




「あっ、この白しろ和あえ美お味いしいですね！　甘過ぎなくて、でもすごくお豆とう腐ふの味が良くて」

「まあまあ、智花ちゃん、渋いわね。ふふっ、ありがとう」

「おねーちゃん！　すじこ！　すじこもっとないの？」

「もー、みほしちゃんたら！　塩からいものばかりそんなに……。だめよう、お野菜も食べないとっ。……ちょっと待ってて、今切り分けてくるから」

　おかしい。蓋ふたを開けてみれば今け朝さの食卓を囲む面子メンツがここ何日かとまったく変わってないのはこれ如い何かに。

　母親に加え、もはや目的を達成したはずの智花、そして彼女の担任教師であり、母かあさんの妹であり、同時に俺の叔お母ばでもある、白米を口いっぱいに頰ほお張ばったロングヘアの貧乳悪あく魔ま──その名を篁たかむら美み星ほし、通称ミホ姉ねえ。閑静さが売りであったはずの長は谷せ川がわ家けリビング兼ダイニングが、俺を除いた女性三人の声で朝も早くから大層な活気に包まれてしまっている。それはまるで先週金きん曜よう日びのリピート映像を見せられているかのように。

「………………昴すばるさん？　どうか、なさいましたか？」

　困こん惑わくのままに、ついつい長らく団だん欒らんの風景を俯ふ瞰かんで眺めてしまっていたところ、きょとんとした眼で智花がこちらの様よう子すを窺うかがってきた。

「……あーいや。なんというか。智とも花か、今日きようも来たんだなーって。……あはは」

　さっきロードワークから戻った時『ああ、やっぱり居ないんだ』などと抱いた寂しさは何だったのだろう。まさか練習をスキップして朝食だけをピンポイントに狙ねらってくるとは。

　とはいえ、幾いくらなんでも『どうして来たんだ？』とまでは問えず（そもそもそこまでの強い追求は本意でもないわけで）、少し柔らかめに感想を述べてみたのだが、それに対する智花の反応は、

「ふぇっ？　…………あ、あの、その……」

　こちらの予測を遥はるかにこえて非常に切せつ羽ぱ詰つまった顔。しかもその戸と惑まどいは俺おれに対してだけでなく、交互にミホ姉ねえの方へも向けられる。

　……なるほどな。それでなんとなく、察しが付いてしまった。

「あんたか、黒幕は」

　呆あきれるままに、はす向かいで嬉うれしそうに筑ちく前ぜん煮にから鶏とり肉にくだけを寄せ集めて頰ほお張ばろうとしていた二十三歳の顔を見る。……つーかそれ後々バランス悪くなるから止やめろ。

　ところでどうして智花だけでなく、ミホ姉の来訪までもがここのところの習しゆう慣かんになってしまったのかというと、これは何とも意外や意外、実に殊勝な理由で。

　こいつは智花を車で学校に送るために、平日は毎朝我わが家やへと寄るようになったのである。

　うーん。相変わらず生徒に対しての気き遣づかいだけはいっぱしなんだよなあ。なんだか、その献身の皺しわ寄よせとして俺に迫害が向いているのではないかという気までしてくる。

「──黒幕？　何の話？」

　ミホ姉は味み噌そ汁しるで鶏肉を水すい葬そうすると、本気で意味が分からないといった感じの空そら惚とぼけた声を響ひびかせる。

「しらばっくれるな。ミホ姉が智花に何か言ったんだろ。ずっと毎朝来て良いぞー、とか」

「あーなんだ、その事。……ん、確たしかに言ったよ、いつでも来れば良いって。昴すばるも歓迎してるって。なに、まずかったわけ？」

「……え」

　開き直った態度で浴びせられた逆質問に、はっと面食らう。

　その勢いで当事者の方に顔をちらりと向ければ、智花は実に不安げに、今にも瞳ひとみに涙を飽和させそうな眉まゆ根ねを寄せた顔で、こわごわと俺を見つめているところだった。

「ねー昴、来て欲しくなかったの？　これ以上、智花に」

　ミホ姉がダメ押しのように訊きいてくる。

「……いや、そんなことは、決して、まったく、これっぽっちも、むしろ、毎朝でも、一いつ緒しよに食事したり、それに、バスケ……！　バスケの練習していければ、これ以──上無いほどの幸せだと思う所存でございますええ！」

　修飾語が過剰なのは智花の顔色が安あん堵どに切り替わるまで言葉を重ね続けたからだ。

　しかしまあ、それは紛まがう事なき本心であった。ただ俺おれは、智とも花かは目的を達成したのだから、もう来ないだろうなと勝手に推測してしまっていただけであって。

　改めて考えれば、この子がこれからも毎朝来てくれるという事実は。共に刺し激げきを受け合いながら、一いつ緒しよにバスケの練習が出来るということは。

　嬉うれしくないわけがない。嬉しいに、決まっていた。

「……ごめん、智花。あのバカが俺に何も言ってなかったせいで驚おどろいちゃっただけでさ。来てくれるのは、全然構わない…………っていうより、智花が朝辛つらくないなら、俺からもお願ねがいしたい。もし良ければ、明日あしたからも付き合ってくれ、バスケの練習」

「……っ！　は、はいっ！　ぜ、是非是非よろしくお願いしますっ！　……よかったぁ。今日きようも本当は、練習からお邪じや魔まさせて頂きたかったんですけれど。……もし、昴すばるさんが本当は嫌いやなのに私に気を遣つかって良いと言って下さったんだったらどうしよう……なんて急に思っちゃって、それで迷っている内に来るのが遅くなってしまって」

　ぱっと智花の表情が和やわらぐ。……良かった、いきなり短絡的に強い疑問を浴びせたりしないで。さすれば俺は、大切なパートナーを失う事になっていたのかもしれない。

「にゃはは、ほら見ろ。べつに私は昴に確かく認にんしとくのを忘れてたわけじゃないんだぜ？　聞くまでもないと思ったから何も言わなかったの。ちゃんと分かっていたもん、我わが甥おいが毎朝尋たずねてくる小学生に喜色満面、鼻の下伸ばしっきりだったことくらい。よかったなー昴。智花、明日からもまた来てくれるってさ。せいぜい収しゆう監かんされるその日まで短い余生を楽しむが良いよ、このコウガイビル野郎っ♪」

「言いたいことはそれだけか。よし殺す」

　立ち上がり、今まで腰の下にあった椅い子すを振りかぶってミホ姉ねえに投げつけようとすると、

「──あ、あああっ駄だ目めです昴さんっ！　み、美み星ほし先生っ！　そろそろ学校に向かわないと遅れそうですよっ！　今日、職しよく員いん会かい議ぎで八時に着かないとダメなんですよねっ？」

　智花が慌あわてて駈かけ寄り、俺を諫いさめる一方でミホ姉に顔を向けて出立を促うながす。

「ん？　……うお、ほんとだ！　智花、もう出られるっ？　急がせてゴメンだけど！」

　それを聞いて壁かべの時と計けいを一いち瞥べつしたミホ姉は、勢いよく席を立つや卓上から車の鍵かぎを拾い上げ、ついでに逆の手でデザートのうさぎ型りんごを三つまとめて鷲わしづかみし、三つまとめて口の中に放りこんでみせた。うさぎ大だい虐ぎやく殺さつ。

「はい、出られますっ。こちらこそ毎日送って頂いて本当にありがとうございます！」

　せかされた智花が、返事と共にテーブル脇わきに置いてあった自分の鞄かばんを肩に掛ける。とたん、大振りなスポーツバッグと、フリルやレースで優ゆう美びな装飾を施ほどこされた慧けい心しん学がく園えん初等部の制服が少しばかりのミスマッチを演出しだした。……でも智花に限って言えば、何となくそれがまるで狙ねらったファッションであるかのごとく、絵になっているような気もした。もしかしたら、ただ見み慣なれただけかもしれないけれども。

　それからミホ姉ねえと智とも花かは示し合わせるように笑えみを交かわしあって、早足でリビングを出ていこうとする。

　俺おれの方は目当ての電車までまだ幾いくらか時間があったので、椅い子すに座り直して片かた肘ひじを食卓に突き、二人ふたりが出ていくのをぼんやり見送っている……と、

「では、行ってきます。……あの、昴すばるさん。また、放ほう課か後ご」

　智花だけが一度ドアの前で立ち止まり、こちらを向いてはにかみながら丁てい寧ねいに頭を下げた。

　……あー、そっか。そう、なるのか。

　今までは『また、明日あした』だった朝の別れの挨あい拶さつ。

　それが、ほんの少し変化していた。

　そう、今日きようから再び、俺は慧けい心しん学がく園えんを訪れるのだな。

「……ああ。また、放課後に」

　返事を聞くと智花は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、静かにもう一度お辞じ儀ぎしてから、弾はずむように部へ屋やを後にした。





＊






　あれだけ鬱うつ陶とうしかった同級生たちの好奇の眼も、今やほとんどなりを潜ひそめつつある。

　諺ことわざで『人の噂うわさも七十五日』なんて文もん言ごんがあるせいで、梅つ雨ゆ明あけくらいまでは苦節の日々が続くのだろうなと覚悟していたのだが、そこは様さま々ざまなエンターテインメントに満ちあふれている昨さつ今こんの現代社会。実際はそれよりだいぶ短く周囲の興きよう味みも移ろいで、ここ七な芝しば高こう校こうにおける俺の学生生活は、新たな友人を作るほどには至っていないものの、少しずつだがようやく平へい穏おんを取り戻し始めているのであった。

　そしてこの日の授業も全すべてつつがなく終了し、いつの間にやら早くも放課後である。

　──早くも。

　そうだな。振り返ってみれば、今日という日はとりわけて経過が早かったような気がする。

　コマ数は平常通り六時限。しかも、個人的に一番面めん倒どうで疎うとましい化学の実じつ験けんがあったのにも関かかわらずだ。一体どうしてこんなにも体感時間が短かったのだろう。

　……なんて、な。自分で自分に空そら惚とぼけてみても虚むなしいだけだった。

　理由など、もちろん分かっているとも。




　──真ま帆ほと紗さ季きのシュートは、まだちゃんと入るだろうか。

　──愛あい莉りはきっと一から……ううん、ゼロからやり直しだな。

　──ひなたちゃんには、今度こそちゃんと『バスケ』を教えてあげないと。

　──智花のポジション、どこに想定するのがチームとして一番良いのかなあ。




　そんな泡うた沫かたのように浮かんでは消え、そしてまた生まれる想おもいに身を預けているうち、教科書を開くよりも早くチャイムが授業の終了を告つげていく。その繰くり返しが時の流れを加速させていたに違いなかった。

　はは。なんだかんだ言って、結構楽しみにしてるのかな、俺おれ。

　苦笑混じりに鞄かばんを片手、教室中央にあてがわれた自分の席を立つ。

　所属する生徒のほぼ全員が何らかの部活動に加入している一年十組の放ほう課か後ごは、実に両極端な構図によって始まる。終礼を済ませるやいなや閃せん光こうのように飛び出していくのは柔道部と野球部で、どうやら聞くところによれば少しでも集合時間に遅れると過酷な懲ちよう罰ばつ練習を課かされるらしい。この二つは七な芝しばにおいて特に期待をかけられている部活だということもあり、厳きびしさも段違いのようだった。

　それ以外の部は進学校らしく良い意味でほどほどなルーズさを備え、集合時間に関してもさしてうるさくはないらしいので、めいめい部活ごと、もしくは友人グループごとに集まって教室でギリギリまで駄だ弁べってから活動に向かうのがいつの間にか慣かん習しゆうになっていた。

　つまりは皆、教室を出るのがやたら早いか遅いかどちらかの行動パターンに従い、そうでないのはただ一人ひとり、俺くらいのものだ。こんな風ふうに、終礼の後だらだらと帰宅の準備を整ととのえ、まっすぐ教室を後にしようとする本来最も普通なはずの振ふる舞まいが、ここでは異端中の異端になってしまうのである。

　だいぶ慣なれてきたが、よくよく考えればずいぶんと不ふ思し議ぎな光景だ。

　そんなことを改めて思いながら黒板脇わきの引き戸に手をかけると、近くで話し込んでいたバド部の男女二人ふたり組が「じゃーね」とフランクな挨あい拶さつを投げかけてくれた。

　笑え顔がおを作ってそれに答えつつ、ようやく周りから人間らしい扱いをして貰もらえるようになってきた事実に胸の内で涙を流す。うむ、なかなかどうして今日きようは良い日になりそうな予感。大事なイベントを前に、幸さい先さきが良くて実に結構なことでございます。

　教室を抜け、階段を二段飛ばしで駆かけ下りて昇降口へと向かう。下げ駄た箱ばこの島を四つぶんやり過ごし、自分の外そと履ばきが納まっている区画でリズミカルに右折──

「あ、昴すばる。やっと来た」

「げ！」

　──した瞬しゆん間かんについ、驚おどろきの声が……それも種類として非常に美しくない音色のものが、うっかり漏もれ出てしまった。

　……よりにもよって、聞かせる相手としては最悪の部類である人物の前で。

「……『げ』ぇ？　あんた、人の顔見るなり『げ』ってどういうことよ？」

　失言を受けて、そいつは今にも恫どう喝かつせんばかりの低い調ちよう子しと共に、眉み間けんに皺しわを寄せながら俺の顔をえぐりこむように睨にらみ上げてきた。是非もないことだが。

「ち、違うんだ葵あおい！　今のはびっくりしたせいで、声の制御が効きかなかっただけでだな！　特に深い意味合いはねーのだよ！」

　慌あわててその同学年の女生徒に向け、冷や汗混じりに釈明を始める。

　勝ち気な印象を与えるやや鋭えい角かくではっきりとした目鼻立ちに、新しん鮮せんな青魚を彷ほう彿ふつとさせる活いきの良い輝かがやきを宿したポニーテール。女子としてはわりと高い身長の主たる構成要素であるすらりと伸びた長い脚あしを飾るのは、オールドライクな赤黒のバスケットシューズ。いかにも活発そうな印象を携たずさえたこの女生徒が、その実性格の方も輪わをかけてアグレッシブであること、そしてその両脚が見た目のしなやかさと裏腹に、中に筋肉がぎっしり詰まった紛まがう事なき凶器であることを、我わが体はよーく知っているのだった。

「びっくり、ね。……ふーん」

　葵──荻おぎ山やま葵。こいつとは小学校も、中学校も、そして高校も。継けい続ぞくしてずっと共に同じ学校へと通い続けている、あえて綺き麗れいな表現を用いるならいわゆる幼なじみという間柄である。ちなみにもっと言えば、中学までは九年連続で同じクラスだったり。

「いやマジで。だから気にしないで、ほんとに」

　とはいえ。思い返せばここ一ヶ月ばかり、知り合ってから恐らく初めて微妙に疎遠な時期を過ごしたりもしたのだが。そうなったのは高校にしてついにクラスが分かれた、という事実も一つの理由だが、何よりあのイレギュラーな事件の影えい響きようが大きかった。

「……ふん、どーだか。やっと毎日顔を合わせなくて済むようになって、せいせいしてた所に出くわしたからあんな声出したんじゃないの、どうせ」

　必死の説得も虚むなしく、葵はぼそりと呟つぶやくと会話を打ち切るようにその場でそっぽを向き、けんけんと昇降口のタイルを右のつま先で突いてみせる。

　──いかん。これはＭＫ５マジで蹴り飛ばす５秒前のサイン！

「ば、ばっかそんなワケねーだろ！　もしそうならお前のこと同好会に誘ったりなんかしないっての！」

　慌ててフォロー！　この一見いじけたような態度の時こそ、どうやら葵の中では最も暴ぼう力りよく指数が高まっている瞬しゆん間かんなのである。ここでおざなりな言動を被かぶせようものなら一発でデッドエンド確かく定ていだ。長い付き合いの果て、俺だっていい加減学習した。

　ところで『同好会』とはもちろん件くだんの非公式バスケ同好会のこと。そう。実は葵、最初に同好会への参加を承しよう諾だくしてくれた大の恩人でもあるのだ。だから今は二重に頭が上がらない相手なのだった。

　……ただ、感かん謝しやの意とは別問題として、葵はもともと俺おれと同様、小・中学校と連続して正規のバスケ部に所属していたほどの意欲の持ち主なのに、何な故ぜ休部になったわけでもなくちゃんと健在である七な芝しば高こう校こう女バスに入ろうとしなかったのだろう……という疑問はずっと付きまとったままなのであるが。

　もちろん、実際にその点を訊きいてみたこともある。けれども結局有う耶や無む耶やに流されて明めい確かくな答えは返ってこず、それどころか仕し舞まいには理不尽にも逆ギレでもって会話を打ち切られてしまったので、もう怖こわくて伺うかがいを立てる気にすらなれない。だからおそらく真相は永遠に闇やみの中だろう。

　いろいろ思いを馳はせつつ反応を待っていると、葵あおいは少し迷うような間をおいたのち、

「……なら、いーけどさ」

　と、片側だけ頰ほおを膨ふくらませてようやく振ふり向いてくれた。表情はまだ露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうだが……良かった。どうやら嵐あらしの直ちよく撃げきは免れたようだ。

「じゃ、行こ」

「……へ？」

「へ、じゃねーでしょが。一いつ緒しよに帰ろうって言ってんの。どーせ昴すばるも予定無いんでしょ？」

　……訂正。全然免れてませんでした。







「──でもさー。週二って少なすぎるよね、活動。いくら同好会とはいえ、せめて週に三回くらいはバスケしたいんだけどなあ」

「しょーがねーだろ、三人目が多忙なんだから。つーかだったら……いや、なんでもない」

　そして当然、断れるはずもなく。

　葵と駄だ弁べりながら校門に至る桜さくら並木を抜け、県下最大の敷しき地ち面めん積せきを誇る森林公園の外周をなぞり駅に向かいつつ、密ひそかに頭の中はこの後の言いい訳わけで飽和状態である。

　もちろん予定を正直に告つげる気になど間違ってもなれない。事件の話題はほぼ沈静化したとはいえ──いや、沈静化したからこそ今この俺おれが『実はこれから小学生の女子にバスケを教えに行くんだー』なんて伝えたら間違いなく気がふれたと思われる。……もちろんやましい気持ちなんてこれっぽっちも無いのだが、迂う闊かつなことを口にして波風を立てたところで何の得にもならないわけで。

　さて、どうする。葵と俺は本来共に電車通学、だが慧けい心しん学がく園えんに向かうには目指している南口のロータリーからバスに乗り込まなくてはならない。しかも悪いことにあのバス、慧心を除くとあとは何の娯楽施設もない住宅街と田園ぐらいしか通らないのだ。学校帰りに乗る必要など、普通に考えればあり得ない。

　……あ、でも。そうだ、ミホ姉ねえに会いに行くと告つげれば。

　……ううむ、しかしどんな理由で？

「──お、噂うわさをすれば三人目だ」

「え？」

　浮かんだ案をすぐさま棄き却きやく。そんな愚考を一人ひとりで繰くり返していると、急に葵が十何メートルか先の横断歩道を指さした。見れば確たしかにそこには見知った顔が。

「うぃーす、一かず成なり。今から塾じゆく？」

　近付きながら、葵あおいは大きめの声で信号待ちのそいつに呼びかける。

　そして図らずも明かされた一つの事実。三人目──バスケ同好会第三のメンバーとは、実は一成。あの上うえ原はら一成のことなのだった。

『運動部とかは勘弁だが、週に何回か体を動かすのは良い気分転換になるしな。ま、ちゃんとした選せん手しゆが見つかるまでの仮会員ってことで』

　今月の初め、バスケになど何の興きよう味みも示していなかったはずのインテリ学生は眼鏡めがねの奥でそう笑って、自みずから進んでメンバーに名を連ねてくれた。……というよりむしろ、俺おれがこの一年間をやり過ごすための場として同好会を結成する。それ自体が半ば一成のアイデアだ。加えて最初に葵を誘うよう提案してくれたのも一成。

　だから今、俺は葵に対してと同様、密ひそかに一成にも強い感かん謝しやを抱き続けているのだった。中学時代は少しばかり邪険に扱いすぎたと反省し、これからはもう少しまともな、普通の友達みたいな関係に近付いていけたら……なんてことをちょっとだけ思ってたりもする。

　……って、はは。柄がらじゃないな、こういうの。どうにも照れくさくていかん。

　苦笑を浮かべつつ、葵と共に横断歩道へと近付いていく。

　そこで一成は、呼びかけにようやく気付いたかのようにゆっくりとこちらに顔を向け、

「おう、荻おぎ山やま。それと失われた幼女の国の王子様じゃないか。こんなとこで奇遇だな。ははは、今日きようは同好会参加してやれんですまなゴフゥ！」
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　──間合いを詰め切った瞬しゆん間かん、語尾を聞ききることなく俺のハイキックが一成の後頭部、葵の踵かかと落おとしが顔面の中心を捉とらえた。

　……撤てつ回かい。過去十数秒における俺の思考を全すべて白紙撤回。

「一瞬でも貴き様さまに心を許した俺がバカだった」

「一成、その品のないネタは止やめなさいって何度言えば分かるの？」

　感情の乗らない二つの平坦な声が、交差点に響ひびく。

「──くく、普ふ段だんは言い争ってばかりのクセに、ここ一番でのシンクロ率は相変わらずだな、お二人ふたりさん……とも……」

　ばたり、と前のめりに一成がアスファルトを舐なめる。当然の報いだ。しばらく死んでろ。

「あ、いつも助すけ太だ刀ちサンキュな、葵」

　一成はそのまま捨て置き、ひとまず乱れた制服の襟えりを軽く正したのち、左ひだり隣どなりで仁に王おう立だちしている即席タッグに向き直って一礼。また借りが増えてしまった。

「……っ。別に助太刀とかじゃないって言ってるでしょ。……生理的に、なんか許せないんだってば、謂いわれのない濡ぬれ衣ぎぬってやつが。それだけ。だから別に……あんたのことじゃなくても……蹴けったし」

　とまあこんな感じで、葵あおいは俺おれが例の疑惑で揶や揄ゆされることに対して、ずっと全力で擁よう護ごを続けてくれているのであった。普ふ段だんは喧けん嘩かっ早くておっかないのだが、根っこの部分ではとても良いヤツなのである。ただ事件から数週間は、俺があまりにも意気消沈してたせいで声をかけあぐねていたみたいだが。申もうし訳わけ無いことに。

　しかし、謂いわれのない、か。なんかますます慧けい心しんのことは言えんなあ。いや確たしかに無い、無いんだけどさ。……どうしよ？

「……くくく、ケナゲだなあ荻おぎ山やま。ま、そりゃそうだ。もし本当に昴すばるがロリに目覚めでもしたら大変だもんな。そんな事になったらお前は折せつ角かくの美乳スキルも虚むなしくぎにゃああああああああああああ！」

「死ね！　すり身になって死ね！」

　再び難なん題だいに頭を悩ませ始めた矢先、倒れたままで一かず成なりがぼそりと何か言いかけ、すぐさま葵の追つい徴ちようストンピングラッシュの餌え食じきになる。相変わらず懲こりないヤツだ。頭は弱くないはずだから、きっとマゾに違いない。

「痛い痛い痛いやめて荻山痛いいいい──っておい昴っ！　何黙だまって逃げ出そうとしてるんだよ！　親友バデイが食肉加工品パテイに成形される様さまを見殺しにする気かこの野郎！」

「……誰だれが親友だ」

　振り返らずぼそりと呟つぶやきつつ、俺はこっそりとすり身工場見学を終え、単身で駅を目指す。

　いや、一かず成なりはともかく葵あおいには悪いと思うものの、そろそろ向かわないと時間がヤバいのだ。ロリー……ロータリーからバスが出てしまう。葵が一成のすりつぶしにご執しゆう心しんなうち、さっさと離り脱だつしてしまえれば、多少怒られるにせよたぶん結果的には一番波風が立たないだろう。

　そう思って、渡りに船とばかりに変わりたてだった青信号を渡ろうとしたのだが──

「い、行かせるな荻おぎ山やまっ！　さっき、角度的に昴すばるの野郎にはお前のパンツ丸見えだったぞ！　俺おれに踵かかと落おとし食らわせたときっ！　早く記き憶おく消しに向かうべきじゃねーのかっ！」

「──っ！」

　続けられた言いがかりに背筋が凍こおり、つられて足も勝手に止まる。

　──ほどなく、ぽすんと肩に手が乗せられる感覚。

「…………や、やあ……あはは、は」

　振り返ると、満面の笑えみで小首をかしげる葵が居た。

　そして後方では矛ほこ先さきが切り替わった隙すきを突いて立ち上がり、額ひたいの前で片手を立てて『ゴメンネ！』のサインを俺に送ったのち、脱だつ兎との如ごとくビル街の方へと駆かけだしていく一成の姿が。

　──ってふざけんなよあのかまぼこ野郎！　そもそもお前の立ち位置じゃ見えたかどうかなんか絶対わからないだろうが！　出鱈でたら目めにテキトーなこと吹ふき込みやがってっ……！

「ねー昴。ちょっと、簡かん単たんな心理テストしよっか？」

　……ＮＧワードは『水みず色いろと白のしましま』ですね、わかります。

「………………よし、どんとこい」

　気を張れ、正念場だ。迂う闊かつな答えを漏もらしたら……死ぬ。

　ミスするなよ……と自分に言い聞かせ、葵の唇を見つめながら考え得るミスリードや誘ゆう導どう尋じん問もんの類たぐいに防ぼう御ぎよ線せんを張はり巡めぐらせる。

「じゃあ問題。…………見た？」

「うそつき！　心理テストって言ったのに！」

　だがなんと効果的な揺ゆさぶりか。外角のクサい変化球をカットすべくグッと踏み込んだところに、逆球でストレートをえぐりこまれたせいで激はげしく動どう揺ようをみせてしまった。こいつ手て練だれてやがるっ！　俺の扱いにっ！

「ごめん、それは冗じよう談だん。……で、どうなの。見た？」

「……も、もちろん見てないよ？」

「そっか。あはは、なら良いんだ」

　にっこりと白い歯を覗のぞかせる葵。よかった、特段疑われずに済んだ様よう子すだ……。自分で危き惧ぐしていたほどは挙きよ動どう不ふ審しんに陥おちいっちゃなかったようだな。安あん堵ど安堵。

「ははは、早とちりだなあ葵は」

「えへ、ごめんごめん。あ、ところでさ。もし私が本当に心理テストするつもりだったとしたら、どんな答えを言わせたかったんだと思う？」

「そりゃもちろん水みず色いろと白の……しまった！」

　口を滑らせたことに気がつき、対ショック要よう請せい！　と脳が警けい鐘しようを鳴らした瞬しゆん間かんにはもう、目の前に学校指定の手て提さげ鞄かばんが押し迫っていた。

　そして、火花。

「ばかっ、すけべっ！　なんで眼逸そらさないのよっ！」

　……理不尽な。

　鞄でおでこを強打され歩道に崩くずれ落ちながら、声にならない抗こう議ぎをぶつける。

「もう知るかっ！　先帰る！」

　うつぶせの身体からだへ、怒ど号ごうと共に遠ざかっていく足音が地べたから伝わり、すぐにそれは往来する車の排気音に紛まぎれ消えていった。







「──よし、そろそろか」

　葵あおいが遠ざかっただろう頃ころを見計らって、跳はねるように起き上がる。

　隣となりで心配そうに手を伸ばしかけていたおばさんが「ひいっ！」とたじろぐのを見て深く陳ちん謝しやしてから、横断歩道をスルーして走り出し、葵にみつからぬよう物陰づたいの大回り遠回りで南口ロータリーを目指す。

「あっぶねえ、ギリギリだ」

　そしてバスが出る直前でなんとか乗車に成功し、比較的空すいてる中から一人ひとり掛がけの席を選えらんで腰掛け、そこで初めて叩たたかれた額ひたいをさすってみた。

　うん、特にコブにもならなそうだ。……良かった。デコを腫はらして登場なんかしたら笑われちゃうもんな、真ま帆ほとか真帆とか真帆とかに。

　苦笑をかみ殺していると、程ほどなくドアの閉じる音が響ひびき、車両はゆっくりと動き出す。

　──打ち所が良かったのか、手加減してくれていたのか。先ほどの鞄攻こう撃げきはその実大したダメージでは無かった。けれども葵が立ち去ろうとしているのを感じ、咄とつ嗟さの思いつきでわざとノックアウトされたフリを続けてみたわけだが……どうやら上う手まくいったようだ。これで何とか今日きようは穏おん便びんに慧けい心しんへと向かうことが出来る。

　にしても、長い付き合いだけに騙だますような真ま似ねはちょっと堪こたえるな。しかし、割り切るしかあるまい。そもそも本当のところを告つげたとして、あらぬ誤解を生むだけなのだから。

　なんにせよ、あとでちゃんとした釈明を考えておく必要はありそうだ。同じような状況は、きっとまた何度も訪れる。

「──って、あれ？」

　走り出したバスが順路に従い交差点まで──先ほど一かず成なりと出会った横断歩道まで進むと、そこにはふて腐くされたような顔できょろきょろと辺あたりを見回している葵の姿があった。

「あちゃあ……」

　まさか戻ってくるとは。……弱った。

　身を屈かがめ、顔を隠かくして交差点をやり過ごし、安全が確かく保ほされてから大きく溜ため息いきを漏もらす。

　練習が終わったら、勝手に消えた事への言いい訳わけも考えておかなくちゃなあ……。





＊






　ほんの半月ぶりだというのに、目に触れるもの全すべてが何な故ぜか懐なつかしい。

　檻おりみたいな正門の鉄てつ扉ぴも、笑え顔がおで会え釈しやくしてくれた警けい備び員いんさんも、花も盛りな中庭も、一段と緑みどりが濃こくなった銀杏いちよう並木も、高級感漂ただよう中等部の制服も、赤みの強い煉れん瓦がに所々白で模様をあしらった建物も、時と計けい塔とうのホールに遠く響ひびく靴音も。

　そしてこの、無ぶ骨こつな体たい育いく館かんの裏口も。

　駅前のバスターミナルから三十五分かけてたどり着いた慧けい心しん学がく園えんの佇たたずまいは、俺おれにぼんやりと郷きよう愁しゆうに似た何かを感じさせた。ここで過ごした時間の短さを考えると、それは少しばかりおかしな感覚ではあるのだが。

　……要するに、あの二週間はそれだけ『濃かった』という事なのかな。

　そうだな。確たしかに、濃かった。良くも、悪くも。

　含み笑いが漏もれそうになるのを、自分で頰ほおを軽くつねって制御。

　──よし。

　心の中で短く呟つぶやいて、ドアノブに向け手を伸ばす。

　そこでふと自問がよぎった。

　──どんな風ふうに入るべきか。

「いや。どうでも良いか」

　しかしそんな悩みは一いつ瞬しゆんで過ぎ去ってしまう。

　大丈夫、以前みたいな重々しい覚悟はもう必要ない。

　ただ、そこに在ればいい。

　半分は、コーチとして。

　そして残りの半分は……そうだな。少し年上の、友人として。

　それくらいで、きっとちょうど良い気がする。

　だから、友達の家の敷しき居いを跨またぐような気楽さで、俺はこのドアを開くべきなのだ。

　では、参りますか。再び、慧心学園初等部女子バスケットボール部の元へ。

　ぎゅっと、冷たい銀ぎん色いろのノブを握りしめる。

　そして、力一杯に引き開け──




『お帰りなさい！　あなた！』




　──何かとてつもなく有り得ないものを見た。

　…………いかんいかん。どうやら知らぬ間にだいぶ疲れが溜たまっていたらしいな。

　目の前の幻覚を打ち払うべく、ゆっくりとドアを閉じにかかる。

「──っ！」

　けれどもすぐ、その行為は中断せざるを得なくなった。

　体たい育いく館かんの奥からばたばたと駆かけ寄ってくる幾いくつかの足音が聞こえてしまったせいで、本能的に腕の動きがノブを握ったままぴたりと静止する。

　仕方がなかった。ここで足音の主らとスピード勝負を断行して、結果誰だれかの手や足を鉄てつ扉ぴに挟はさんでしまうような愚行を犯すわけにはいかないから。

「……はあ」

　深い、溜ため息いきが漏もれた。確たしかめなくてはならないのか？　もう一度、アレを？

「勘弁してくれ……」

　とはいえ、いつまでもこの場で固まっているわけにもいかない。……進むしかない。

　──息を吞のみ、開く。




『お帰りなさい！　あなた！』




　そして俺おれは、少女たちと再会を果たした。

　……エプロンの下から、無防備に肩と生足をさらけ出した少女たちと。







「さ、とりあえず座って、あなた。おやつにしましょう」

「あはは、あなた久しぶりっ！　おら、ポッキー食え！」

「おにーちゃん、いちご味もあるよ？　ひなは、いちご味好き」

「ヒナっ！　違うだろ、今だけは『あなた』だってさ！」

「おー。そうだった」

　靴を脱がされ、体育館の中に引きずり込まれ、それからまず考えたことは『一体どちらから問いただすべきか』という問題である。

「……ねえ。聞いて、良いか？」

「はい。なんでしょう？」

「その常軌を逸いつした格かつ好こうはなんだっ!?　その呼び方はなんのつもりだっ!?」

　が、方針が固まる前に我が慢まんの限界に達したので結局両方同時にいくことにした。

　──ころころと笑い声を響ひびかせる髪を二つ結びにした少女、三み沢さわ真ま帆ほ。

　──自信に満ちあふれた様よう子すで微笑を浮かべる眼鏡めがねと三みつ編あみの少女、永なが塚つか紗さ季き。

　──安あん穏のんなにこにこ顔でこちらを見上げるとびきり小柄な少女、袴はかま田だひなた。

　俺おれを取り囲む三人に向け、滾たぎる戸と惑まどいと焦あせりをストレートにぶちまける。

　言葉のきつさに気をかけている余裕など持ち得ない。明めい確かくなる弾だん劾がいの意志でもって直ただちに釈明を求める事でしか、俺はもう自じ我がを保つことすら出来そうになかった。

　さあ、頼むから聞かせてくれ。その言葉遣づかいと…………学校指定と思おぼしき紺こん色いろのワンピース水着の上に直接身につけたエプロンの意味を！

「ふふ、いろいろ話を聞いたり、自分で観かん察さつした結果、長は谷せ川がわさんのツボはこの辺だろうと判断しましたので。きっとメイド服なんかより、もっと家庭的な感じがお好きですよね？」

　喜々として紗季が答える。

　……ふむ。確たしかにそれは一理あるかもしれない。よそよそしい感じよりは、無理に気取らない普ふ段だん着ぎの方が自分の趣しゆ向こうには近いような気が──

「って水着エプロンのどこが家庭的なんだっ！」

「ええと、仰おつしやることは分かるのですが、さすがに裸はちょっと……。ですので、何とかその辺は想像力でカバーして頂けますと」

「そういう意味じゃありません！」

　ああもう何のつもりなのでしょう、この三人は。どうやら話を聞いていると前のメイド服と同様歓迎の意みたいだが、だとしてもこんなクレイジーな発案に、誰だれ一人ひとりとして反対しなかったのだろうか？

　そうだ、残る二人ふたりは!?　慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケットボール部の良心はいずこにっ？

　すがるような気持ちで辺あたりを見回すと、

　──いた。

「うう……。紗季ちゃんに任せておけば、大丈夫だと思ったのにぃ」

「ふぁ……見てる。昴すばるさんが、こっち…………どうしよう……」

　まったく同様の服装でコートの脇わき。智とも花か、そして小学六年生の女子としては図抜けた長ちよう軀くの持ち主である香か椎しい愛あい莉りの二人が……恐らくその場を動くことすらままならないのだろう、足りない布地の中に何とか体を押し込もうと真まっ赤かになりながら肩を竦すくませていた。

　そんな様子が目に留とまり、すぐに二人を責める意志は完全に削そがれる。間違いなく断り切れないままに無む理り矢や理り着せられたのだろうなあ。

「どうしたんですか、あなた？　ぼうっとして……あ、もしかして見とれちゃいました？　ふふ、ですよねっ！　やっぱり私の狙ねらいは真帆なんかよりずっと的てき確かくですよねっ？」

「……ねえ紗季、これは、君の発案か？」

「はいっ！」

　少女が眼鏡めがねの奥に誇らしげな表情を覗のぞかせる。

　その真まっ正面で、

「………………え？」

　俺おれは、音もなく厳おごそかに膝ひざを折った。

「お願ねがいです。今すぐ着替えてきて下さい」

　愛あい莉りに対してだけに留とどまらず、まさか生涯で二度も小学生に本気の土下座を披ひ露ろうする羽は目めになるとは、思ってもみなかった。





＊






「球技大会？　それが、あんな格かつ好こうで俺を迎えようと思った理由なの？」

「おうっ！　もう絶対負けられねーんだ、６－Ｄにはっ！　あ、でも自信満々で服選えらんだのは紗さ季きひとりだから。他ひかのみんなはノータッチだよ？」

「……く。……なに？　なにがいけなかったの……？」

　それから普通の運動着に着替えてくれた五人と向かい合い、体たい育いく館かんの隅に腰を下ろして話を聞いてみると、主に真ま帆ほからなされた説明はこんな感じである。




　来きたる二週間後の日にち曜よう日び、五月二十九日。慧けい心しん学がく園えん初等部で各学年ごとに優ゆう劣れつを競きそう球技大会が開催されるらしい（ちなみに四年生からの行事で三年以下は遠足だそうな）。

　その中にはバスケットボールも種目に名を連ね、五人は全員が６年Ｃ組代表としてこの競きよう技ぎに出場。そこで恐らく最大のライバルとなるであろう６年Ｄ組から何としても勝利をもぎ取るため、コーチを引き受けるのとは別件として、俺にもう一度試合に勝つための作戦を考えて欲しい。




　ただ、それだけのことだった。

　聞き届けてから抱いた感想や疑問は様さま々ざまなものが複ふく合ごうしていたものの、まず始めに伝えなくては気が済まなかったのは一言、この嘆なげきに尽きる。

「あのさ、普通に頼んでよそれくらい。あんな脅きよう迫はくじみた真ま似ねしないでも」

　まさか問答無用で断ると思ったのかなあ。だとすればちょっと心外だ。

「そんな脅迫なんかじゃ……。ただ、喜んでもらえるかなって思って……」

　先ほどから酷ひどく意気消沈したままの紗季が床ゆかを見つめ呟つぶやく。

「ぎゃはは、サキさん偉そうなこと言ってたのにあたしより全然ダメじゃねーっスか。あーあーがっかりだなー。『氷の絶対女王政アイス・エイジ』なんて怖こわがられてるクラス委員長もオトコゴコロ摑つかむのはてんで苦にが手てのご様よう子すで、うわっはっは！」

「～～～～っ！」

　反面、真ま帆ほは異常にご機き嫌げんだ。何やら紗さ季きの失敗が嬉うれしくて仕方がないといった感じである。この辺、俺おれの知らないところでいろいろと確かく執しつがあったのかもしれない。

「あーいや、紗季。その、歓迎してくれたのは嬉しいんだぞ。……ちょっと、趣しゆ味み趣しゆ向こうのズレがあっただけでさ」

「…………はい、すいませんでした」

　とにかく、これ以上紗季に対し文句を言う気にはとてもなれなかった。なんせこの子の悔くやしがり方といったらない。どんなことであれ、真帆に負けるのが本当に嫌いなのだろうな。大丈夫、そういう意味では、君たちは寸分の差もないほど完かん璧ぺきに引き分けだぞ。……０－０で。

「ねーおにーちゃん、今度はひなが、お洋服選えらんでも良い？」

　不意に、相変わらずのにこにこ顔でひなたちゃんが尋たずねてきた。

「あはは……」

　それに俺は、乾いた笑えみを返すことしかできない。

　ひなたちゃん監かん修しゆうならあまり酷ひどいことにはならないような気もするが、未知数な部分も多いので下へ手たをすると誰だれよりもぶっ飛んだセレクションもあり得る。

　けど、そんな懸け念ねんより何より。

　小学生コスプレ部のコーチなんて仕事、いろんな意味で引き受けられません……。







「──で。聞きたいことは山ほどあるんだけど。……とりあえず、秘策なんて必要なの？　勝てるだろ、普通に戦えば」

　紗季の気分が落ち着くまで、世間話や互いの近況報告など他愛もない雑ざつ談だんを交かわしたのち、改めてもう少し詳しい話を聞くためにこちらから質問を振ってみる。

　まず一番気になったのはやはりこの点だ。彼女たちのチームには智とも花かという圧倒的なエースがいる上、まがりなりにも全員がバスケ部。対外試合ならともかく、学内での行事程度で負ける要素など、よっぽど酷い油ゆ断だんでもしない限りはどこにもないのではなかろうか。

　ところで球技大会なんかは普通、入っている部活と同じ種目には出られないとかそういう縛しばりが有るものだと思っていたが、この学校はバスケ部五人とかでも出場できるんだな。まあ多た分ぶん、小学生だからなのだろうけど。そもそも小学校で球技大会というのが相当に珍しいような気がするし。

　順じゆん繰ぐりに五人の顔を見ていると、不本意そうな溜ため息いきに続いて真帆が口を開いた。

「もちろん負けるつもりはないけどさー。残念ながら楽勝ってわけにはいかなそーなんだ。だって、６－Ｄにもバスケ部が五人いやがるから」

「…………へ？」

　腕組みを決め込んで放たれた嘆きに、虚きよを突かれて変な声を漏もらしてしまった。

「五人って……部員、増えたの？」

　留る守すにしていた間にそんな大増員があったのだろうか。その割に今日きようは元からのメンバー以外誰だれも来ていない様よう子すだけど。

　混乱しながら疑問を漏もらすと、真ま帆ほたちはきょとんとした表情で沈ちん黙もくしてしまった。が、少しして『ようやく意味が分かった』といった感じで智とも花かがはっと顔を上げると、

「ああ、違うんです昴すばるさん！　あの、６－Ｄにいるのは男子です。男子、バスケ部。この大会、男女混合で行われるそうなんですよ。私は今年ことしが初参加だから、あまり詳しいことは分からないのですけれども……」

　なるほど、そういう事か。同時に、改めて俺おれに作戦を求めてきた理由を把は握あくする。

「つまり…………再戦か、あの子たちとの。どうしても負けられないっていうのも、もしかしてそれが理由？」

　まさか再び部の存亡が懸かかっている訳わけではなかろうな。

　なんてちょっと懸け念ねんを抱いたが、

「あ、いえ。再戦になることは、あんまり関係無くて。ええと、詳しくするような話でも無いので、簡かん単たんにお伝えしますと、実は昔から敵同士なんです。６－Ｄ……ううん、５年の頃ころから、Ｄ組と、私たちＣ組は」

　それはすぐに紗さ季きの口から否定された。

　さらに突っ込んで訊きいてみたところによると、敵対したそもそもの元げん凶きようこそが去年行われたこの球技大会にあるらしい。五年生の折、この子たちＣ組は、Ｄ組と総そう合ごう優ゆう勝しようの座を争い……そして僅きん差さで敗れた。それ以来Ｄ組は何かにつけてＣ組に優越感を誇示するようになり、煽あおられたＣ組は秋の体育祭など、事あるごとにケンカをふっかけるようになった──とのことだ。

　当たり前なのだが、まー実に大人おとなげのない話である。説明を聞いている途と中ちゆう、微笑ほほえましさで何度も噴ふき出しそうになったが、笑ったら終始真剣な表情を崩くずそうとしなかった真帆に本気で怒られそうだったので何とか我が慢まんした。

「中等部行ったらまたクラス替えだからさっ。球技大会でリベンジするチャンスはもう今年しかねーんだ。だから頼むよすばるんっ、あたしらのこと勝たせてくれ！　たぶんバスケで勝てれば総合優勝できるはずなんだ！　他ほかの競きよう技ぎはどっこいどっこいだしっ！」

「……ふーむ」

　素養なんて全然備わってないとはいえ、俺はこの子たちのコーチを引き受けると約束した身なのだから、ろくに考えもせずに断ってしまうのは責任感がなさ過ぎるだろう。

　けど、あと二週間で、男子バスケ部と、もう一度か。

　厳きびしいなー、それは。

　……なんせ。

「…………あぅう。ごめん、なさい」

　ちらりと愛あい莉りに目を向けた途と端たん返ってきた、蚊かの鳴くような声。その頼りなげな振ふる舞まいが全すべてを物語っていた。

「……あーいや。そんな、謝あやまらなくていいよ。こっちこそごめん」

　萎い縮しゆくする愛莉に、無ぶ遠えん慮りよな視し線せんをぶつけてしまったことを慌あわてて謝しや罪ざい。

　だが現実的な問題として、この事実は重い。

　前回の勝利は、彼女の長ちよう軀くに多くの作戦を委ゆだねた結果、かろうじてもたらされたものだ。それがたぶん、もう機き能のうしない。あの時ついた噓うそは謝罪と共にすべて白状してしまっているし、何より今度の試合は負けたとしてもどうやら大して実害はないのだ。

　事実、真ま帆ほだけは意地でも勝利を、と気を吐いているが、愛莉を含めた他ほかの子たちには勝敗に固こ執しつしている様よう子すがそれほど感じられない。これではどう持ち上げても、愛莉が抱える最大の弱点である『臆おく病びよう』を吹ふき飛ばすところまで気き概がいを授けてやるには至らないのではないだろうか。

　……それに俺おれとしても、もう騙だますような真ま似ねは避けたいしなあ。

「真帆、それに紗さ季き。君たちのシュートは、まだ入りそう？」

「うんっ！　入る！　入るよっ！」

　とりあえずもう一つ授けた武器の方の状態を尋たずねてみると、真帆は威勢良く両手を高らかに上げる。表情からは確たしかな自信が見て取れ、その宣言にどうやら噓は無さそうだ。よし、こちらはまだ主砲として使えそうだな。

　と、安あん堵どしかけた矢先、

「ええ、確かに入ります。大会に向けて、また同じ練習してますし。でも……」

　紗季がすこし嘲ちよう笑しよう混じりの口く調ちようで語尾を濁にごし、暗雲を呼び起こす。

「……でも？」

「真帆のバカが、この前の試合が終わったすぐ後に、男バスの奴やつらへ同じ場所からしか打てないことバラしちゃってます。……それはもう自じ慢まんげに」

　そして、仕返しとばかりに真帆の失策をさらりと暴ばく露ろした。はい消えたー。

「な、なんだようっ！　言っちゃったもんはしょーがないだろっ！」

　まーそれはそうなんだけど。

　しかし、これはいよいよもって八はつ方ぽう塞ふさがりというやつではないか。

　こちらは実質智とも花か一人ひとりを除いて完全に無力化しているのに対し、相手は前回と同等の戦力を保持した男子バスケ部。あと二週間という限られた期間で、一体どうすれば太た刀ち打うち──

　……って、待てよ？

　違うじゃないか。なんでこんな単純かつ重要なことに今まで気がつかなかったのだろう。

　同等なんかじゃない。相手も、大幅に戦力ダウンしているはずだ。

　それどころか、そのダウンした分がそのままこちらに流れてきているのではないか。

　だってこの勝負、あくまでたまたま前回と同じメンバーが集まってしまったというだけで、実のところはクラス対抗戦なんだろ、男女混合の。

　だったら、やはり作戦なんか考えるまでもない。圧勝だ、この子たちの。

「……ねえ」

　ゆっくり、全員と視し線せんを合わせつつ改まって伺うかがいを立てると、

「ん？　どーしたのっ？　もしかしてもう思いついてくれた、作戦っ!?」

　俺おれの表情を見て、真ま帆ほがぱっと瞳ひとみを輝かがやかせた。

「……竹たけ中なかって、確たしか同じクラスだろ。なら、あいつと協力して戦えば良いじゃないか」

　だけど、続いて告つげた言葉で、すぐにそれは凍こおりついてしまうのだった。




　──不意に流れ始めた、気まずそうな沈ちん黙もく。




　六人の間で、何秒ほど時が止まっていたのか。ようやくその状況に終止符を打ったのは、おどおどと肩をすぼめた智とも花かだった。

「あの、昴すばるさん。竹中君は、出てくれないみたいで……」

「え、出てくれない？　球技大会に？」

「いえ、バスケに。先週の種目決めで、サッカーにエントリーしましたから」

　続く疑問に答えてくれたのは紗さ季き。ようやくいつもの明朗な口く調ちようが戻りつつある。

「そりゃまた、どうして」

　などと質問を繰くり返してみたが、多少ならば思い当たる節ふしはあった。

「その……竹中君、真帆ちゃんと、ちょっと喧けん嘩か中で……」

　そして愛あい莉りの口から消え入るような声で語られた内容は、何となく漠然と抱いていた予感を確かく信しんに変えてくれる。もしかしてあの試合からずっと、だったり？　……あり得そうだ。

「──ふん！　大体あんにゃろーはスジが通ってねーんだよ！　６－Ｄに負けんのは死ぬほど嫌いやがってる癖くせに、あたしと一いつ緒しよにバスケやんのは何が何でもゴメンだ、とかぬかしやがってさ！　もーガキだガキ！　きょーちょーせーゼロだっ！」

「それ、四年の時お前が通知表に書かれた事でしょーが。……ま、とにかく。そういうわけなんで。夏なつ陽ひ……竹中はちょっと無理っぽいです。ていうか、６－Ｄに勝たなきゃ気が済まないっていきり立ってるのはほとんど男子が中心で、ウチらの中では真帆だけなんで。面めん倒どうなら断って下さってもぜんぜん構わないですよ？」

「ざけんな！　構う構う構いまくるっ！　すばるん！　こんなヘンタイ裸エプロン女の言うことなんか聞くなよっ！　頼む、勝たせてくれっ！」

「──っ！　それあんたにだけは言われたくない！　ってか裸じゃないし！　スク水だし！」

「……まーまー、落ち着け紗さ季き。真ま帆ほも」

　再び臨りん戦せん態勢に入った二人ふたりをなだめつつ、もう一度状況を頭の中で整せい理りしてみる。

　敵に竹たけ中なかが──男バスのエースがいないというのがせめてもの救いではあるものの、愛あい莉りを再び覚かく醒せいさせる手立てはもう簡かん単たんには見つかりそうもないし、真帆と紗季のシュートに対する重大な情報が漏ろう洩えいしてるとなれば、相手も万全に対策を立てて挑んでくるに違いないわけで。

　それに何より、圧倒的に足りないのは切迫感。智とも花かは別として、勝たなくても大して問題無さそうな試合で、他ほかの四人にどこまでノルマを課かして良いものやら、それが摑つかめない。

「たのむよー、すばるん。ねっねっ？」

　黙だまり込む俺おれへ、真帆が足に絡からみついて懇こん願がんする。さて、何と伝えるべきか。

　──やがて、悩んだ末に選えらんだ答えは。

「…………うん、とりあえず考えとくよ。だから今日きようは、そろそろ練習しないか？」

　ああ、なんか嫌いやだなあ。この悪い意味で大人おとなっぽい対応。でも、仕方ないよな。すぐに安直な結けつ論ろんを出す方が、ずっとこの子たちに対して失礼にあたると思うし。

「えー！　やだやだやだや──もが！」

　案あんの定じよう不満いっぱいといった様よう子すで立ち上がり、大声で叫び始めた真帆の口を、紗季がすかさず後ろから塞ふさいだ。

「こら、いくら長は谷せ川がわさんでもいきなりじゃどうしようもないだろ。それくらいわかれ」

　その後、しばらく二人の押し問答が続いたが、やがて最終的に譲じよう歩ほしたのは意外にも真帆の方で、

「……まー、すばるんもヒトノコだしな。しゃーねー、次まで猶ゆう予よをくれてやる！　でも絶対考えてくれよなっ！」

　いかにも渋しぶ々しぶといった様子でそう言うと、こちらを向いてふんぞり返ってみせる。

「はは、善処します……」

「う、うんっ！　それじゃあそろそろ練習しよっか！　あのっ、昴すばるさん！　今日きようは久しぶりですし、これからみんなで試合しませんか？」

　苦にが笑わらいで返事すると、狙ねらい澄すましたかのようなタイミングで智花が前まえ屈かがみに身を乗り出して、そう打診してきた。

「試合？　俺も入るの？」

「だめ……でしょうか？　前はそういうこと、してる余裕無かったですし。もし嫌でなければ、お願ねがいしたいかなって……」

「…………ん、そうだな。それも、良いかもね。じゃあ俺は智花とグーパーするから、みんなも二人組になってチーム決めてな」

「ねーねーおにーちゃん。ひなね、ひなね。たまにだけどシュート、届くようになったよ。見て欲しいな。ひな、おにーちゃんと同じチームが良いな」

「ああ、ひなちゃんずるいよう……。わ、わたしも……その、できれば……」

「こーら。みんな公平に決めないとダメでしょ。長は谷せ川がわさんが困ってるじゃない」

「そ、そうそうっ。公平、大事だよっ！　だからやっぱりここは二人ふたり組ぐみじゃなくて、公平に全員いっせーので組決めを…………ダメ？」

「ダメすぎだ。もっかんとすばるんが同じチームになったら試合になんないじゃんか」

　それから何な故ぜだか妙に難なん航こうした組決めのあと、俺おれたちは十八時半ギリギリまでミニゲームに興きようじた。

　みんな大おお騒さわぎで、とても楽しそうで。

　真ま帆ほも次第にゲームに夢中になって、最後の方はもういつも通りの上じよう機き嫌げんに戻っていた。

　でも、その内心では一体どんな想おもいを抱えているのか。

　俺はそれが少しだけ、気になったりもした。

　……球技大会、か。

　はは、分かっちゃうんだよなあ。クラスの遺い恨こんとかはともかく、真帆の勝ちたがる気持ちも。

　だって俺、男子だから。
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「……どーした、馬ば鹿かに大人おとなしいじゃん？」

　練習を終え夜の家路。ミホ姉ねえが運転する二世代くらい昔の国産クーペに便びん乗じようし、ぼんやり窓の外の景け色しきを眺めていると、特段答えを期待している感じもない素そっ気けない問いがドライバーシートから投げかけられる。

「んー、ちょっと宿題もらっちゃってな、あの子たちから」

「宿題？　あ、もしかして球技大会？」

「ご名答」

「にゃはは、そいつはお疲れさん」

　そりゃあミホ姉は腐っても皆の担任。多くを語らなくとも、簡かん単たんなやりとりで今日きようの活動報告は滞とどこおりなく完了したようだ。

　……そういえば、こいつはどう思ってるんだろうな、来きたる大会へ向けての意気込みは。

「雇われコーチとしては、正規の顧こ問もん様さまのご意見も確かく認にんしておきたいところなんだが？」

　訊きいてみる。

「……そーだなー。担任としては、意地でも勝ってもらいたいって思ってる。けど、顧問としては、どうかな。あんまガッツリ介入してもらうのもフェアじゃない感じがしつつ、とはいえまったくノータッチを貫いてくれって言う気も、それほど。子ども相手に堅苦しいこと言うのも野や暮ぼだと思うし、それに毎年他ほかの部活とかも、多かれ少なかれ球技大会に向けて時間割さいたりするみたいだし。……だから、任せるよ。あんたのモチベーションが許す範はん囲いで、手ぇ貸してやって」

「……へぇ」

　この勝負の鬼が、なんともご立派な意見ですこと。

　もはや何を今いま更さらといった感もあるものの。改めて、やっぱりあの子たちの前ではちゃんと教師してるんだな──なんて思いながら、ぼんやりと童顔ストレートヘアの横よこ面つらに目を向ける。

　……鼻がむずがゆいらしく、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい変顔の最中だった。台無しだ。

「──で、今回はどんな感じなの？　雇われコーチの戦況分析は」

　硬いシートにドサリと体を預け、呆あきれるままに天てん井じようを仰あおいでいると、またしてもさして興きよう味み無さそうに、ミホ姉ねえから再質問。

「……ちょっと厳きびしい、かな」

「にゃはは、そか。……ま、私としてもじっくり向き合ってやって欲しいんだよね、いろいろと。だからあんま、焚たき付けねーでおいてやるよ」

　もう一度運転席に目を向けると、今度は実に優やさしげな横顔が、スピードメーターの弱い灯あかりにぼんやりと照らされていた。

　今、ミホ姉が強く思い描いているのは、もしかして愛あい莉りのことなのだろうか。

　だとしたら、同意見だった。あの子には、出来るだけ緩ゆるやかに流れる時間の中で、バスケの楽しさを真しん摯しに伝えてみたい。そして願ねがわくばいつかバスケットボールから、自信と勇気を手に入れて欲しい。そのためにも、こちらが焦あせっていたずらに怖おじ気けづかせるようなことだけは有ってはならないと思う。

　しかし、愛莉に過度な仕事を委ゆだねないという覚悟はまた、半ば勝利を放ほう棄きすることと同義であるような気さえもするのだが。

「……竹たけ中なか、出てくれれば良かったのにな」

　懸けん案あんに考え疲れて、何ともなしに安直なぼやきを漏もらしてしまった。

「あー、それは担任からも激はげしく同意。まーでも、現場に立ち会った訳わけじゃ無いからアレだけど、聞いた感じじゃどうにも最後に一いつ線せん越えちゃったのは真ま帆ほの方っぽいんだよね。だからあんま私から口出しもできんのさ。何となくわかるでしょ？　得意種目で負けた後に真帆のいつもの調ちよう子しで増長されたら、そりゃ竹中じゃなくたってキレるよ。

　……せめて私の前だったら良かったんだけどねー、喧けん嘩かおっぱじめたの。だったら完全にこじれきっちゃう前に何かしらガス抜きしてやれたかもしれないのに、休み時間じゃ教師にゃお手上げだ」

「はは、目に浮かぶよーだ……」

　真帆が竹中の前でこれでもかと不ふ遜そんに振ふる舞まう様さま、そしてそれに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らし飛びかかるツンツン頭の姿が。

「確たしかにほんと、竹たけ中なかにはバスケで出て欲しかったわ。勝ち負けも大事だけど、それだけじゃなくて、良い機き会かいになったかもしれないから。もしかしたら自然と……………………………………………………………………ふむ」

「ミホ姉ねえ？」

　突然台詞せりふを中断して、何やら考え込むようにシフトレバーの縁ふちで人差し指をトントンと弾はずませ始めたドライバーに、怪け訝げんを込めて呼びかける。

　それでもしばらくミホ姉は俺おれのことを無視したまま、『カスガイ役がいれば、もしや……』とか『でも贔ひい屓きはマズいか……？』とか『けど別の名目でなら……』とかちっとも意味の分からない独ひとり言ごとをぼそぼそと呟つぶやいていたが、やがてちらりとこちらに一いち瞥べつをくれると、すぐにフロントガラスに目め線せんを戻しつつ実に素そっ気けない声で、

「昴すばる、あんた今週末なんか予定入ってる？」

　脈絡無くそう訊きいてきた。

「は？　何だよ藪やぶから棒ぼうに」

「いーから」

「……空あいてるけど？」

　同好会あれど現状プーには変わりなく。実は最近ちょっと格ゲーが上う手まくなってきた気がする長は谷せ川がわ昴十五歳。

「おし。じゃ、そのまま空けとけ」

「…………話の筋が見えねーのですが」

「手助け」

「へ？」

「あんたが宿題終わらせる手助けしてやろうって言ってんの、この私が。だから、空けとけ」

「……いや、だから」

　結局それ以上何をどう訊いても適当に流されるばかりで時は過ぎ、いつの間にやら到着していた長谷川家の前で促うながされるままに俺は車から放り出されてしまった。

　表札の前、赤い残像を従えて遠ざかるテールランプをぼんやりと眺めつつ思う。




　……とりあえず、またしても面めん倒どう事ごとになるのだけは間違いなさそうだった。
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「……おかしいな」

　何がと言えば女バスみんなの──特に真ま帆ほの上じよう機き嫌げん具合がである。

　結局あれから策らしい策も思いつかず迎えた水すい曜よう日び。重い足取りで慧けい心しん学がく園えん初等部に今週二度目の来訪を果たしてみると、何な故ぜか妙にはしゃいだ様よう子すの五人に手厚く歓迎されたうえ、ノープランである事実を誤ご魔ま化かすようにいつも通りストレッチの開始を伝えたのにも関かかわらず特に詰きつ問もんされるような事も無し。気付けばごく基本的なメニューを消化してもらっているうちにすっかり日も暮れて、もうすぐ練習は円満に完了しようとしていた。

　──拍子抜け、だなあ。

　いや、もちろん求められたとしても現状何一つ出せるものはないのだから、それは喜ぶべき事態には違いない。けれども、月曜の剣けん幕まくからすると今日きようの真帆の浮かれ調ちよう子しはどうにも肩をすかされた感じだ。

　どうしたのだろうか。もう球技大会から興きよう味みを失ってしまったのか、あるいは俺おれの知らないところで何かしら戦況が好転を迎えたのか。ぱっと思いつく可能性はそのあたりだが、前者はどうにも可能性として考えづらい。となると、後者か？

　だとすれば、それは相当にホットな出来事と思われる。だって今け朝さ自宅で会った智とも花かは、実にいつも通りだったわけで。しかも俺が無策であることを嘆なげくと、苦笑しながら、『もし真帆が折れてくれなかったら、私も出来るだけ説得してみます』などと約束してくれたのだ。あれが演技だったとはちょっと思えないし、そもそもそうする理由が見あたらない。

　だからもし何か有ったとすればあの後。学校に来てからだろう。

「昴すばるさーん！　組み合わせ一回りしましたけど、どうしましょうっ？」

「──っと。よーし、お疲れ！　そうだな……」

　智花の大きな声に呼ばれ、慌あわててコートに目を戻す。言いつけた、二人ふたりひと組になって走りながらのパス練習が完了したようだ。

　時と計けいを見る。時刻は十八時十分、か。ちょっとだけ早い……が、

「残り時間も半はん端ぱだし、今日はこれで終わりにしよう。じゃあみんな集合！」

『はーいっ！』

　労ねぎらうと、五人から元気よく返事。……やっぱり妙に機嫌良いよなあ。

「それじゃ、今日はもう片付けして終了にします。みんなお疲れ様。…………で、申もうし訳わけ無いんだけど、球技大会の作戦はまだ思いついてないんだ。本当にゴメン！」

　全員が目前で整せい列れつするのを待ってから勢いよく頭を下げる。和なごやかなムードに後押しされたのもあって、とりあえず正直に謝あやまってしまうことにした。

「ん？　あーいーよいーよ！　すばるんの心意気はお昼にみーたんから全部聞き届けたからさっ！　だから、心配しないで週末までじっくり考えてくれたまえっ！」

「……へ？」

　すると、返ってきたのはハイテンションな真ま帆ほのそんな言葉。

　心意気……？　清すが々すがしいほどに、まったく身に覚えがない。

　けど、付ふ随ずいする『週末』と『ミホ姉ねえ』という情報で、内容はともかくそれが自分にとって吉きつ報ぽうにはなり得ないだろうな、という推測は容易についた。いやむしろ嫌いやな予感しかしない。

「ふふ。私、球技大会にはそれほど燃もえてなかったんですけど、週末はとても楽しみです。……それに、そこまで長は谷せ川がわさんにお手間をかけて頂く以上、勝たないとダメですよね。これで俄が然ぜんやる気になってきましたよ」

　涼やかに紗さ季きが微笑ほほえむのに続いて、他ほかの四人も笑えみを携たずさえうんうんと頷うなずく。

　……とりあえず、この子たち全員がその『週末』とやらを異常なまでに楽しみにしているのだけはひしひしと伝わってくる。この空気でもし『何のこと？』などと尋たずねようものなら、皆を相当に落胆させてしまいそうな気がする。それが怖こわくて、俺おれの口は質問を形成することを本能レベルで拒こばみ、勝手にストライキに突入してしまった。

「あはは。でも昴すばるさん、水くさいですよう。美み星ほし先生から聞きましたけど、嫌がられたらどうしようって思って相そう談だんも出来なかったなんて。……嫌がるわけないじゃないですか、ひどいなあ。ふふっ」

　引きつった笑みを張り付かせて黙だまりこくっていると、溶けかけのジェラートみたいな顔で智とも花かが安あん穏のんに苦言を告つげてきた。……あー、会話にならん。

　もういいや。この場はとっとと切り上げてしまうべきだろう。この子たちに確かく認にんできるムードじゃない以上、問いただすべき対象はあと一人ひとりしかいないのだ。

　あんにゃろう。一体何を吹ふき込みやがった……？
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「が……合宿っ!?」

「おう、そゆこと。よろしくな」

　で、車中。軽々しくミホ姉から告げられた『週末』の意味するところに、驚きよう愕がくを抑えきれず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「い、いつどこで？」

「金きん曜ようの練習終わった後から日曜まで、慧けい心しん学がく園えんで。中等部の方に、申しん請せいすれば使えるちょっとした寄宿小屋があんだよね。そこ借りといたから」

「だ、誰だれと？」

「誰だれとってアホか、あんたと６－Ｃバスケチームに決まってんだろ」

「アホはどっちだ！」

　てめぇ人のことコウガイビル呼ばわりしといてその所行か！　どこまで行き当たりばったりなんだ！

「お前仮にも教師だろうが……。いろいろ問題すぎるだろ、それ……」

「お、早くも問題起こす気マンマンか。さすがは『ＴＨＥ　ＫＧＢコウガイビル』だ。反へ吐どが出るぜ」

「違うわっ！」

　殴りかかりたかったが、哀かなしいかなここは車中。まだ無理心中するまでの覚悟は出来てないので、怒ど声せいをぶつけるだけに留とどめておく。

「違うなら別に良いじゃん。あんたさえ変なことしなきゃ何もまずいことなんか無いでしょ」

「だとしてもっ、もし誰だれかに……って、ああもう！」

　反はん論ろんを試みたものの、以前にも同じような問答を交かわしていたことを思い出し、台詞せりふが続かなくなる。不本意極きわまりないが、言い負かされるのは眼に見えていた。

「………………何でだよ？　顧こ問もんとしては、介入したくないんじゃなかったのか？」

　だから、攻め口を変えることに。納なつ得とくできない要素ならば一つや二つではない。糾きゆう弾だんの言葉なんていくらでも出てくるのだ。

「もちろん介入しないよ、私は。てか一昨日おとといも言ったじゃん、手助けしてやるって。ただあの子たちとじっくり向き合って、宿題を済ませるちょうど良い『機き会かい』をプレゼントしただけ。その『機会』に何をするか、それはあんたの気分に全部任せる」

「……釈しやく然ぜんとしねえ」

　一応それらしいことを言ってはいるものの、わざわざ週末に合宿なんぞを仕組む理由としてはあまりに弱すぎる。絶対まだ裏に隠かくし球の魂こん胆たんが有りそうだ。

　……などと訝いぶかしんでいると、

「それにあんた、今いま更さら断るの無理だよ。ぐだぐだ言ってないでさっさとハラくくれ」

　そう言ってからミホ姉ねえはシフトレバーを弾はじいてアクセルをふかし、安全運転すぎる先行車を追い越しにかかる。

「は？　どういう意味だよ？」

「練習の時気付かなかった？　合宿、あんたが計画したことになってるから」

「ふざけんなよっ!?」

　汚いなさすがミホ姉きたない！　そんなの断れるわけが無いじゃないか！　だって──

「にゅふふ、断れないよねー。一度誘っておいてドタキャンしたら、あの子たちどんだけがっかりするかなー。お昼に合宿するぞーって伝えたとき、みんなそりゃあ凄すごい喜びっぷりでさー。私も良い仕事したなって感かん慨がい深ぶかかったよう、にゃはははは」

　──脳のう裏りをよぎるのは、先ほどの上じよう機き嫌げんな五人の様よう子す。

『何のこと？』

　そんなたった一言すら出せなくなったほどの喜色満面。そこに向けて『合宿など俺おれの本意ではない。だから中止』と、そう告つげる？

　……無理だ。絶対無理。

「……………………ミホ姉ねえ、あんた死んだら絶対地じ獄ごく行きだろーよ」

「は、構わないね。そんときゃ閻えん魔まを討うつまでよ」

　やりかねない。本気でそう思った。
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　金きん曜よう日び。

　もはや仕方あるまいと覚悟を決め、いつもより重い荷物を背負って体たい育いく館かんの裏口を開くと、

「……死ね」

「……てめぇが死ね」

　そこは決けつ闘とう場じようだった。

　決闘場。決闘。それ以外に、俺おれはこの状況を正しく描写できる単語を知らない。




　体育館の中心で二人ふたりの小学生が背中合わせに直立し、手には銃器。




　……こんなの他ほかに何と言えと。

「え、てか、なに、これ？」

　濃のう縮しゆく還かん元げん１００％の混乱が言葉を不自然に分断させる。

「……お、お疲れ様さまです。昴すばるさん」

　そんな俺を見かねてか、智とも花かと愛あい莉りがいきすぎた懊おう悩のうにもはや笑うしか無いといった風ふうな苦笑を携たずさえ、小走りに裏口の近くまでやって来た。

「…………智花、愛莉。………………ええと」

　言葉に詰まる。理解できない要素が多すぎて、質問する順番にまったく整せい理りが付かない。

　思えば今週は、ここに来る度たびに同様の、しかし常に新たな困こん惑わくに見み舞まわれてしまっているような気が。

　ただその度合い──『わけのわからなさ』レベルで言えば、今日きようのこの状況が過去のものを圧倒して強烈だ。

　なにせ、一人ひとり多い。

　傍そばに智花と愛莉。そして決闘の当事者として真ま帆ほ。紗さ季きはいかにも『やりたくないけど強く頼まれて仕方なく』といった表情で背中合わせの二人から数メートル距きよ離りを置いて審しん判ぱん役やくに納まっており、場にそぐわずのほほんと隅っこで『まほ、がんばれー』なんて歓声を上げているのがひなたちゃん。

　これで女バスメンバーは全員。……ではどうして、決闘が真帆の独ひとり相撲ずもうではなく、しっかり成立しているのか。やはりまず持つべき疑問は、そこか。

「……ねえ、なんであの子が？　…………なんで竹たけ中なかが、ここに？」

　真帆がこちらを向いているので顔立ちは確かく認にん出来なかったが……忘れるはずもない、あのツンツン頭を。件くだんの男女対抗戦で最も頭を悩まされた、かつての敵、男子バスケットボール部のエースの事を、見み紛まがうはずもない。

「その……ちょっといろいろで……何と言いますか……」

「ええと、あのう……」

　質問に、智とも花かがまごまごと言葉を濁にごす。愛あい莉りも上う手まく説明できない様よう子すで、どうやら困こん惑わくしているのは俺おれだけではないらしい。

　しかし、状況説明がないと何が何やらなあ。

　せめてもう少しくらい言葉を引き出せないものかと、頭の中で質問の再さい構こう築ちくを始める。

　と、そのとき。

「──待ったなしだ。サキが十を数えたところが合図。あとは先に振り返って、先にぶっ放して、先に一発でもぶち込んだ方が勝ち。文句ねーなっ？」

　ここまではっきり届く大声で、真ま帆ほが宣言を響ひびかせた。

「くどい。いちいちルールなんか確かく認にんしなくて良い。さっさと始めろ。……で、負けた方が出て行く。それで終わりだ」

　応じて、後ろ姿のままツンツン頭が──竹たけ中なかが素そっ気けなく返した買い言葉も、かろうじて聞こえてくる。

　……よくは分からないが。

『出て行く』とか。穏おだやかでないことだけは間違いなさそうだった。

　けれども、まずいことに当事者たちへ声をかけるタイミングは一歩の差で逸いつす。決けつ闘とうは、今この時もう既すでに、開始されてしまっていた。

「……はあ。じゃ、行くわよ。──１。──２。──３。──」

　嫌いや々いやなのを隠そうともせず、眉み間けんに皺しわを寄せたまま紗さ季きがカウントアップを始め、それに合わせて一歩、また一歩と間合いを離はなしていく真帆と竹中。今から靴を脱いで止めに入ったって、このテンポじゃとても間に合いそうもない。

　仕方がないのでそのまま扉の前で観かん戦せんすることにする。何か問題が起こったら事後的に解決するしか無さそうだ。二人ふたりともゴーグルでちゃんと眼を保ほ護ごしているみたいだし、それに銃器もたぶん10禁のトイガンだし、別に洒落しやれにならないような事態までは起こらないだろう。でなければ他ほかの四人が黙だまってはいまい。

　──ところで、二人の銃器には大おお仰ぎようさに明めい確かくな違いがあった。竹中はハンドガングロツク17L一丁を右手にぶらぶらと携たずさえているだけなのに対し、真帆の方は何な故ぜかアサルトライフルM4A1カービンをはっしと胸元に。しかもその銃がまた、実にアクセサリごてごてな仕様で驚おどろく。ダットサイトにアンダーバレルグレネード、この勝負形式では明らかに無意味なサプレッサーも装着済みだし、何より極きわめつけはストラップにぶら下がったピンク色の熊くまのぬいぐるみ。とにかくまあ、これでもかとド派は手でに飾られた代しろ物ものだった。いかにも彼女らしいと言えばらしいが。

　しかし戦略的な面だけから見ると、それは明らかに武器選せん択たくを誤っている。もちろん連射できるアサルトライフルには利点もあるのだろうが、早はや撃うち対決となれば取り回しの悪さが祟たたって確かく実じつにハンドガンに後れを取る気が。せめてアクセサリを全解除してあれば弾たま数かずで弱点を相そう殺さいできたかもしれないが、あれでは漬つけ物もの石いしを背負って戦場に挑んでいるようなものだ。

　……って、なに下らない分析してるんだ俺おれ。完全にミホ姉ねえからの悪あく影えい響きようだ。

「──４。──５。──６。──」

　意い識しきを目前に戻すと、紗さ季きのカウントはちょうど半分を過ぎたところだった。合わせて、真ま帆ほの自信に満ちあふれた顔が少しずつ接近してくる。

　うーん、敗北の可能性なんて微み塵じんも感じていないご様よう子す。しかし結果は恐らく真帆の負けだろう。……決けつ闘とうの理由が分からないのではっきりしたことは言えないが、何となく真帆が勝つ展開の方がいろいろと諫いさめやすそうな気がしてならないので、こちらとしてはそのしたり顔に苦にがいものを感じずにはいられない。

　そんな心配と共に固かた唾ずを吞のみ見守り続けていると、

「──ところで。なーサキ、今何なん時どきでい？」

　突然、決闘の最中であろうのに突然。真帆がまったくもって些さ事じとしか思えないような質問を審しん判ぱん役やくに向けた。

「７……は？　何時って、壁かべに時と計けいあるじゃない。見ての通り……」

　尋たずねられた紗季は、『急に何を……』といった様子で訝いぶかしみながら答える。

「えーと、今は四時十七ふ──」

　すると、ぎらりと八や重え歯ばを覗のぞかせた真帆は、

「ひひ、やっぱあたし天才っ！」

　本来のテンカウントを待たずに振り返り銃を……ってひでぇ！　何たるインチキ！

「──え。ちょ、ちょっと！」

「うわははははっ！　死ね、ナツヒッ！」

　紗季が抗こう議ぎを終えるより早く、真帆の電動式トイガンが咆ほう哮こうをあげる。フルオートで発射されたＢＢ弾が白はく線せんとなって、竹たけ中なかの身体からだに襲おそいかかる。

「……あれ？」

　……が、白いプラスチック弾はどうしたことか目標を捉とらえない。やがて推力を失いぼたぼたと床ゆかを叩たたくのみで、人肌を打うち据すえる無む慈じ悲ひな音はどこにも響ひびかない。

　竹中夏なつ陽ひの姿は、真帆の視界から忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。

「……思ってたぜ、どーせてめぇはまた下らねーこと企たくらんでるだろうってな」

「──っ！」

　直後、彼かの声が明めい瞭りように響く。慌あわてて真帆はその場から飛とび退のきつつ、見据えたのは──自みずからの足もと。消えたと思われた竹中は敵対する相手のすぐ近くで床に転がり、今まさに銃を構えつつあった。俺らが真帆のイカサマに啞あ然ぜんとしているうち、いち早く危き機きを察してスライディングで一息に距きよ離りを詰めたのだろう。

「んにゃろっ！」

　危き機きに顔を強こわ張ばらせながらも、真ま帆ほはパニックには陥おちいらず冷静に武器を下に向ける。……だが、間に合うわけが無かった。鈍どん重じゆうな武器の照準が合うよりずっと早く、竹たけ中なかのエアガンは、とっくに。

「もうおせーっての。じゃーな、真帆っ！」

「──────────くくっ、そりゃどーだか」

　……捉とらえていた、はずだった。その銃口は、既すでに真帆を。いや。実際、捉えていた。

　だが、もう一いつ瞬しゆん。それよりもう一瞬早く。

「なっ──」

　吐き出されていた。真帆の持つアサルトライフル。その、二つ目の銃口から。

「──グレネードっ!?」

　目の前に躍おどり出たピンポン球大の物体に気付き、竹中が叫び声をあげるも時既に遅し。ただの飾りに思われたアンダーバレル・グレネードランチャーはその実れっきとした実用品で、それこそ真帆が用意した本当の奥の手だったようだ。……にしても、なんで二人ふたりともこんなにまで戦い慣なれてるんだ。

　うん。絶対アレの、あいつの悪あく影えい響きようだ……。

　まあ、それは今は良い。砲身からこぼれたその弾たまは、案あんの定じようというか、紛まがう事なき榴りゆう弾だんで、間もなく竹中の顔面付近において、炸さく裂れつ──

「って、そりゃいくら何でもっ！　……え？」

　やり過ぎだろう！　と叫ぶ寸前、迎えた想像と違う局面に、俺おれはまたしても言葉を失う。

　真帆と竹中を起点に四方へ飛び散ったのはＢＢ弾でも、もちろん実弾でもなく………………何な故ぜか黄おう土ど色いろの粉ふん塵じんだった。

　もくもくと二人を包むのは、大量の……何かの粉。

　──そして、妙に芳こうばしい良い匂におい。

「ぐぇほっ！　な、なんだこりゃっ!?」

　おぼろげな視界の先、粉こな塗まみれの哀あわれな姿で竹中が叫ぶ。

「ぎゃははは！　もだえやがれっ！　肺いっぱいにあたし特製の炸裂きなこ弾を吸い込んでもだえ苦しめえっ！　……んで、消きえ失うせろっ」

　攻こう撃げきのネタバラシをしながら、口元を覆おおいつつ余裕たっぷりに片手でアサルトライフルを竹中に向ける真帆。そして、ついにそのトリガーを──

「いーかげんにしろっ！　この大バカっ！」

「あだっ！」

　──引く寸前で、最後に決定打を浴びせかけたのは、ノート数冊を束ねて真帆の頭頂部を打ち据すえた紗さ季きの手だった。

　かくして二人ふたりの決けつ闘とうは、没収試合で幕を下ろした。

　……そして改めて今。心に浮かぶのは、最初に入ってきたときと全く同じ感想。




　──なに、これ？
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　真ま帆ほに掃除を言いつけ、他ほかの四人には現状の保持をお願ねがいしてから全速力で職しよく員いん棟とうへと走り、ミホ姉ねえを薄うす暗ぐらい校舎裏に携帯で呼び出す。

「──おいおい、どーしたってんだ。勤きん務む時間のうちはよっぽどのことがない限り電話すんなって言っておいたろーが」

　そしてようやく現れたそいつは心から迷めい惑わくそうな、めんどくさそうな顔をご披ひ露ろうして下さり、俺おれはとてもじゃないが声を荒げるのを我が慢まんすることが出来なかった。

「どうもこうもあるかっ！　何だよあの修しゆ羅ら場ばは！」

「……修羅場？　あー、そういやあんたにはまだ言ってなかったっけ。ん、まーそういうことなんだわ。じゃ、よろしくねっ」

　身を翻ひるがえしぶらぶらと手を振りながら、来た道を戻ろうとするミホ姉。

「よろしくねっ、じゃねー！　意味わかんねえ！　ちゃんと説明しろっ！」

　慌あわてて追いかけ、力の限り肩を摑つかみこちらを向かせる。

「あーもーうざいっ！」

「ごっ……！　あ、あんまりだろ……てめ……」

　みぞおちを膝ひざ蹴げりされた。……なんたる外げ道どう。

「………………ったく、しょうがないなあ。じゃー一度だけ説明してやるから、よく聞きな」

　だが肩にかけた手だけは意地でも離はなさない。やがて執念が実ったのか、溜ため息いき混じりながらそんな枕まくら言こと葉ばを引き出すことに成功する。……不ふ遜そんな態度が死ぬほどムカツクが糾きゆう弾だんは後回しだ。追つい撃げきで気絶させられたら元も子もないから。

「えーっとね、合宿参加者一名追加。竹たけ中なか夏なつ陽ひ。以上」

「アホ！　それくらいはもう何となく予想が付いてるっての！　じゃなくて理由を言え理由を！　ただでさえややこしかったのが輪わをかけてややこしくなってる現状の理由を！」

「間違った」

「……は？」

「間違ってサッカーじゃなくバスケでエントリーしちゃったの、竹中のこと。やー失敗失敗。竹中イコールバスケのイメージだから、ついさ。

　……んで困ったことに、今あいつと真ま帆ほ、仲最悪じゃん？　このままじゃチームにならないなーどうしようかなーって悩んでたんだけど、よくよく思い出したら女バスは今日きようから合宿なわけよ。こりゃー仲直りさせる絶好のチャンスと思って昨日きのう緊きん急きゆう招集かけたわけ」

「……エントリーって、そんなの取り消せば良いだけの話だろ？」

「あーダメダメ、お役所仕事だからそーゆーとこ頭硬くて融ゆう通ずう効きかないの」

　お役所って。ここ私立だろうが。

　……まー、もう良い。どうでも。いちいちツッコむ気力も失うせた。

　要するに、はめられたって訳わけだ。

「初めから、そのつもりだったんだな？」

　俺おれを利用して、真帆と竹たけ中なかの間を取り持たせようと策略を巡めぐらした結果が、この二泊三日の合宿なのだろう。

「にゃははー」

「にゃははー、じゃねえっ！」

　なぜ誇らしげに照れ笑う……。

「こんなの完全にバスケ部関係無いだろ！　なのに全部丸投げで俺に押しつけて、今度こそ紛まがう事なき職しよく務む放ほう棄きじゃねーか！」

「うん、そーだな」

「……な」

　本当にしれっと。純度の高い笑えみでそう言われて、俺は怒ど声せいを継つぐタイミングを逃のがす。

「職務放棄したよ、うん。だって職務じゃ、仕事じゃ嫌いやだから」

「……嫌？　嫌って、なんだよ」

　言わんとするところを理解できず訝いぶかしんで問うと、ミホ姉ねえは笑い顔を崩くずさぬままで肩から俺の手をさっと払い、校舎の壁かべに背中を預け、それからゆっくりと再び語り出す。

「いくらね、友達っぽく接しても。あだ名で呼ばせたり、放ほう課か後ご一いつ緒しよに遊んだりしても。結局私は教師なんだわ。先生なんだわ。あの子たちにとっては」

「……たりめーだろ、そんなの」

「ん、たりめーだ。だからね、どんなに私が同じ目め線せんで話そうとしても、潰つぶしきれない高さっていうのが出来ちゃうんだよね。どうしても最終的には、先生と生徒になっちゃう。

　……もしね。私が強く、本当に強く『仲良くしろ！』『同じチームで試合しろ！』って言ったら、あの子たち、従うよ。従っちゃう。……本心では、納なつ得とくしてなくてもね。『先生』の言うこと素直に聞いちゃうぐらいには、みんな、意外と、良い子」

「……真帆も、か？」

「真帆も。てかあいつ、私のこと大好きだし」

　自分で言うかよ……。わかる、けどさ。

「だからねー、ガチンコの喧けん嘩かとかにゃ、あんまり口出したくないんだわ。いじめとか、理不尽に部活が潰つぶされそうになったとかなら意地でも介入しまくるけど……そーゆーんじゃないから、あれ。

　私が叱しかるみたいにすれば、きっと二人ふたりとも私の前では喧嘩止やめると思う。でも、わだかまりは残るんだ。根本的な解決にはならない。そうじゃなくてさ、もっとすっきり、心から打ち解けあって欲しいわけよ。遺い恨こん禍か根こん、全部綺き麗れいさっぱり洗い流して欲しい。なら、間に入るのは教師じゃない方が良い。もっと同じ高さから本気で気兼ねなくぶつかり合える相手に仲裁して欲しい。──なんて思ってたら、目の前に格かつ好こうの人材が転がっていたわけ」

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ。俺おれを何だと思ってやがる。

　ほんと無茶苦茶……だけど。

　畜生。ちょっとだけ、腑ふに落ちてしまったじゃないか。

「………………………………けどそうは言っても、横おう暴ぼうすぎるだろ。間に入らないって、実際のとこはお前、もう十分すぎるほど干渉してんじゃねえのか。俺のことは……この際置いておくとしても。じゃああの子は、竹たけ中なかに対してはどうなんだよ？　無む理り矢や理り女子だけの輪わに放り込んで、しかもあんなギスギスで。可哀かわい相そうだと、思わないのかよ？　こんな合宿強要させて、それこそ教師としてのエゴじゃねーか」

　いくらかは不覚にも納なつ得とくしてしまいつつも、やはりぬぐい去れない残りの疑念を一息にぶつけてやると、ミホ姉ねえは壁かべに寄りかかったまま、顔を空に向けさらりと言う。

「無理矢理、なんて誘ってねーよ？」

「……え？」

「なー昴すばる。お前にゃその辺、いちいち説明しなくても分かるんじゃない？　……あの子、本当にサッカーで出たかったと思う？　あの竹たけ中なか夏なつ陽ひが、バスケットボール以外の種目を、心の底から望んで選せん択たくしたって、そう思う？」

「……あ」

　言われてみれば、それは実に簡かん単たんな理屈だった。

「そ。出たくないわけがないんだ。竹中だって、本心ではバスケで出たいの。意地張って、真ま帆ほと同じチームは嫌いやだなんて言っちゃったけど。本当はそんな諍いさかいよりもずっと、あの子の場合バスケの方が大事。だからこの合宿の参加、私は強制したわけじゃない。最後は自分で選えらばせた。あの子は自分の意志で、ここに来たんだよ」

「…………竹中は、どうするつもりなんだ？　真帆と、仲直りする気はあるのか？」

「無いんじゃない？　何とかして真帆を追い出して、空いた席に自分が居座ろうって、そう思ってる感じ」

「……おい」

　それで、どうしろと。

「でも、真ま帆ほだってそんなの認めない。意地になってしがみつく。つまりね、この合宿の間はあの二人ふたり、何があっても傍そばに居続けるってこと。最近、教室じゃ眼も合わせようとしない二人ふたりがね。……一触即発のピンチだけど、わだかまりを解く絶好のチャンスでもあるってわけよ」

　……言いたいことは、分からないでもない。けど、

「だからって、俺おれに何が出来るってんだよ？　バスケならまだしも、仲直りのお膳ぜん立だてなんて何一つ知ち識しきも経けい験けんも無いぞ」

「ばーか。小手先のご機き嫌げん取りなんて初めから期待してないっての。あんたは真帆にすごく懐なつかれてる。竹たけ中なかとは同じバスケ中毒。その上他ほかの女バスのみんなと結託できる。こんだけ条件揃そろってりゃ十分。あとはもう、這はいずり回れ。醜みにくく奔ほん走そうして、最後は肉にく骨こつ粉ぷんになってでも解決してみせろ」

「……なんでわざわざそーゆー挑発的な言葉選えらぶんだてめーは」

　ひくつくこめかみを押さえつつ抗こう議ぎすると、

「にゅふふん、もう引き受けちゃってる人間を拝おがみ倒しても二度手間じゃんか」

　ミホ姉ねえは腰に手を当て、鈴すずカステラみたいな笑えみで誇らしげにＡカップを突き出す。

　あーやっぱムカツク。こいつムカツク。そーゆー事をわざとあえて言葉にしてしまう無ぶ粋すいさが、情じよう緒ちよのなさが、たまらなくムカツク。

「…………くそ。借り一つ、返しだからな。これで」

　ともあれ言われっぱなしも癪しやくなので、せめてもの意地とばかりにそう気を吐いた……のだったが、

「アホか、成功報ほう酬しゆうに決まってんだろ。それにあんた、たった一つ返したくらいで私の恩義に報いたなんて、思い上がりも甚はなはだしいんだからね」

　……言い返せないのであった。

　この日この時、まだ俺がバスケを諦あきらめてないという事実。その恩を奉仕活動で清算しようと思ったら、一体あと何年こいつの奴ど隷れいに甘んじなくてはならないのか。

　……つくづく厄やつ介かいなことになったものだ。身から出た錆さびとはいえ。

　溜ため息いき混じりでミホ姉に背を向け、体たい育いく館かんに戻ろうとすると、

「あー昴すばる、それとね」

　素そっ気けない調ちよう子しで呼び止められた。

「なんだよ？　まだ、何かあるのかよ？」

「あのさ。あんまりバスケ、させないように」

「………………………………………………………………は？」

「ほら、私たちだけ合宿で球技大会にむけて特訓とかしたら、不平等だろ。だからこれ、あくまで女バスの懇こん親しん会かい名目だから。まったくボールに触るなとまでは言わないけど、あまり派は手でには動かないこと、いーね。ってか、竹中さえチームに引き込めればもう勝ったも同然だろ。それでお前の宿題も晴れて終了。全すべて円満解決っと」

　……もはや、何も言うまい。

　いちいち嚙かみついていたら、二泊三日を前に体力気力が枯こ渇かつしてしまうこと請うけ合あいだ。
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　裏口を抜けると、ギスギスであった。

　ミホ姉ねえと別れ再び体たい育いく館かんに足を踏み入れてみれば、あまりのいたたまれない雰囲気に偏頭痛が暴あばれ出す。心なしか、隣となりのバレー部までもがやけに言葉少なで、なんだか悪い空気にあてられてしまっている感じだ。

　全員で上う手まく取りなしてくれたのか、直接的な抗争は一応なりを潜ひそめているようだが、だからといって安あん堵どできる要素など現状どこにも見いだせない。真ま帆ほはひたすら不ふ機き嫌げんそうに文句を漏もらし、それを女バスの四人が取り囲んで宥なだめすかしている。対して竹たけ中なかの方はみんなから距きよ離りを置いて、隅っこで独ひとりそっぽを向き黙もく々もくとその場でドリブルの練習をしているところだった。対決の終しゆう焉えんは即すなわち、断絶という望まぬ末路を呼び起こしたに過ぎないのだ。

　さて、どうする……。

　ゴール下に佇たたずむ五人と、独りの少年を交互に見つめ、俺おれは歩み寄るべき方向を見定める。

「──やあ。……ひさしぶり」

　そして俺は、少年を選えらんだ。智とも花かも紗さ季きも愛あい莉りもひなたちゃんも、決して竹中に敵対するつもりなど無い様よう子すではあったが、かといって真帆の傍そばを離はなれることも出来ないだろうし、そんなつもりもないだろう。ならば、俺が行かなければいつまでたっても彼の孤立は崩くずれまい。

「……」

　竹中は返事も、振り返りもしない。黙だまりこくって、レッグスルーの練習を繰くり返すのみ。ボールの弾はずむ音が、やけに大きく、空気をつんざくように響ひびく。

「……あのさ。まだ五時にもなってないし、合宿前にこれから部活しようと思うんだけど、お前も参加しなよ。折せつ角かくだし」

　めげずに話しかけ続ける。この程度で気を乱していては先が思いやられるのだ。対話と忍耐。それを当面のモットーにせねば。

　僅わずかな希望に賭かけて返事を待っていると、やがて竹中がドリブルを止やめ振り向く。……良かった、これでまずは一歩前進、かな。

　すかさず言葉を重ねる。

「なっ、良いだろ。真帆には俺からなんとか頼んで──」

「は、図ずう々ずうしく居座ったかと思えばいっぱしのコーチ気取りかよ。捕まっちゃえばーか」

　我が慢まんした。俺おれ蹴けっ飛ばすの我慢したよ……！

「……もしかして俺おれ、嫌われちゃってます？」

　頰ほおをひくひくさせながら苦笑混じりにそう言ってすぐに後悔。バカか、今はそんなこと訊きいてる場合じゃないっつうに……。

　けど、塞さい翁おうが馬うまというかなんというか、

「……ふん、別に。あんたが何してようが俺の知ったこっちゃねーし…………負けた以上、女バスそのものにどうこう言うつもりもねえよ。……ただ、あいつとはもう絶交ってだけだ。ホントだったら、顔も見たくないけど……今は、仕方ない。いくら湊みなとがいたって、俺が出ないとあいつらには──６－Ｄには勝てないから」

　その軽率な一言が偶然にも、少しだけ竹たけ中なかの内面に切り込んでくれる。

　ふむ……。言い分を真まに受ければ、試合に負けたことに対する直接的な恨うらみつらみは考えなくても大丈夫なのだろうか。確たしかに以前ちょっと話した感じからしても、根は良いヤツみたいだし、本質的には竹を割ったような性格の持ち主であるような気はするのだけれど。……いや『竹中だけに』とかじゃなくな。

　でも、だとすれば新たな疑問が湧わく。

　じゃあ真ま帆ほは一体どんな風ふうに、竹中の逆げき鱗りんに触れてしまったというのだろう。この少年に『絶交』とまで言わしめてしまうような一言。……それもまた、あの真帆の口から出るものとしてはちょっと想像が付きにくい。なぜなら真帆だってそんな陰険さとはほど遠い『良いヤツ』であると、俺は確かく信しんできるから。

　うーん、どうにもはっきりしないな。対立の大おお本もとが。その辺、もう単刀直入に訊きいてしまうべきだろうか。

「──あ、おい！」

　などと考え事にふけっていると、やおら。目の前を横切りどこかへ歩き去ろうとする竹中。

　慌あわてて呼び止めれば、少年は面めん倒どうくさそうに振り返り、

「一いつ緒しよに部活、なんてごめんだね。……心配すんな。日にち曜ようまでに真帆を叩たたき出さなきゃいけないから、帰りはしないでおいてやる。お前らの練習が終わるまで、外走ってくるだけだ」

　そう言い残して再び正面玄関を目指し始めた。

「待てよナツヒっ！　もう一戦だっ！　今度はバスケでタイマン！　バスケのメンバー決め勝負なんだから、それが一番文句ねーだろっ！」

　その背に、今度は真帆が叫びかけた。しかし竹中は俺に対してよりもさらにぞんざいに、振り返りもしないで、足を止めずただ一言を吐き捨てるのみ。

「お前のバスケなんて、見る価値もない」

「──っ！　ざけんなっ！」

　飛びかかろうとする真帆を、四人が押さえ、なだめ、留とどまらせる。そうしている間に竹中はそそくさと外へ消えてしまっていた。

「なんか、とりつく島しまもないな……」

　みんなの近くまで足を進めて、誰だれに向けてともなしに呟つぶやく。

「ええ。前から微妙に険悪ではあったんですけど、対抗戦の後の大おお喧げん嘩か以来、完全に真ま帆ほのこと無視するみたいになっちゃって。夏なつ陽ひのやつ」

　嘆なげきを込めて同どう調ちようしてくれたのは紗さ季きだった。……なるほど、どうやら図式としては竹たけ中なかの一方的な拒絶がまず有って、それに真帆が腹を立てている、という感じのようだ。

「……一体、何を言っちゃったんだ、真帆」

　彼の性格うんぬんは置いておいたとしても、言葉一つであそこまで冷え切った怒りを買うなんてなかなかに難むずかしいように思えるのだが。ましてや小学生同士で。

「わかんないよっ！　そりゃ、ケンカだから言うことは言ったけど、そんなのいつもだもん！　くそっ、なめやがってあんにゃろっ……！」

　ふぎぎ、と歯ぎしりする真帆。無理もない、あんな門前払いを食らわされてしまっては。

　しかも、本人には思い当たる節ふしがないとなればやりきれなさもひとしおだろう。

　……ただ、けれども。

　無む論ろん、にべもない拒絶そのものに関してはあんまりだと思うものの。

　不ふ思し議ぎと俺おれはそれほど、歩み去る少年の背中に、嫌けん悪お感かんを募らせる事はなかった。

　だって。居座るのが、真帆を打ち負かし追い出すのが目的ならば……受けてしまえば良かったのだ。ここぞとばかりにバスケ勝負を。

　そうすればきっと、いや、現状であれば絶対に、竹中が勝つのだから。

　でもそれを望まなかったことに、確かく実じつに勝てる勝負に価値を見いださなかったところに、俺は少しだけあの子の──竹中の本質を垣かい間ま見みたような気がした。

　確たることは言えないけれども、それはきっと、悪いものじゃない。

　そんな予感が、胸をよぎった。
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「協力……ですか？」

「うん、頼む智とも花か。あの二人ふたりが合宿中に何とか仲直りできるように、一いつ緒しよにいろいろ作戦考えて欲しいんだ」

　ミホ姉ねえからの事前情報とみんなの案内で辿たどり着いた宿泊小屋は、中等部側の柔剣道場に隣りん接せつしており、プレハブとはいえそこそこ立りつ派ぱな外がい観かんと敷しき地ち面めん積せきを保持していた。聞けば運動部を中心に、頻ひん繁ぱんに利用されている施設なのだとのこと。……世が世なら。七な芝しばのバスケ部があんな事になっていなければ、実に羨うらやましく感じただろう話だった。

　中を覗のぞくと八畳ほどの板間（含炊すい事じ場ば）と四畳半の和室、加えてバス・トイレという間取りで、必然的に男子が和室、女子が板間という配置に。

　あれから竹たけ中なかは練習終わりを狙ねらい澄すましたかのように汗だくで戻ってきて、真ま帆ほとの諍いさかいも今のところ冷戦状態で停滞している。お互い、運動したことで多少はフラストレーションが解消されたのかもしれない。無む論ろん、そんなの本質的な解決にはほど遠いのだが。

　ともあれ、安定期に入った今こそがチャンス。そう見て俺おれは荷物を置いてから智とも花か一人ひとりを外に呼び出し、協力体制の発足をもちかけたのだった。

「それはもちろん私も、喧けん嘩かなんて早く無くなって欲しいですけれど。でも私、そういうの凄すごく苦にが手てで、あまりお役には立てないかと……。たぶん紗さ季きとかみんなの方がずっと、助けになってくれると思いますよ……？」

　懇こん願がんを受けて、心から申もうし訳わけなさそうに智花がこちらを見上げてくる。

「まあ確たしかに、真帆のことなら紗季が詳しいのだろうけど。でもあの二人ふたり、ちょっと意地張りすぎなところがあるからなあ。今回は、ちょっと適任じゃない気もしてて……。あと、あまり大人数で動くとわざとらしいだろうし、それにやっぱり、智花が一番気兼ねなく話せるからさ。出来ればいろいろ相そう談だんに乗って欲しかったんだ」

「……ふぇ？」

「でも、確かに得え手て不ふ得え手てってあるよな、こういうのは。ん、わかった。智花があまり自信ないようなら紗季とか他ほかの子に──」

「──や、やりますっ！」

「……え？」

　突然、跳はね上がるように背筋を伸ばしつつ、両の拳こぶしを胸元で握りしめる智花。

「に、苦手ですけどっ！　昴すばるさんが……その…………私がいっ、一番だって言って下さるのならお断りなんてできませんっ！」

「そ、そか。ありがと」

　急きゆう激げきな意気込みの変化に少しだけたじろぎつつ、その承しよう諾だく自体はとても嬉うれしかったので素直に礼を告つげる。

「よ、よしっ！　頑がん張ばっちゃいますよ私っ！　さあっ、まずは何からしましょうかっ!?　何でも言いつけて下さいね！」

「……あ、ああ。……じゃあとりあえず、駐ちゆう車しや場じように行こうか。ミホ姉ねえが食べ物と、仲直りに使えそうな道具、いろいろ車に詰めて持ち込んだらしいから。それ取りにいこう」

「はいっ！」

「あーあー別に走らなくても──って。……速いなあ、相変わらず」

　俺を置いて既すでにはるか遠くの夕ゆう闇やみに融とけつつある背中を眺めていると、思わず呆あきれ笑いがこぼれた。

　……怖おじ気けづいたかと思えば俄が然ぜん元気になってみたり。面おも白しろい子だよなあ。

　とか何とか思いながら、駈かけ足あしで智とも花かの後を追いかける。




　──かくして、ここに俺おれと智花プロデュースによる、仲直り大作戦が開幕した。





＊






【プランＡ】




「あ！　こら真ま帆ほっ、私のトマトっ！」

「へへん、やらねーよっ！」

「おいっ、あんま無む茶ちやすんな！　落ちるぞ！」

「あ、あれ？　ここ、登れないよ？」

「おー。あいりのとかげ、変な動き。かわいい」

　預かった鍵かぎでクーペのトランクを開いてみたところ、真まっ先にゲーム機きが目に止まったので食材もろもろと合わせて持ち帰り、まずは夕食前にそれで軽く遊ばせてみることにした。

　もちろんこの程度でどうにかなるとは思っちゃないけど、とにもかくにも竹たけ中なかの心を揉もみほぐすのが先決なのは明らかなので、ならば遊具に夢中になって頂き、そこから親しん睦ぼくを温めるのは初手として悪くないんじゃあ……なんて見守っていたが。

　うん、これは偶然にも大当たりを引いたかもしれない。

　遊び心を刺し激げきするのは正しい攻略手順だったようで、元来ゲーム好きらしい真帆を中心に次第とみんなが画面に熱ねつ中ちゆうしていき、最初のうちは『俺はいいよ……』なんてクールを装よそおっていた竹中もとうとう我が慢まんできなくなったらしく、いつの間にやら輪わの中に飛び込んでいた。

　そして都つ合ごうの良いことに、熱中は敵対心をも一時的に忘れさせてくれたようだ。遊んでいるのは２ｏｎ２の対戦アクションゲームなのだが…………なんと現在、真帆と竹中はタッグを組んで紗さ季き・愛あい莉りチームと勝敗を争っているのだ。しかも互いに足を引っ張りあうこともなくしっかりとした協力体制を築きずいている。上う手まくすればこのまま対立も流れてくれるのではないかと、そんな期待を抱くには十分すぎるほど息のあったチームワークが、画面の中で繰くり広げられていた。

　はは、なんだかんだ言ってもみんな小学生だもんな。別にそれほど難むずかしく考える必要なんて、無かったか。

「いよっしゃあ！　三連勝っ！　よーし次こいやあ！」

　決着が付いたらしく、真帆がガッツポーズと共にコントローラーを突き上げる。

「わーい。あいり、交代。よし、ひなもとかげ使おうっていう」

「こーらひな、ちょっと待ちなさい。……ねートモ、そろそろ大体のルール分かったでしょ？　やってみない？」

「──えっ？」

　と、紗さ季きがひなたちゃんを制し、俺おれの隣となりでにこにこと様よう子すを窺うかがっていた智とも花かに水を向けた。

　智花は生まれてこのかた一度もゲーム機きというものに触れたことがなかったらしく、『私は見学で良いよ』と、ここまで一人ひとりだけ参加していなかったのだった。

　当面の目的として真ま帆ほと竹たけ中なかの和解というものが有ったので、とりあえずは口を出さないでいたが……確たしかに、その一人だけ蚊か帳やの外な状況はそろそろ気になってきていた要素であった。紗季の気配りに心しん底そこ感かん謝しやする。

　ってかまず俺が言わなきゃダメだよな、そういうことは……。不覚、反省。

「……で、でも私、本当にやったこと無いしっ。きっと、足引っ張っちゃうよ」

「ぜんぜんだよ、智花ちゃん。わたしも、凄すごいへたっぴだし」

「こいよもっかん！　きひひ、手加減はしねーけどなっ！」

「ともか、とかげ使って。とかげがおすすめっていう。かわいすぎっていう」

「……早くしろよ、湊みなと」

　全員から声をかけられ半ば腰を浮かせつつも、どうしても踏ん切りが付かないといった風ふうで智花はちらりと俺の方に目を向けた。

「やってきな。そう難むずかしく考える事もないだろ。ゲームなんだしさ」

　もちろん、笑え顔がおで送り出す。するとようやく覚悟を決めたのか、智花はぎこちない笑えみを貼はり付かせ、膝ひざ立だちのまま蛙かえるみたいな動きで壁かべ際ぎわのテレビへとすり寄っていった。







「えっ？　あ、こっち！　きゃあ！　えいっ！」

　──十分後、そこには修しゆ羅らが居た。

　目の前で繰くり広げられているのは、ついさっきまでコントローラーさえ握ったことの無かったような少女が、一手に戦場を掌しよう握あくしてしまっている悪夢の如ごとき景け色しき。

　悪夢。まさに悪夢としか言いようがなかった。殊ことに、多少なりともゲームに心得のある人間にとっては。

　なにせその子は、一切のテクニックや応用的な操そう作さ知ち識しきを知らないまま、純粋な反射神経と動体視力だけで経けい験けん者しやの腕前を遥はるか凌りよう駕がしてしまったのだから。

　小学生としては規格外のバスケットボール選せん手しゆ、湊智花は……その実ゲームの世界でも規格外だったらしいのだ。

「あれ、終わり？　やった、よく分からないけどまた勝てちゃったみたい……！　あははっ、面おも白しろいねこれっ。次やろう、次っ！」

「…………っ！」

　これで真ま帆ほ・竹たけ中なかペアは五連敗。本来負けた方はメンバー交代するという約束だったのだが、プライドをズタズタにされた二人ふたりは完全に意い固こ地じとなり、一向にコントローラーを離はなさず挑戦を続けている。

　……そして、何よりマズいことには。

「………………おい。なんで作戦通り挟はさみ撃うちができねーんだ、この下へ手た糞くそ」

「あ？　今のぜってー追い立て役のミスだろド下手糞」

　敗北を重ねるにつれて二人の仲がどんどん険悪に戻ってしまっているのだった。

　見ればもはや、臨りん界かい点てんは寸前の様よう子す。

「…………」

「…………」

　長い沈ちん黙もく。にらみ合い。

　それから…………あ、もうダメだこれ。

「──こんんんのっ」

「──野郎ッ！」

　刹せつ那な、開幕する取っ組み合い！　いち早く危き機きを察した紗さ季きと愛あい莉りと俺おれが間に入って、比較的すぐに二人を引きはがすことには成功するが、それでもう修復しかけた関係はすっかり水の泡だった。

「………………………………あ、あれ？」

　画面に熱ねつ中ちゆうしすぎて周りが見えてなかった智とも花かがそこでようやく我われに返り、二人の怒ど声せい飛とび交かう部へ屋やに呆ほうけた声を響ひびかせる。




　──夜の終わりは、まだまだずっと先になりそうだった。





～ＭＩＳＳＩＯＮ　ＩＭＣＯＭＰＬＥＴＥ～







♠×♥






【プランＢ】




「ねぇよ、んなモン！」

「噓うそつけっ！　ナツヒがあたしに嫌いやがらせして止めてるんだろっ、ハートの５っ！」

　ゲームはヒートアップしすぎて良くない……ということで、紗季の提案もあって、和わ気き藹あい々あいと会話しながらでも出来るトランプなんぞを持ち出してみたわけだが。

　……いかん、今度は種目の選せん択たくを誤った。何の気無しに始めた七しち並ならべが、疑ぎ心しん暗あん鬼きを育はぐくんで止やまないのであった。

「くそっ、最悪だこいつ……。あたしに勝たせたくないからってアガリよりも邪じや魔まばっか狙ねらってさ！」

「……てめぇ、いい加減にしろよ。言いがかりもっ」

　ああ、どんどん険悪な空気だけが蓄ちく積せきしていく。完全に失敗だ……。仲直りどころか、逆に冷戦の緊きん張ちよう感かんが高まっている始末である。

　しかし、誰だれなのだろう。この局面でハートの５をせき止めている子は。もしかしてケンカが始まったせいで出すに出せなくなっているのだろうか。……気持ちは分かるけど、それにしたって手遅れになる前に何とかしないと禍か根こんの種は膨ふくらむばかりなんだよなあ。

「……え、えっと。パスです、ごめんなさい」

　蚊かの鳴くような声で、愛あい莉りが自分の手番をやり過ごす。

　無理もないよな。５が滞っているせいで手が進まないのは真ま帆ほだけではないはずだ。現に俺おれもこのハートの３が出せないから──




「……あれ？」




「……ど、どうしました？　昴すばるさん？」

　間抜けな声を発してしまった俺を、隣となりから智とも花かがおっかなびっくりと見上げてきた。

「………………いや」

　うん、別に大したことではないのだよ。ただほら……良くあるだろう。紗さ季きが貸してくれたこのトランプ、新品な上にプラスティック製だからさ。ちょっとした拍ひよう子しに重なり合った二枚のカードが綺き麗れいにくっついて、まるで一枚であるかのように見えてしまうことが。あははははははははは。

　──ヤバい。

　これは、本気でやらかした……。

　犯人、俺でしたってか。この中で図抜けて最年長である高校生が諸悪の根源。……シャレにならんだろそれは。

「ん、ごめん。私もパス。長は谷せ川がわさん出せますか？」

　右みぎ隣どなりの紗季が溜ため息いき混じりで番を俺に譲ゆずる。あはは、出せます……出せちゃいます……。

　ど、どうしよう。いやどうしようって出して謝あやまるしかないのだけれど…………正直、気が重すぎる。

「あ、あの。昴さん、やっぱりどうかされましたか……？　少し、顔色が……。もし体たい調ちようが優すぐれないようでしたら、お願ねがいですから無理しないで下さいね？」

　と、左の智花が心配そうな顔。

「…………あはは、違うよ。……うん、大丈夫」

　そんな気き遣づかいを受けて、ようやく決意が固まる。

　……よし、やっぱり正攻法でさっさと謝あやまってしまおう。下へ手たに冗じよう談だんめかすよりは平謝りするのがきっと一番マシだ。

　カードを握りしめ、額ひたいの前に掲げる。そして謝しや罪ざいの言葉を発しよう……としたその時、

「あーっ！　やっぱナツヒ持ってるっ！　今見えたハートの５っ！」

　真ま帆ほが立ち上がって、竹たけ中なかを貫くように指さした。

「はあっ!?　持ってねーよ！　ってかなんで人の手札覗のぞいてんだよ！」

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられるや、竹中も同じく立ち上がり、声を荒げて真帆を睨にらむ。

「噓うそだ噓だっ！　赤いの見えた！　違うってんなら持ってるカード全部見せてみろっ！」

「馬ば鹿かか！　まだ途と中ちゆうなのになんで見せなきゃいけないんだよ！」

「ほらそーやってごまかすっ！　やっぱり持ってるんだ！　──このっ！」

「──っ！　止やめろ、さわんなっ！」

「うがー！」

「ぐがー！」

　……そして夜の部第二ラウンド、開幕。

　皆で必死に二人ふたりを引きはがしながら、俺おれは深く深く息を吐きだしたのだった。




　──いや、溜ため息いきだぞ？　断じて安あん堵どの息ではないぞ？





～ＭＩＳＳＩＯＮ　ＩＭＣＯＭＰＬＥＴＥ～







♠×♥






【プランＣ】




　トランプも徒労に終わり、ますます二人の関係は悪化の一いつ途とを辿たどっているが、まずはそろそろ腹ごしらえをせねばなるまい。皆で行う夕食の準備という共同作業で、僅わずかでも事態が好転することを祈りつつ、俺たちはお泊まり定番メニュー、カレーの調ちよう理りにかかりだす。

　汚名返上したいという智とも花かの懇こん願がんを受けて、指揮は彼女に一任した。どうやら料理には多少なりとも心得があるらしい。ならば今度はきっと大丈夫だろう。

　笑えみを繕つくろった智花が、てきぱきと作業分担を皆に言い渡していく。

「そ、それじゃあ真帆と竹中君にはルーを作ってもらおうかな！　真帆、はいカレー粉こっ！　これをフライパンで煎いって香かおりを出してね。竹中君は、この小こ麦むぎ粉ことバターを──」

「……粉？」

「……粉」

　材料を手渡された二人ふたりが、その手元と憎き宿敵を交互に凝ぎよう視しし始める。

「……えっ？」

　そして。




『──粉！』




　この後、俺おれたちは真まっ白（一部黄おう土ど色いろ）になった小屋の掃除に追われ、夕食はカレーから肉入り野菜炒いために変更せざるを得なくなった。




　──まあ、粉ふん塵じん爆ばく発はつが起こらなかっただけ、マシと考えるべきであろうか。





～ＭＩＳＳＩＯＮ　ＩＭＣＯＭＰＬＥＴＥ～







♠×♥






【反省会】




「うう……ごめんなさいっ……！」

「いや、はは。……頼むから謝あやまらないでくれ」

　夕食を終え、再び外。柔剣道場の前を頼りなく照らす電灯の下、しょげかえる智とも花かともう一度話し合いの場を作る。

　もちろん俺がどうこう文句をつけるべき事など一つとしてない。ゲームはもちろん、料理だってあれは『今の二人に刃物は危ない』という配はい慮りよをした故ゆえに起こってしまった事故な訳わけだし、加えて俺も密ひそかに大ミスをやらかしているのだから。

「でもっ、私のせいで全部無む駄だになっちゃったし……」

　ところが智花は慰なぐさめを素直に受け取る気にはなれないらしく、意気消沈を続けるばかり。

　ああもう、しょうがないな。

「……いーや、無駄って事はなかったよ、全然」

「ふぇ？」

　頭を撫なでてやると、俺の言う意味がよく分からないといった風ふうで、失意の少女はこちらをぼんやりと見上げてくる。

「少なくとも収しゆう穫かくはあったさ。竹たけ中なかのシカトが『隙すきだらけ』だって確かく信しんが持てただけでも、無意味じゃなかった」

「……隙すきだらけ、ですか？」

　そう、隙だらけだった。ゲームにつられて防ぼう壁へきが崩くずれたという要素も有るには有るのだろうが、それ以上に何というか……こなれているのだ。時折交かわされる真ま帆ほと竹たけ中なかの会話、やりとりは。端はたから観かん察さつしていて、それは明めい確かくに伝わってきた。

「ねえ、もしかしてさ。元々は結構仲が良かったんじゃないか、あの二人ふたり」

「あ──」

　いきなり降って湧わいた対立であれば、竹中はもっと上う手まくやれた気がする。真帆に対する完かん膚ぷ無なきまでの拒絶を。……そしてきっと。それが出来ない事が、真帆という子に無関心を貫けない理由こそが、こんな全面戦争の引き金になってしまった──そんな気がしてならない。

「……はい。低学年のころは、いつも一いつ緒しよに遊んでいたって。紗さ季きも合わせて、仲良しグループだったんだって、そう聞いたことがあります。クラスの子から」

　語られた裏付け。けれどもその内容より、伝える智とも花かのやけに哀かなしそうな表情の方が、今この時は気になった。

「どうした？」

　伺うかがいを立てると、智花は自分の胸元で掌てのひらを重ね、

「…………あの。その時に、合わせて聞いたんです。…………二人の……真帆と竹中君の仲がぎこちなく、他人行ぎよう儀ぎになっていったのって、女子バスケ部が出来た頃ころからなんだって」

　絞り出すように告つげるやすぐさま俯うつむき、月明かりから表情を隠かくした。

　──自分の、せいかもしれない。

　そんなこと、思ってるんだろうなあ、きっと。

　……ったく、不器用にも程ほどがある。そのくせ優やさしい子だから、必要も無い傷を自みずから負ってしまうのだろう。

「とう」

「ふぁ……ふひゃ!?」

　ネガティブシンキングのお仕置きも兼ねて出し抜けに、両の掌で智花のほっぺたを挟はさみ込み、問答無用で上を向かせてやった。

「関係無い、そんなの。……もし、そこにケンカの理由が有るとしても。──少なくとも智花は、二人の対立になんて何の関係もない」

「………………すふぁる……ふぁん」

　しばらくは呆あつ気けにとられていた智花だったが、やがて表情筋の拘こう束そくを受けたままで、穏おだやかに笑ってみせてくれた。

　安あん堵どし、俺おれも微笑ほほえみを返す。

　──そのとき。




「ああ、いたいた。トモ、長は谷せ川がわさん。お風ふ呂ろのことでご相そう談だんなのです──────が？」




　不意に、声。顔を向けると、紗さ季きがぽかんと口を開け、こちらを見て固まっていた。

[image: ]

「……ご、ごめんなさいっ！　暗かったので傍そばに来るまで気がつかなくてっ！　どうぞ私に構わず続きをっ！」

　それからみるみるうちに真まっ赤かになった紗季は、ばっと体ごと眼を逸そらし、何な故ぜかその場で耳を塞ふさいでみせる。

　意味が分からず、向き直って智とも花かと視し線せんを重ね──ようやく察する。

　俺おれは今智花の顔に手を添そえ、上を向かせ、互いに見つめ微笑ほほえみあっているわけで……客きやつ観かん的てきに見れば、その構図はあたかも……まるで……ノゥ！

「ち……違うぞ紗季っ！　君が思っているようなことは、一切しようとなんかっ……！」

　慌あわて智花の柔らかな頰ほおから手を離はなし、必死で釈しやく明めいを開始したのだが、

「だ、大丈夫です聞いてません！　ちゃんと耳塞いでますし、こっそりケータイで決定的瞬しゆん間かんを収めようと構えてたりもしてませんからご安心をっ！　ああもう本当にごめんなさい……トモと長谷川さんがそこまで進んだ仲だったなんて全然知らなくて……！」

　ダメだ、届きゃしねえ。つーか紗季さん内心がだだ漏もれっす……。

「ふぇ？　……どうしたの、紗季？」

　……唯ゆい一いつ助かったのは、もう一人ひとりの当事者である智とも花かの方が俺おれと紗さ季きのやりとりをまったく理解出来なかったらしく、終始きょとんとした表情を浮かべ小首をかしげるばかりであったことだろうか。

　とにかくこのあと俺は紗季の誤解をとくのにてんてこ舞まいで、話し合いは必然的に中断せざるを得なくなってしまう。

　こうして合宿初日の夜は、大した進展もないまま深さだけを色いろ濃こくしていくのだった。





＊






「なんだか悪かったな。まさかこんなに遠いとは」

「べつに。頼まれて付いてきたわけじゃねーし」

　勘違い騒そう動どうが一段落したのち、紗季から「お風ふ呂ろの順番はどうしますか？」と質問され（当然だがバスタブは一つしかない）、女子の好きにして良いと告つげたところ、先風呂をご所望なされたので、快かい諾だく。

　それから五人が入浴している最中に「飲み物でも買いにコンビニへ行ってくる」と言い残し小屋を出ようとすると、妙に慌あわてた様よう子すで竹たけ中なかも同行を希望し、男二人ふたりのナイトウォークが始まったのだった。

「……本当にコンビニだとは、思わなかったけどな」

「ん？」

「なんでもない」

　独ひとり言ごとだろうか。まあいいや。

　にしても、コンビニまで片道で二十分強もかかったのは想定外だった。ミホ姉ねえに車で送ってもらう際にはすぐ傍そばに感じられた店だったのに、歩いてみると思いの外遠い。智花を乗せて自転車で走った折の印象が残っていれば楽らつ観かん視しもせずに済んだのだろうが、生あい憎にくほとんど記き憶おくになかった。だっていっぱいいっぱいだったのだから仕方がない。

　それでもまったく目め処どが立たなかった往路に比べると、復路の体感時間はだいぶ短く、闇やみの奥に薄うすぼんやりと学園の時と計けい台だいが見えてきた事もあって、淀よどみがちな足取りも次第に軽快さを取り戻しつつあった。あと少しで学園に、小屋に戻れる。早いとこ、ゆっくりと風呂に浸つかって自みずからを労ねぎらってやりたい気分だ。もう夜も遅いし、今日きようはだいぶ疲れた。




　でも、その前に。




「──なあ竹中。……真ま帆ほ、良い子だぞ。たまに言葉が過ぎることも有るけど……根っこの部分は、すごく素直で良い子だ」

　たぶん、またとないチャンス。少しだけ、踏み込んでみよう。

「……偉そうに、何を」

　俺おれの知ったかぶりな物言いに、竹たけ中なかは隣となりで露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを浮かべる。……狙ねらい通りに。

　今のはわざと、嫌いや味みに振ふる舞まってみた。感情の揺ゆらぎから、竹中の本音を引き出すため。

「真ま帆ほとは長いのか？　知り合ってから」

「一年の時からずっと同じクラスだ。お前なんかとは、年季が違う」

　意い趣しゆ返がえしとばかりに、不ふ遜そんさを強きよう調ちようして威張る竹中。……ちょっとかわいい。

　そしてやっぱり、元々は仲良かったみたいだな。智とも花かの言う通り。俺にすら感じられた通り。

「なら、分かるだろ。俺なんかよりずっと。ちょっと言い過ぎちゃったとしても、真帆には別に、悪気なんか無かったと思うんだ」

「……違う」

「違わないだろ。なあ、許してやれって。誰だれにだって失言しちゃうことくらい有るだろ。……それに、こういうときは、悪くなくても男が折れるべきらしいぞ」

　母かあさんの受け売りだけど。

「何で悪くないのに折れるんだよ？　意味わかんねえ」

「だよね」

　いかん、思わず同意してしまったじゃないか。自分で腑ふに落ちてない話を人に向けても、そりゃ届くわけ無いのであった。

「アホか。何が言いたいんだよお前。……それに『違う』ってそういう意味で言ったんじゃない。何か言われてそれで怒ってるとか、そんな話じゃねーんだよ。ただ俺は、許せないだけだ。……あいつが、バスケやってるって事が」

「………………………………なんだよ、それ」

　それこそ、何なに様さまの言い分なんだよ。

　ふざけるなよ。自由だろ。バスケしたいヤツが、バスケするのは。いつだって、誰だれだって。それを邪じや魔まするとか、認めないとか、

　──そんな話なら本格的に俺の出番だ。

「なんで、真帆だけ。女バスは認めて、真帆は認めない。それって、変だろ」

　だが怒りに火を点つけるのは堪こらえ、静かに尋たずねる。

　この場で一息に激げき情じようをぶちまけて、喧けん嘩か別れにでもなろうものなら申もうし訳わけが立たない。

　ミホ姉ねえに？　違う、真帆に。

「……何も知らないから、そんなことを言う」

　竹中が歩みを速め、俺の質問をはぐらかして一歩先を進もうとする。

「待て！　知らないって、じゃあ分からせてみろよ！　ああ分からないね！　竹中、お前の言っていること、俺おれには全然分からない！」

　肩を摑つかみ止めながら、後悔の念を抱く。いけない、少し声を荒げすぎた。……そんな反省が身に浸しん透とうし始めるのとほぼ同時、竹たけ中なかは俺の手を勢いよく払い飛ばすと、叫ぶ。

「辞やめちまうんだよっ！　どうせ、また、あいつは！　真ま帆ほはっ！」

「……え」

　力の限りの怒ど声せい。それに俺は肝きもを抜かれ、片や竹中は図らずも胸の内を吐と露ろしてしまったことを恥はじるようにはっとこちらから眼を逸そらし、二人ふたりの間で時間が止まる。

「……っ」

　やがて、竹中は無言で向き直り、独ひとり歩き出した。

「お、おい。待てって」

　慌あわてて隣となりに並びかけるも、ツンツン頭は知らん顔でただただ足を動かすばかり。

　訊ききたいことは山ほど有った。

　けど、今は黙だまる。少年が自みずから再び口を開いてくれることを胸の内に祈って、共に歩みを進め続ける。

　辺あたりを囲む田園に風が吹ふき、さらりと若苗が揺ゆれて、すぐに凪ないだ。

「…………お前さ。……どう思った？」

　そして祈りは、通じる。一度吐き出して楽になったのか、あるいは想おもいを押さえ込むことを諦あきらめたのか。竹中は疲れ果てたような素そっ気けない声で、再び言葉を紡つむぎ始めた。

「どう──って？」

　こちらも穏おだやかに返す。あとはもう任せよう。彼の、ペースに。

　見上げれば、月が雲の隙すき間まから、僅わずかにこちらを覗のぞいていた。

「真帆の、こと。あいつにバスケ教えて、どう思った？」

「…………そうだな。飲み込み、早いなって」

　素直な感想を述べる。紗さ季きもかなり覚えが良い方ではあったが、真帆はそれに輪わをかけた急成長ぶりだった。なんせまがりなりにも、小学生の女の子が、たった一週間でワンハンドシュートをある程度ものにしてしまったのだから。

「……昔からそうだった。何でもすぐ上う手まくなるんだよ、あいつ。──で、すぐ飽あきる」

「……え？」

「逆上がりも、ハヤブサ飛びも……いつも真帆が誰だれより先に出来るようになった。もちろん俺だって悔くやしいから、負けるかって必死こいて練習して、あとからだけど出来るようにはなる。

　……でも。『どーだ、こっちも負けてねーぞ！』って見せてやろうと思った時にはもう、あいつはとっくに興きよう味み失っててさ。一度出来たら満足しちまって、それ以上はやろうともしねえんだよ。『ふーん、そんなことよりかくれんぼしよーぜ？』とか、いつもそんなんだ」




　ああ……ようやく分かった。そういう、ことなんだ。




　無視するってこと。頑がんとして見ないように努めるってこと。

　──それは、否応なしに目に入っちゃう相手じゃないと、成立しない。

「……鉄棒とかなわとびなら、まあ良い。しょーもねーやつだって、呆あきれるだけだ。……でも、同じような事をバスケでされたら、たまったもんじゃねえ。……好きなんだよ、バスケ。大好きなんだ俺おれは。そこをコケにされたら、もう俺は二度とあいつを許せない。んで結局、どうせそうなること、分かってるから。嫌いやな思いさせられる前に絶交しちまうんだ。

　確たしかにあいつ何でも上達が早いし、チョロいもんだと思ってるんだろうよ。バスケなんて簡かん単たんだって。でも、まだまだなんだよ。シュートが入るようになったくらいで、極きわめたみたいな事言うなってんだ。真ま帆ほのいる場所なんて、まだ入り口も良いとこだ。

　……なのに、どうせまた辞やめちまうんだ。いつもみたいに、すぐ。バスケのこと、何も知らないままで。バスケのこと、チョロいスポーツだと思い込んだままで。また俺のことを負けっぱなしにして、リベンジもさせちゃくれないんだ。よりにもよって、バスケで……！　俺の、一番大事な場所で……！」

　確たしかに、きっかけは言い争いで。引き金はきっと、真帆の行きすぎた言葉だったのだろう。

　でも、そこじゃないんだな、本質は。

　この子が許せないのは、真帆の言葉そのものじゃなくて。

　その言い分に真まっ向こうからぶつかる事が出来ないから、背を向け拒絶せずにはいられないのだ。真帆のことをよく、俺がまだ把は握あくできていない領域までよく知ってしまっているが故ゆえに……踏み込んだとたんはしごを外されて、自分の一番大事な場所で勝ち逃げされることが怖こわいから。

「………………すまん、つまんねー愚ぐ痴ち言った」

「いや。…………なあ竹たけ中なか──」

　一方的に話を打ち切った少年の名を呼んで、それから後が続かない。

　竹中の言葉と、この日まで自分の眼で見てきたこと。俺自身がどちらを真と取るか。そこに迷いなど一片も存在しなかった。

　けれども、悔くやしいな。今の自分には、伝えるべき言葉がない。

　信じてもらうに、足るだけの言葉が。

「……お前もあんまり入れ込まない方が良いぞ、真帆には。きっと、がっかりさせられる」

　言い残して、急に竹中が左へ折れた。いつの間にやら学園の目の前まで戻っていたようだ。

　現在正門は固く閉ざされているものの、駐ちゆう車しや場じよう脇わきにある通用口が開いているので夜間はそこから出入りが出来る。竹中が道を逸それ今目指そうとしているのも、その場所。

　少年の背が、闇やみの中へ飲み込まれていく。

「……分かってんのか。がっかりできるのは、期待してる時だけだって」

　朧おぼろな後ろ姿に向けて、俺おれは小さく呟つぶやいた。
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　竹たけ中なかを追いかけて学園内の敷しき地ちへ戻ってすぐ。その異変には、二人ふたりとも同時に気がついた。

　なんて、そもそも気づかないわけがない。有るべき静せい寂じやくを引き裂いて、夜の校舎に一定のリズムで響ひびくノイズなんて、聞きき逃のがす方が困こん難なんなのだから。

　しかもだ。

　──俺と、竹中なのだぞ。今、ここにいるのは。

「なあ、これって……？」

　呆ほうけたような声で、竹中が音の出元に目を向ける。

「行ってみよう、とにかく」

　どのみち小屋も同じ方向だし、無視する理由もない。

　それに、もう分かっているから。

　この音が『何か？』なら、もう。

　だからあとは……『誰だれか？』。それだけだ。

「──あ」

　中庭を突っ切って進むと、俺より少しだけ先行して歩いていた竹中が音源の数メートル手前で、はたと立ち止まった。

　並びかけ、並木の陰からそこに目を向けて……全すべてを把は握あくする。

　──竹中が立ち尽くした理由。

　──俺の信念に、過あやまちはなかったという証明。

　──『誰か？』の、答え。

　月明かりの下に、全てがあった。

「ひゃく、じゅう──ごっ！」

　そこには、真ま帆ほが一人ひとり。壁かべに向けてシュート練習を重ねる姿が在った。

　カーマインの中にぽつんと模様としてあしらわれた白い煉れん瓦がを仮想ゴールとし、柔剣道場脇わきの遠い路ろ灯とうを手がかりに、真帆がワンハンドシュートを打ち続けていた。風ふ呂ろ上がりであろうに、そんな事はお構いなしに、首に幾いく筋すじも汗を伝わらせながら。

　銀いち杏ようの木に身を寄せ、それをしばらく、無言で眺める。微笑ほほえましくて、微笑ましすぎて、なんだか涙が流れてきそうになるのを意地で堪こらえて、俺は真帆の奮ふん闘とうを見守り続けた。

　……本当だったんだな、智とも花かの言ってたこと。

　曰いわく、エースとしてこれからいつでもチームのピンチを救えるように。

　唯ゆい一いつ教えたジャンプシュートの特訓を、真帆はあれから毎日──部活がない日はもちろん、活動日も自分の家に帰ってからの自主練で、毎日続けているらしい。

　智とも花かの奇跡が成った日、あの子が五十本連続でフリースローを決めた日。シャワーを浴びてから、ようやく心しん底そこ安あん堵どした様よう子すで、いつもからすれば驚おどろくほど饒じよう舌せつに語ってくれた、そんな真ま帆ほたちの近況報告。

　……『嬉うれしい』なんて言葉じゃ、全然足りないな。実際目まの当あたりにしちゃうと。

　しかもこんな、ゴールすらないような場所でだぞ。

　あーもー。……抱きしめたりしたら、やっぱマズいよなあ。

　ふと見れば、隣となりでは竹たけ中なかもまた、言葉を紡つむぐことを止やめていた。ただじっと押おし黙だまって、真帆の背中を、推し量るように見み据すえ続けていた。




「──辞やめないよ、あの子は」




　我が慢まんできなくなって、こちらから沈ちん黙もくを破る。

「……え」

「多た分ぶん俺おれは、まだお前より全然、真帆のことを知らない。でもな、だからこそ、見えることだって少しくらいは有るんだよ。……大丈夫だ、竹中。あの子は、真帆は。俺が出会ったときにはもう、バスケっていうスポーツに魅みせられてたぞ。もしかしたら遊んでるだけに見えたかもしれないけど、きっとそれでも真帆なりに真剣だったと思うんだ。バスケを、心から楽しむことに、真剣だった。だからきっと、そう簡かん単たんには辞めたりはしないさ。

　……それにあの子、自分から始めたことにはしっかり責任持つタイプに見えるよ、なにげに。なわとびみたいに授業でやらされることと、望んでやってることとはちょっと違うんじゃないかな。でなきゃ、あんな躍やつ起きになって女バスを守ろうとなんかしないって」

「……でも、真帆はいつだって俺より先に上う手まくなって。追いついた頃ころにはもういなくなってて──」

「もしかしたら。ようやく、辿たどり着いたのかもしれない」

「……辿り、着いた？」

「今までは何に熱ねつ意いを注いで良いのか分からなくて、移り気だった。でも、ようやく。あの子も本気で打ち込める対象に出会えたのかもしれない。それが、偶然にもバスケだったのかも。お前と……竹中と、同じように。慧けい心しんに女バスが無かったせいで、少し答えを見つけるのが遅くなっただけで、さ」

　だとしたら、お前は智花に感かん謝しやしなくちゃ、かもな。

　それから竹中は更さらなる逡しゆん巡じゆんを重ね、迷い、迷い、迷ってから、

「……なー、知ってるか」

　やがて、ぼそりと。

「ん？」

「真ま帆ほって、未いまだにオバケが怖こわいんだぜ。本当なら暗いとこだって、好きじゃなくて。六年にもなって情なさけないヤツでさ」

「へえ……」

　それでも、日につ課かの自主トレしないと気が済まなかったんだな。

　……とはあえて、言わなかった。

「──あ。おい！」

　ふらりと急に、竹たけ中なかが小屋の方へ歩き去ろうとする。声をかけると、少年は振り返らずに足だけを止め、

「今日きようは、もう寝る」

　ぐしゃぐしゃと後ろ髪を搔かいてみせた。

　一いつ瞬しゆんだけ迷ったが、結局そのまま送り出すことに決める。たぶん、まだ時間は必要なのだろう。あと、ちょっとだけ。

「俺おれはもう少し見ていくから。ちゃんと、風ふ呂ろ入って寝ろよ。それと、これ」

　少年の後ろに迫り、そうっとレジ袋から取り出したスポーツドリンクをうなじにぺとりと押しつけてやる。

「──っ！　止やめろバカ」

「お前のだ。もってけ」

　振り返ったところにペットボトルを差し出すと、竹中は忌いま々いましげに俺の顔を見上げて、それから飲み物を奪うばい取るようにして歩き去っていった。

　すぐさま闇やみに溶けだす後ろ姿に、微笑ほほえみ混じりで呟つぶやく。

「一晩よーく悩め。……がっかり、させるんじゃねーぞ」







　木陰からもう少し距きよ離りを取り、柔剣道場脇わきのベンチに腰掛けて遠巻きに真帆を見守る。

　座ってから十七本のシュートを数えた頃ころ、後ろからゆっくり静かに人の気け配はいが迫ってきた。

「──智とも花か」

　すとんと隣となりに座り込んだ少女の顔を視界に収め、笑えみを交かわし合う。ピンク色のパジャマ姿で、春闌たく季節とはいえ少し寒そうだった。

「……もう、寝てた？」

「はい。ひなたがお風呂ですっかり熟じゆく睡すいしちゃって、みんなで着替えさせるのが大変でした。あはは。……でも私はちょっと、すぐ眼が覚めてしまって。それでお布ふ団とんの中で考え事してたら竹中君が帰ってきて、小さい電気だけ点つけて奥まで案内して、戻るとき隣を見たら真帆がいなくて。それで外に出てみたら……ふふ」

「……ごめんな」

「ふぇ？」

「寝付けなかったの、俺おれのせいだろ。相そう談だん、持ちかけちゃったから」

「ぜんぜんです。頼って頂けて嬉うれしいですし…………昴すばるさんには、本当に感かん謝しやしてます。私、みんなと一いつ緒しよにいられれば、それだけで満足だって思ってましたし、それは今もそうなんですけど──」

　智とも花かは言葉を一度止め、遠くの真ま帆ほを優やさしい瞳ひとみで見つめる。

「──でも、やっぱり。嬉しいみたいです、すごく。友達がバスケ、頑がん張ばってるところを見るのって。……昴さんが来てくれたから、みんなやる気になって、私も嬉しいんです。本当に、ありがとうございました。……できれば、これからもよろしくお願ねがいします。……これからも、ずっと」

　はにかむ智花の声は次第にフェイドアウトしていき、最後の方はほとんど聞こえなかった。けれども、彼女の気持ちはちゃんと受け止められたと思う。

「……真帆は、どのみち頑張っていたと思うけどな。……ううん、真帆だけじゃなく、みんなか。でも、うん。俺だって嬉しいよ。バスケに一いつ生しよう懸けん命めいな子たちと出会えたおかげで、俺も頑張れる。智花に、そしてみんなに……俺だって感謝してる。……だから、今もここにいるんだ。はは。だって合宿なんて、賭かけの約束には入ってなかったしな」

「昴さん。……えへ」

　見つめ合って、照れくさくなって。二人ふたりして目を逸そらす動きがシンクロする。

　それからは、無言。ただ黙だまって、月明かりに伸びる真帆の白い腕を見つめ、壁かべに跳はね返ったボールが震ふるえる音を聞く。そんな時間が、長らく過ぎる。

「──たぶん、大丈夫だと思う」

　顔から火ほ照てりが引いた頃ころ、ゆっくりと呟つぶやく。

「えっ？」

「真帆と、竹たけ中なか。きっと何とかなるよ。だから智花。今夜は安心して、眠ると良い」

「……よかった。ふふっ、実はさっき竹中君の顔を見たとき……そうなのかなって、ちょっとだけ思いました」

　ふうっと智花が長い息を吐き、そこで再び言葉が途と切ぎれた。

　真帆のシュートは、まだまだ続く。たぶん、合計で二百本打つつもりなのだろう。ちょっと頑張りすぎかな、とも思うけど。

　あの子が自分で選えらんだ数だ。尊重して、見届けることにする。
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「……弱ったな」




　それから何分か経たった頃ころ。真ま帆ほは跳はね返ってきたボールを拾うと、不意にごろりと芝しば生ふの上に仰あお向むけになった。どうやらノルマが終了したらしい。

　そこで、もういい加減夜も遅いし迎えに行って労ねぎらってやろう……と腰を上げかけたところ、

「……あれ、智とも花か？」

　ふと横を見れば、パジャマの少女は柔らかく眼を閉じて、聞こえてくるのはすぅすぅと穏おだやかな吐と息いき。……なるほど。どうりでさっきから左半身に淡い重みが伝わってきてたはずだ。

　いやはや。これでは下へ手たに動けない。ならば仕方あるまいと、真帆が戻って来るのを待って一いつ緒しよに帰ろうと思い直したのだが、

「って、うわー。あっちもか……」

　もう一度目をやれば、時と計けい塔とうの壁かべ際ぎわでシャツをはだけ、おなか丸だしで大の字になった真帆が、いつの間にやら遠巻きでも分かるほど大らかな一定のリズムで横おう隔かく膜まくを収しゆう縮しゆくさせていたのだった。

「……弱った、な」

　まずいぞ、あの汗だくヘソ出しは。早く何とかしないと風か邪ぜを引かせてしまう。しかし智花が今まで寝付けなかったのも俺おれの責任なので、起こしてしまうのは実に忍びない。

　──長は谷せ川がわ昴すばる、ここに進退窮きわまれりである。







「……で、こんな折せつ衷ちゆう案あんを選えらんでみたものの」




　大失敗だった。

　追い詰められた俺はまず智花を起こさないようにおぶり、真帆の許もとへ。それから二人ふたり目めの膝ひざ裏うらと背中に腕を差し込んで持ち上げ、両者を一度に小屋へ運ぼうと試みたわけだが。

　うん、これ、新手の筋トレ方法として商標登とう録ろくしてしまいたいくらいキツイ……。

　おんぶと言えども後ろの智花は手足を回してくれているわけでもないので、俺は落とさぬよう思いっきり前傾せざるを得ず、そんな体勢だと真帆の体は腕の筋肉だけで支えなくてはならない。いくら細身の小学生女子とはいえ……この抱え方では重い……重すぎる。既すでに二の腕はぷるぷる、智花はふらふら、限界が近いのに否応なしに歩みは牛歩を強しいられる。

　……嗚あ呼あ、三さん途ずの川が見えそうだ。

「たすけて……誰だれか」

　無む意い識しきに声が漏もれる。




　──ぎゅ。




　なんと、神の思おぼし召めしか。後ろの智とも花かが急に、抱き枕まくらにするように俺おれの首筋と腰へしがみついてきてくれた。……助かった。これなら、なんとか。

「──って、もしかして智花、起きてる？」

　小声で訊きいてみたが、返事はすぅすぅと吐と息いきのみ。……やっぱり偶然の助けか。

「ん、とにかくありがと。……はは。智花って、幸運の女神様かもな。俺にとって」




　──ぎゅ。




　もう一度強く、智花が身体からだを押しつけてくれたような気もしたが……既すでにあちこちの筋肉が限界で、それどころではなかった。
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　翌日、朝目を醒さますと、竹たけ中なかがいなくなっていた。

　四畳半の和室に乱れた布ふ団とんだけを残し、昨さく晩ばん確たしかに隣となりで眠っていたはずの少年の姿が、どこにも見あたらない。

　けど、

「……ま、大事には至るまい」

　別に心配するほどのことでも無いだろう。真ま帆ほのシュートを見ていたときの感じからして、帰ってしまったとも思えないし、そもそも鞄かばん置きっぱなしだしな。

　そんなわけで特に問題ともせず、ぼちぼち起き始めた他ほかの五人と共に布団を片付け、菓子パンと牛乳という簡かん単たんな朝食を済ませてから、折せつ角かくだから軽く朝あさ練れんでもしようと全員で初等部の体たい育いく館かんに向かう。




「──おせーっての」




　すると、呆あきれ顔がおの竹中に出迎えられた。……いや待て、呆れたいのはこっちなんですが。

　ご丁てい寧ねいにユニフォーム姿に着替えたツンツン頭は昨日きのうの真帆よろしく既すでに汗だく、いったい何時から個人練習してたんだろう。

　まったく、なんて、わかりやすい負けず嫌い。

「てめーナツヒっ！　なに偉そうに──ほが！」

　顔を見るや嚙かみつかんばかりにいきり立った真帆の口を、紗さ季きが絶妙な読みで押さえ込む。相変わらず良いコンビネーションだ。

「……おはよ、竹中。やってくか、一いつ緒しよに練習」

　ニヤニヤと悪い笑えみがこぼれそうになるのを必死で堪こらえつつ、爽さわやかな微笑ほほえみ（……のはず。……たぶん）に乗せて尋たずねると、

「……ふん、早く着替えてこい」

　竹中はそっぽを向いてぼそりと漏もらし、抱えていたボールをドリブルしながらゴール下まで向かってランニングシュートレイアツプを放つ。……あ、外した。かっこわる。

「──っ。待てこらっ！　あたしは認めねーぞ！　タイマンでバスケ勝負だナツヒっ！　今日きようこそ追いだしてやる！」

　と、隙すきを突いて紗季の拘こう束そくから逃のがれた真帆が走り寄り、挑戦状を叩たたきつける。

　リングに弾はじかれたボールを自みずからリバウンドし、今度はゴール下からのシュートを綺き麗れいに収めた竹中は、ゆっくり真帆の方へ向き直ると、

「馬ば鹿かか、百年早いっての」

　そう言って不ふ遜そんに笑ってみせる。

「んだとっ！　──お？」

　そして再び飛びかかろうと真ま帆ほが身を屈かがめたところに、足元から拾い上げたボールを強く投げ渡した。反射的に真帆はそれを受け取ってしまい、動きを封じられる。

「今のお前にバスケで勝っても、当たり前すぎて決着にならねーんだよ。そんなの俺おれが納なつ得とくできない。だから、バスケでケンカ売るんなら、もっと上う手まくなってからにしろ」

「……え」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられる真帆。……が、

「な──なめんなっ！　あたしだって……ちょ、やめろっ！　離はなせっ！」

　すぐさま違和感を払ふつ拭しよくするように声を荒げると、三度目の正直とばかりに臨りん戦せん体勢に入りかけた。けれどもそれを予測していた四人は一斉に真帆を押さえつけると、宥なだめ賺すかしながら更衣室に引っ張っていく。

「落ち着け。今は練習の時間だろ。みんなでバスケ、する時間だ」

　そしてようやく、紗さ季きのそんな言葉を合図とするように、真帆は暴あばれるのを止やめ、

「くそ、ナツヒめっ！　あとで覚えてろっ。あたしの実力、絶対思い知らせてやる……」

　くるりと向き直って自分の足で歩き出し、更衣室に入っていく。

「……『今のお前』ね。『もっと上手くなってから』ね。……くく」

　皆が着替えに籠こもった後、竹たけ中なかの隣となりに並びかけて先ほどの台詞せりふを反はん芻すうしてやる。

「……なんだよ？」

「なんでも～」

「くそ、腹立つ」

　竹中が後ろ髪を搔かく仕し草ぐさは、照れたときのサインらしかった。

　──なー真帆。たぶん、気付いただろ。

　少しずつ、でも確たしかに。竹中は、目を開き始めたぞ。真帆のバスケを、直視し始めた。

　だからきっと、あと少しだ。




　それから五人が戻るのを待って、七人で練習を開始した。

　メニューはきっと、竹中にとっては軽すぎるものだったと思う。

　けれども少年は文句一つ言わず、最後まで淡々と、足並みを揃そろえて付いてきてくれた。

　真帆もそんな竹中の存在を、居い心地ごこち悪そうに過剰に意い識しきしながらも、輪わからはじき出そうとはしないでくれた。





＊






「──ね、ちょっと良いかな？」

　練習を切り上げ、体たい育いく館かんの掃除中。モップを握りしめ床ゆか掃除する智とも花かの隣となりに、俺おれも同じ装備で並びかけ、相そう談だんを持ちかける。

「はいっ。なんでしょう？」

「うん、この後の、お昼ごはんの事なんだけど」

「…………あ。だ、大丈夫ですっ！　今度こそ、任せて下さいっ！　昨日きのうは私のせいであんな事になっちゃいましたけど、今日きようこそは美お味いしいもの、作って見せますから！　昴すばるさんのお母かあさんには、勝てないと思いますけど……」

　話の途と中ちゆうで、智とも花かは昨日のアクシデントを思い出してしまったらしく、えらく赤面してモップをぎゅっと握りしめてみせた。いけね、ちょっと切り出し方を間違った……。

「あ、あはは、助かるよ。ありがとう。でもそのことじゃなくて。……こんどこそ、上う手まく行くんじゃないかなって思うんだ。なんとか真ま帆ほと竹たけ中なかをペアにして、一いつ緒しよに料理させれば、もう一歩前進させてやることが出来るんじゃないかって。だいぶ良くなってきたとはいえ、二人ふたりともまだ踏ん切りが付かないみたいだからさ。共同作業で、何かのきっかけになればなって」

「……あ。……うん、そうですね。きっと、今なら」

　微笑ほほえましげに、智花は竹中と真帆へ眼を向ける。そろって床ゆかに座り込み、微妙な距きよ離り感かんで会話も無しに、そっぽを向きながらボール磨みがきに没頭している二人へ。

「分かりました。じゃあ私は、献こん立だてを考えるんですねっ。んと、何が良いかな……」

　それから智花はもう一度顔を俺おれの方に向けたのち、今度はモップの柄えを額ひたいにあてがい長考のモーションに入ろうとした。

「あーいや。それはもう良いんだ。作る物は、決めてある。ただ、決めたは良いけどちゃんとレシピを知ってる訳わけじゃ無いからさ、その辺のご指し導どうをお願ねがいしたくて」

　大人数向きで、みんなで和わ気き藹あい々あいと料理を楽しめるもの……と思いを馳はせてみたところ、一発である食べ物が頭に浮かんでいた。

「あ、すごい。もう決まってるんですね。何ですか？」

「んーと、お好み焼き」

「え!?」

　結構自信を持って宣言したのだが、智花の反応はなんだか悪い意味で驚おどろいた──といった感じで、ちょっと肩を透すかされた気分になる。なんだろう、もしかして素人しろうとが作れる料理じゃなかったのかな。

　いや待て……もしかしたら。

「──ひょっとして智花、お好み焼き嫌いか？」

「い、いえ。好きですけど……。私は嫌いな食べ物とか、特には。でも……」

「じゃ、メンバーの誰だれかが？」

「いえっ。みんな好きだと思います。あの、昴さん。そうじゃなくて──」

　と、智とも花かが言葉を紡つむぐ最中、

「──す、すばるんっ。磨みがき終わった！　帰ろ、お腹なかすいたっ！」

　真ま帆ほの居い心地ごこち悪そうな叫びが割り込んできた。

「……ん、お疲れ！　こっちも今終わるところだから、先に戻る準備していて良いよ！　──じゃ、智とも花か、もう一度料理長よろしくな」

　返事しながら、ほどなく終点に辿たどり着いたモップを智花の分も回収して、一人ひとりで用具入れへ戻しに向かう。

「す、昴すばるさんっ！　ああ、大丈夫かなあ……」

　途と中ちゆうで後ろから、智花の不安げな声が聞こえた。

　大丈夫さ。いくら粉こなものだって、もうあんな惨さん劇げきは起こらないはずだ。







「……ねーすばるん、ズルしなかった？」

「……しただろ、絶対」

　小屋に戻り、早速取りかかったお好み焼きの準備。手始めにくじ引きで班はん分わけし、めでたく真帆と竹たけ中なか二人ふたりは揃そろって生き地じ作り役に任命された。

「ズルなんてするわけないだろ。平等にくじで決めた結果。文句はいいっこなしだ」

　……ごめんな。噓うそも方便というケースもあるのだよ。

「うー。おいナツヒっ、さっさと準備終わらすぞっ」

「…………分かってるっての、言われなくても」

　ううむ、まだ二人とも微妙にツンケンしたままなんだよな。

　もう一息、だと思うんだけどなあ。……難むずかしい。

　……とにかく、下へ手たな鉄砲も数打ちゃ当たる、かな。あとはとことん一いつ緒しよに過ごさせて、完全和解のきっかけが生まれるのを待つしかあるまい。

　ごほん、と咳せき払ばらいを一つ。続いて智花から受け売りの作業工程を、メモ帳片手に二人へ伝達する。

「よし、じゃあ早速始めよう。……えーと。じゃあまずは小こ麦むぎ粉こをふるいにかけるのと、すり下ろした山やま芋いもの用意だって。じゃ、竹中が小麦粉、真帆が山芋担当で良いかな？　山芋の皮は……いま愛あい莉りが剝むいてくれてるから、あとはすり下ろすだけだね」

　ここはちょっとだけ別作業になってしまうが仕方ない。本番は混ぜるとこだろうし。

　二人とも仕事内容はどっちでも良い様よう子すで特に不服も出なかったので、伝えた通りの割り当てで調ちよう理りを開始させる。さてと、これでしばらく俺おれは御役御免か。当たった係が『皿洗い』であるため準備中はする事が無いのであった。よし、ならば今のうちにちょっとだけ休きゆう憩けいしておこう。

　そんな思いで壁かべ際ぎわに腰を下ろすと、溜たまった疲れが睡すい魔まに化学変化を起こす。

　そして迂う闊かつにも一いつ瞬しゆんのうちにまどろみへ──




「誰だれっ!?　この山やま芋いも下ろしたのは！」




「──っ！」

　突然響ひびいた怒ど声せいに、はっと覚かく醒せいする。

　しかし、そんなことよりなんだ今の剣けん幕まくは。……紗さ季きの声だったように思えたが。

「あ、あたし、だけど……？」

　訝いぶかしむように真ま帆ほが挙手。すると、

「あんたねえ！　こんな目の荒いおろし金ですってどーすんのよ！　これ全然滑らかさが足りない。何のために生き地じに山芋混ぜると思ってるの？　ダメ。もっときめ細やかにしないと全然ダメ。これもう一度すり鉢ばちで……あーやっぱいいわ。真帆じゃどうせ上う手まく出来ないでしょ。私がやるから大人おとなしく見てて。──って夏なつ陽ひっ！　あんたは何しでかそうとしてるわけっ？」

　凄すさまじい勢いでダメ出しを始めたのはやっぱり紗季で、その矛ほこ先さきは続いて竹たけ中なかに向く。

「粉こなと、だし汁を……」

　たじろいで返事した彼に、再び紗季は一いつ喝かつ。

「余計なことはしなくていいっ！　そのだし汁、今冷ましてるところなんだから！　そのまま入れたら熱ねつで台無しになるでしょう！　……だいたいあんた、今目分量で入れようとしてなかった？　──百年早いっ！　その配分比が生地の一番の決め手になるのに！

　…………良い。もう良いわ、二人ふたりとも。ううん、トモも愛あい莉りもひなもご苦労様、あとはみんな席について待ってなさい。他ほかの下ごしらえは終わったし、残りは全部私がやるから」

　そう告つげられると五人は一切逆らおうとせず、粛しゆく々しゆくとちゃぶ台に乗せられたホットプレートの前へお行ぎよう儀ぎ良く正座する。

「ね、ねえ。一体どうしちゃったんだ、紗季は」

　慌あわてて智とも花かの隣となりに歩み寄って膝ひざを突き、そっと耳打ち。

「……あはは。実は紗季のおうち、お好み焼き屋さんでして。もしかしたら、ご存じありませんか？　『なが塚つか』って」

「…………すずらん通りアーケード街の？」

「はい」

　超有名店じゃないか。値段も手て頃ごろで、いつも満席って話だ。

「それで、紗季も昔からよくお店のお手て伝つだいしているそうで。前に、みんなで焼きそばパーティをしたことあるんですけど。その時も紗季が全部焼いてくれて、私たちはお野菜しか切らせて──お野菜切ったらもう休んでて良いよって言ってもらえて……すごく楽だったんですよ、あはは」

　なるほど、鍋なべ奉ぶ行ぎようならぬ鉄板奉行ってことか……。

「……先に教えてくれたらよかったのに」

「ご、ごめんなさい。言おうとは、したんですけど」

　……あー。してたなあ、そう言えば。ちゃんと聞かなかった俺おれのミスだった。完全に。

「ごめん、謝あやまるのは俺の方だ」

「いえっ、それは全然ですけれどもっ。作戦は、出来なくなっちゃいましたね、あはは……」

「……だな。また何か別の方法、考えなくちゃいけないか」

　それから智とも花かと共に、頭を捻ひねりながら紗さ季きが生き地じを運んでくるのを待つ。その間真ま帆ほと竹たけ中なかとの関係に進展など、当然望むべくも無し。

　──なお、お好み焼きは奇跡の如ごとき旨うまさでございました。

　俺たちが無言でひたすら箸はしを進める姿を見て紗季は大変誇らしげで、それはそれとして微笑ほほえましいものでは有ったけれども……。

　何な故ぜか俺含めみんな──真帆や竹中までもがびしっと背筋を伸ばして自主的に正座してしまっている辺あたり、食べ終わって緊きん張ちよう感かんが解けた頃ころには味なんて全部忘れてしまっているような気がしてならない。

　なるほど、『氷の絶対女王政アイス・エイジ』か。

　──明日あしたの昼は、そうめんとかにしよう。
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「……」

　腹ごしらえと洗い物を済ませてから皆でぼんやりテレビを見ていると、不意に竹中が無言で立ち上がり、小屋から出て行こうとする。

「……どこ行くんだ？」

　すぐさま俺も腰を上げて、追いかけつつ声をかけた。

「どこって、部活だよ。……本当の。美み星ほしから聞いてなかったのかよ？　今日きよう、一時から男バスの活動」

　聞いていた。男子バスケ部の活動日が火木土の三日であり、今日この土ど曜よう日びも例外でないことは、事前に。

　だからこそ、こうして慌あわてて声をかけたのだ。実に気乗りしない伝言を伝えるために。

「あー……あのさ。言いにくいんだが…………部活、行っちゃダメ。休んでくれ」

「……は？」

　心苦しさでつい眼を逸そらしながら告つげたその言葉に、竹中は心しん底そこ意味が分からないといった様よう子すで眉まゆ根ねを寄せる。無理もないけど。

「ほら、お前が今ここに泊まってることバレたら、いろいろ面めん倒どうだろ。Ｃ組だけ、バスケチームだけ合宿して特訓なんてずるい、贔ひい屓きだ──って言われちゃうから。知っての通り特訓らしい特訓なんて別にしてないんだけど、それを証明しようもないからさ。だから今日きようだけは部活休んでここにいてくれ。男バスの練習が終わるまで、外出も禁止。……以上、美み星ほし先生からの言付けです」

「ふざけんなよ！」

　……うん、全面的に同意します。けど、どうやらもう逆らえる余地、なさそうなんだよな。可哀かわい相そうなことに。……申もうし訳わけ無いことに。

「そんなの聞いてられるかっ！　行くぞ俺おれは！」

　そう吐き捨てドアノブを勢いよく回した竹たけ中なか。……その背に、遺い憾かんながらもう一言。

「追伸。なお、去年から今年ことしにかけて、竹中夏なつ陽ひ君が家に持ち帰らずダストシュートに突っ込んだテスト用紙のコピー、全十八枚の件についてですが──」

「……っ！」

「──もう一度夏陽君本人に手渡すか、あるいは家庭訪問の際直接、私篁たかむら美星がお母かあさんにお届けするか。どちらにすべきか現在とても悩んでおります──だってさ、あはは……」

　……本当にもう、人の弱みにつけ込ませたら右に出る者はいないのであった。

　てかあいつ、強い叱しつ咤たはしたくないとか言っといて恐きよう喝かつはアリなのかよ。どんな基準だ。

　まあ、しかしながら。この件に関してはテスト捨てちゃったらしい竹中にも非はありそうだし、それになるべく女バスのみんなと同じ時間を過ごさせたい故ゆえのハッタリなのだろうけど。なにより加担している以上俺も同罪だわな。糾きゆう弾だんできる立場ではない。

「………………くそっ！」

　少しの沈ちん黙もくのあと、竹中は履はきかけていたスニーカーを脱ぎ飛ばし、ずかずかと板間を突っ切り一人ひとりで和室に飛び込んでしまった。

　ごめん、と今は内心でだけ呟つぶやく。もちろん悪いとは思っているが、これ以上一秒たりとも時間は無む駄だに出来ない。贔屓云うん々ぬんは俺には関係無いけど、状況を打開するためにも竹中にここを離はなれてもらっては困るのだ。

「──おっしゃ、遊びにいこーぜ？」

　と、そこまで一連の流れにいっさい我われ関せずと言わんばかりの無邪気な声で、真ま帆ほがしれっとそう呟いて立ち上がった。

「こらっ、今はそれどころじゃ──」

「ああ、行ってきな」

「──え？」

　紗さ季きが窘たしなめの台詞せりふを言い切るより早く、真帆に微笑ほほえみを返す。

「でも、長は谷せ川がわさん……」

「いいよ、今から夕方までは自由時間にしよう。夕食前に、もし出来そうならもう一度練習したいから、それまでに戻ってきてくれれば好きにしてもらって構わない」

　笑えみを形作ったままそう言ってやると、紗さ季きはまだ少しだけ迷うようなそぶりを見せたものの……やがて、

「分かりました。では」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細め、ゆっくりお辞じ儀ぎした。

　うん。とりあえずは、もう少し竹たけ中なかの胸の内をくすぐってみることにしよう。

　真ま帆ほの方は、きっと大丈夫だ。そんな長い付き合いって訳わけじゃ無いけど、なんとなく、もし竹中の方が真しん摯しに歩み寄りを見せたのなら、この子ならきっと受け入れてくれる。そう、信じてやれるから。







「ほいパス」

「──なっ」

　ふすまを開くなり、窓枠に肘ひじをついて憤ふん怒ぬを宿している後ろ姿に山なりでバスケットボールを投げ渡す。振り返った竹中は一いつ瞬しゆん面食らうも、ボールが到達するよりは早く運動機き能のうを回復し、触り慣なれたダークオレンジの球体を右手一本で受け止めた。

「ほい、パス」

　不ふ審しんそうにボールを持ったまま固まる少年に、逆の意味で同じ台詞せりふを向ける。

「……なんだよ、これ」

　そう言いながらも、竹中は機き嫌げんの悪そうな回転を宿した球を投げ返してくれた。

「練習しようぜ。……ささやかな、お詫わびかな」

　素直な軌道でもう一度少年へ。

「こんなん、練習になるかよ……」

　悪態混じりながら、パスは返ってくる。

「なるよ。常にボールに触ってるだけでも、地味に。……それにこうやって座れば、上半身のフォームが安定する。コントロールもつく」

　送り手から受け手に戻るまでの間に、畳たたみの上にあぐらをかく。

「…………」

　それから五往復目で竹中も座り込み、俺おれたちは部へ屋やの端はしと端とで向かい合った。

「……………………あいつらは？」

　しばらくの沈ちん黙もくを破り、竹中がぼそりと訊きいてきた。パスの回数は、もう数えてないので分からない。

「遊びに行った」

「……ずるくねえ？」

　ははは……そう言いたくなる気持ちは分かるが。

「お前の場合、戻ってくるときが危ないからさ。見つからないで、怪あやしまれないでここに帰ってくるのってちょっと大変そうだし」

「……ちっ！」

「──っと！」

　怒りにまかせて竹たけ中なかが放ったボールが、肩幅のラインから大きく外れる。慌あわてて背筋を伸ばし、右手一本で何とか補足。

「こーら。備品壊こわしたらミホ姉ねえにどんな迫害受けるかわからんだろが、気ぃーつけろ」

　ごく軽く怒りながら何の気無しに、手首の捻ひねりでボールに強い横回転を与え、自分の指先の上でくるくる回してもてあそぶ。

「……あ」

「ん？」

　すると、なぜか竹中は苦にが々にがしそうに眼を逸そらした。

「……どした？」

「…………なあ。お前、それのやりかた、さ」

「それ？　ボール回し？」

「……ボール回し。ボール回しのやりかた、真ま帆ほに教えたか？」

「へ？　……………………あー。教えた、ような。教えてないような」

　前に一度、手て慰なぐさみにくるくるやってたら真帆が寄ってきて、『もう一回見せて！』などとせがまれたことがあったっけ。でも、あの時はまだ男女対抗戦の前で余裕もなかったから、やり方を伝えたりはしていない。ただ、何回か目の前で回してやっただけで。

「……あいつ、出来るよ、それ。出来やがるんだよ」

「え、マジ？」

　かなり驚おどろいた。コツを摑つかむまで結構時間かかるのが普通だし、小学生の女の子の筋力だと、よっぽど綺き麗れいに回さない限り勢いが足りなくて落ちてしまうと思われるのだが。

「ちょっと見せただけなのに。……飲み込み早いなあ、さすが」

　心しん底そこ感心して呟つぶやくと、竹中はますます不ふ機き嫌げんになって吐き捨てるように呟つぶやく。

「くそ、不公平だ……」

　……うむ。まあ確たしかに、真帆の成長は異常に早いから、そう言いたくなる気持ちは分かるんだけど。

「おいおい、昨日きのうのあれ見て、まだそんなこと言うのか？」

　でも、そんな後ろ向きさはこの子に少し似合わないような気がして、俺おれは少し、焚たき付けてみることにした。

「……え」

「努力、してるんだよ。真ま帆ほだって、智とも花かだって。何もしないで上う手まくなるヤツなんて、どこにもいないんだ。きっと真帆はただ、その努力のやりかたが要領良いだけでさ。……人より楽して上達してる訳わけじゃ無い。……もしそう思ってるんなら、それは真帆に対する侮ぶ辱じよくだ」

「……」

　突き放すように言ってやると、竹たけ中なかは小さくうつむいて言葉を止めた。

　それからしばらく二人ふたりで無言、パスのやりとりを繰くり返したが、

「…………ん？　どした？」

　突然往来が止まる。竹中は手に収めたボールを見つめ、こちらに渡そうとしなくなった。

「……あの、さ。…………ボール回し、だけど」

　そして、あさっての方向に目を向けながらぼそぼそと呟つぶやく。

「うん？」

「俺おれにも教えろよ、やり方。自分でいろいろ試してみたんだけど、なんか上う手まく出来なくて。たぶん先生は余計なことすんなって、教えてくれないし」

「はは。……いいよ」

　……そうでなくちゃ、な。

　立ち上がり、竹中の側に寄り、

　けれども途と中ちゆう──ふっと思い直す。

「あーでも。ボール回しなんていつでも、夜でも練習出来るしな。……それよか、今は外に行かないか？　広いところならもうちょっと実用的なことも教えてやれるし」

　挑発しちゃった手前、何となく、お節せつ介かいを焼きたくなってしまった。

　つーか俺、嫌いじゃないんだよな。この子のこと。……なんていうか、すごく同類だから。

　真帆みたいに要領良くないらしいところも、実は俺と同じだし。

「……外出禁止、じゃなかったのかよ？」

　疑問系で返事した竹中だったが、内心で期待しているのは隠かくしきれていない。

「んー、要するに男バスの子とかにバレなきゃ問題ないんだろ。なら、体たい育いく館かんに近付かなければ良いのかなって。……どうする？」

　そもそも全すべて額がく面めん通りミホ姉ねえの言い分に従う必要なんてどこにもないのだ。

「………………学園の外出て歩いて十分ぐらいのところに、公園がある。そこ行くぞ」

　反応を待っていると、竹中は勢いよく立ち上がり、言いながら俺を置いてふすまを開け放ち、玄関先に転がったスニーカーへ片足を突っ込んだ。

　うん、やっぱり俺、嫌いじゃないわ。







[image: ]











＊






「持ち出しちゃって良かったのかな……」

「良いだろ。別にくすねるわけでもねーし、わざとボロいの選えらんだし」

　学園の外に出る前、人目を避けつつ初等部側に潜せん入にゆうし、グラウンド脇わきの倉庫から外用のボールを一つ拝はい借しやくしてきた。といっても土ど曜よう日びなので、別に隠かくれるまでもなくグラウンドまでは簡かん単たんに到達できたし、その先も野球部こそ練習していたものの、ダイアモンドと倉庫はかなり離はなれていたので大した障しよう壁へきにもならなかったが。

　てん、てん──と。緑みどり色いろの多用途ゴムボールが竹たけ中なかの手元で弾はずむ。それを少し後ろからぼんやり眺めつつ、二人ふたりで田園に跨またがる一本道を進んでいく。

「なあ、公園なんて有るの？　この辺に」

　ぐるりと周りを見渡しても、目に止まるのは田んぼと点在する民家ばかり。あとは右手に広がる山林くらいのものだった。

「神社あるだろ、あそこに。その隣となり。こっからだと木に囲まれて見えないけど、結構広い」

　そう言って竹中が指さしたのは山林と平地の境界辺あたり。見れば確たしかに鳥とり居いがあった。

「そっか、なるほど。…………ところで何の練習する？　さすがにゴールまではないんだろ？　なら、どのみちあんま選せん択たく肢しもなさそうだけど」

　中ちゆう途と半はん端ぱに日の光を遮さえぎる朧おぼろ雲ぐもを見上げながら、問う。雨にならなければ良いが。

「……全部」

「へ？」

「お前が、湊みなとに教えたこと全部……俺おれにも教えろ」

　はは、今度は智とも花かか。

「忙しいヤツ」

「……忙しい？」

「……いや、なんでも」

　ここで真ま帆ほの名前をちらつかせるのは得策ではあるまい。……況いわんや、ひなたちゃんをや。

　でもまあ、分かるけど。真帆に対する想おもいよりももっとストレートな感情として、智花に抱く抜き差しならない部分というのも、きっと有るのだろう。この子もどうやら、負けず嫌いっぽいし。

　ふむ、その上で好きな子はいかにも女の子然としたひなたちゃんというのが、また。

「わかりやすいヤツ」

「……さっきから喧けん嘩か売ってるか？」

「っ、滅めつ相そうもないです！」

　いけね、またしてもつい口に出してしまった。

「と、とにかく了解。なら、ちょうど良いかな。今んとこ智とも花かに直接アドバイスしたのは、ドリブル関係が多いし」

「……ふん。──ここだ。この上」

　不服そうに鼻息を漏もらしてから、竹たけ中なかがケヤキの間から顔を覗のぞかせる石段の前で足を止める。目的地に着いたようだ。そこは少し高台になっていて、山の麓ふもとでもう一つごく小さな丘を形成していた。

「へえ、思ったより広そうだな。良く来るのか、学園の子は」

「写生とか、課か外がい授業でもない限りは滅めつ多たにこねーよ。遊ぶにしたって、ほとんど学園の中で間に合う──」

　と、先行して階段を上っていた竹中が、言葉と共にぴたりと足を止めた。

「どうした？」

「……ミスった、くそ」

　隣となりに並びかけて、竹中が忌いま々いましげに睨にらみ付けている方向を見れば……ああ、なるほど。

　みんなが、いた。女バスのみんなが。

「……帰るぞ、無む駄だ足あしだった。……そりゃ、体たい育いく館かんもグラウンドも使えないなら、ここに来るよな、誰だれだって」

　諦てい観かんのままに踵きびすを返し、段を下ろうとする竹中。

　その手を摑つかみ、留とどめる。

「……なんだよ。言っとくが一いつ緒しよに遊んだりなんて──」

「遊ばなくて良い。……見るだけで。少し、見ていこう。みんなの事」

「はぁ？　何で俺おれが……っておい！」

　嫌いやがる竹中の声を取り合わず、手を摑んだまま残りの階段を駆かけ上がり滑り台の陰に引っ張り込んで、それから五人との距きよ離りを慎しん重ちように詰めていく。

「お、おいっ！」

「静かにしろ、隠かくれてるのがバレるぞ」

　そうせずには、いられなかった。どうしても見せたかった。今、真ま帆ほたちが何をしようとしてるのか、竹中に知らせてやる必要が有ると思ったのだ。

　遠巻きからだと、分からないだろう。普通ならば。

　けど、俺にはすぐ分かった。

　だって昔、葵あおいと二人ふたりで、同じような事をしようとした経けい験けんがあるから。







「アイリーン、もーちょい右っ！」

「こ、こっち～？」

「行きすぎっ！」

　愛あい莉りに肩車された真ま帆ほが、大まじめに指示を出す。

　その様よう子すを少し離はなれた場所で三人が──智とも花かは不安そうに、紗さ季きは呆あきれ気味の苦笑で、ひなたちゃんはいつも通りの笑え顔がおを浮かべて見守っていた。

　真帆の手にはやや小ぶりな底の抜けたポリバケツが掲げられており、それを間近にそびえる大木の幹にロープで括くくり付けようと四苦八苦。バケツを押さえるとロープがたわみ、ロープをきつく締しめ上げた途と端たんバケツがよれる。そんなもどかしい情景を、しかし誰だれ一人ひとり文句など言わず、ただ成功を信じて二人ふたりは繰くり返し、三人は見守っていた。

「なに、やってるんだ……？」

　呆ぼう然ぜんと、竹たけ中なかが。恐らくは確たしかな予感を抱きながら、恐らくはそれをにわかには信じがたくて、呆然と。そう、呟つぶやいた。

「作ってるんだよ、ゴールを。自分たちだけの、バスケットリングを」

　ゾウをかたどった遊具に二人で身を寄せ奮ふん闘とうを覗のぞき見ながら、答える。竹中が認めたがらないその事実を、はっきりと言葉にして、知らしめてやる。

「…………今、自由時間だろ。遊びに来たんだろ、あいつら。なのになんでわざわざ、あんな無む茶ちやな真ま似ねまでして、バスケしようなんて──」

「好きだから、だろ。バスケが」

　好きでもなければ、あそこまではしない。自分たちでゴールまでこしらえて、自由時間なのに何としてでもバスケがしたいなんて、よっぽどのバスケバカじゃないと思わない。

　……そう。周りに呆れられて、次第にみんないなくなって二人きりになって、それでもどうしても今この時ここでバスケがしたくて、ゴミ捨て場から拾ってきたカゴを街がい灯とうに引っかけて、それをゴールに見立てて日が暮れるまで遊び通すような真似……生半可な好き加減では思いつきすらしないのだ。

「……なんだよ。今までバスケになんて、全然興きよう味みなかったくせに。……あいつら全員、楽しそうにしやがって。……ニワカの、くせに」

　ふて腐れたような声と共に竹中は、奮闘し、歓声を上げる皆へ順じゆん繰ぐりに目を向ける。認めたい。認めたくない。そんな二律背反する想おもいを、怒りで誤ご魔ま化かすように。

「五人、揃そろったからかな」

「……え？」

「五人じゃないと、バスケは出来ない。だから五人じゃないと、バスケの楽しさになんて気づきようもなかった。……あの五人じゃないと、駄だ目めだったんだと思う」

　五つのハートが揃って。ようやくその先に道が繫つながったんだろう、きっと。

「…………っ」

　唇を嚙かんでもう一度、竹たけ中なかは五人を見つめる。真ま帆ほの苦戦を、愛あい莉りのおぼつかない足もとを、呆あきれ笑わらいの紗さ季きを、肩車の動きに合わせるように首を動かすひなたちゃんを、手て伝つだえないもどかしさをあらわに動きまわる智とも花かを、見つめ続ける。

　それから、やがて。竹中はふっと力を抜くように肩を一度上下させると、

「……ったく。あれじゃーいつまでたっても終わらねーっての」

「え？」

　不意に俺おれの手首を摑つかんで、ずんずんと五人の元へ、全く隠かくれる様よう子すもなく歩み寄っていく。




「──無理だよ、そんなんじゃ」




　そして大たい樹じゆの前でぶっきらぼうに呼びかけ、

「…………夏なつ陽ひ？」

「おー。おにーちゃんと、たけなかだ」

　皆の注目を一身に引き付けた。

「…………っ！　何しに来たんだよっ？　今、忙しいんだから邪じや魔ますんな！」

　けれども真帆だけは一いち瞥べつするとすぐに向き直り、努めてポリバケツを押さえる作業に没頭しようと振ふる舞まう。

「おい」

　そんなつよがりを尻しり目めに。竹中は後ろ指で木の方を示しつつ、表情で俺を促うながした。

「……ふ、あいよ」

　常々、人の気持ちの察しが悪いと友人知人に怒られてばかりだけど。この時ばかりはちゃんと分かった。竹中の、求めてることが。

　だから俺は歩き出し、愛莉の傍そばへと身体からだを寄せる。

　それから腰を屈かがめて、立ち上がって。

「……え？」

　肩車で、竹中を真帆の隣となりへと並び立たせてやった。

「な、何のつもりさっ！」

　驚おどろきつつ、真帆が声を荒げて竹中に抗こう議ぎする。

「真帆、お前はバケツ押さえてろ。……ロープ、俺が結ぶから」
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「……竹中、君」

　隣で愛莉が、嬉うれしそうな声。頭上の少年の顔は覗うかがえないけど、きっと見えてたら、俺も愛莉と同じように笑ったんだろうな、と思う。

「…………よ、よけーなお世話っ！　だいたい今さら何だよっ！　そんなことしたって、許してやらないもんっ！　……あ、謝あやまれっ！　手伝いたいんなら、まず謝ってからにしろっ！」

「悪かった」

「謝あやまっちゃうのかよ!?」

「シカトして………………悪かった。ちょっと、勘違いしてた、お前のこと」

　……よし、偉いぞ。

　竹たけ中なかが深く頭を下げるのを、重心のブレで感じる。

「～～～っ！　……お、おいやめろよっ。なんかカユイだろ。わ、わかりゃーいいんだわかりゃーっ！　だ、だからナツヒっ、とっとと頭上げろ！　らしくねーからっ！」

　すると真ま帆ほはたちまち頰ほおを真まっ赤かにして、正視していられないといった風ふうで慌あわててかぶりを振る。……でも、もうそれ以上拒絶はしなかった。やっぱり、見込み通りに。

「……ロープ、貸せよ」

　言われるままに体勢を戻したらしい竹中が、ぎこちなく促うながす。真帆もまた言葉に窮きゆうしたのか、口を閉ざし、目め線せんをそらしたまま荒あら縄なわを乱らん暴ぼうに少年へと投げ渡した。
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「よっと」

　掛け声と共に竹中が俺おれの肩から飛び降りて、

「……出来たぞ。じゃーな」

　大たい樹じゆにがっちりと括くくり付けられたポリバケツに背を向けたまま、まっすぐ公園を後にしようとする。

　……ったくもー。面めん倒どうくさいやつだなあ。

「（……ほら、真ま帆ほ）」

「（うぇ、やだよっ！　なんであたしばっか！）」

「（や、どう考えてもお前だろ、ここは）」

「おー。たけなか、行っちゃうよ？　ねーたけな──」

「（ひなちゃんっ、だめっ。今は真帆ちゃんじゃないと）」

「（おー。どうして？）」

「（あはは、ひなただと、上う手まく行き過ぎちゃうから、かなあ……？）」

「（あーほら真帆、早く行きなさいっ！　夏なつ陽ひ帰っちゃう！）」

「（──ったいな！　叩たたくなよ！　あーもうっ！　わかったよ、行きゃいいんだろっ！）」

　さて、どうしようか……などと迷う間も無く、傍かたわらではすぐさまひそひそと井い戸ど端ばた会かい議ぎが始まり、やがて真帆が代表としてはじき出される。

「ナ、ナツヒっ！　待てよっ！」

　そして走り出し、二つ結びの髪をなびかせて、とぼとぼ歩く少年を留とどめに向かった。

「………………なんだよ？　まだ、何か用かよ？」

　ブランコの手前。呼びかけられた竹たけ中なかはそっけなく振り返ると、後ろ髪を搔かきながらぶっきらぼうに返事する。

「い、一いつ緒しよにやってこーぜっ、バスケ！　ゴール作るの手て伝つだってくれたお礼に、交ぜてやるからさ！」

「…………別に、そんなつもりで手伝ったんじゃねーし」

「んなっ！　なんだよこっちが誘ってやってるのにっ！」

　……この期ごに及んでもまだ素直になれない二人ふたりの会話は、たまらなくもどかしくて。

　でも、今はそれすらも微笑ほほえましかった。

「──よーし、じゃあ今日きようは俺おれ、審しん判ぱんやるから。みんなはこの前みたいに二人組になって、チーム決めしよう」

　そんな様よう子すを傍はた目めに俺は智とも花かたちに目配せし、大声で宣言して、ほんの気持ちばかりのサポートをしてやる。

「は、はいっ！　ねっ紗さ季き、ぐーぱーしようっ」

「ふふ、オッケー」

「じゃあひなちゃんは、わたしと！」

「おー。いいよ」

　皆もすぐに意図を汲くんで、今日きようは揉もめることなくすんなり組決めを開始してくれた。

「………………余ったな、お前」

「う、うるせーっ！」

　そして取り残された真ま帆ほと竹たけ中なか。もう、お互い切り出すべき台詞せりふはとっくに分かってるはずなのに、それがどうしても伝えられず、まごまごと眼を逸そらし合う。

　けど、ようやく。

「……仕方ねえな。一人ひとり、足りないみたいだし。──ほら」

　そう言って、竹中がぶっきらぼうに拳こぶしを突き出した。

「初めから、そうしろっ……！」

　そこに真帆も手を伸ばして、

　何の合図も無しに、二人ふたりは組決めじゃんけんのタイミングを一発で同どう調ちようさせてみせた。







「おっしゃー！　まずはあたしの華か麗れいなシュートで…………お？」

　手作りゴールと、不ぶ格かつ好こうなラインの中で開始された３ｏｎ３。

　いつもの斜め四十五度ポジションから、真帆がポリバケツに照準を定めボールを掲げると、それを阻はばむ形で、さっと目前に竹中が立ちはだかった。

「相変わらず、そこのシュートだけか？　……来い、抜いてみろよ真帆」

　不敵な声で挑発を向けられ、真帆は一いつ瞬しゆんだけ面食らったようなそぶりを見せるが、すぐに口元を歪ゆがめ、八や重え歯ばを覗のぞかせて吼ほえる。

「ひひっ。よーやく、認める気になりやがったな、あたしの実力をっ！」

「……別に。教えておいてやるだけだ。真帆がまだまだ全然、バスケじゃ俺おれの足あし下もとにも及ばないって事をな。ちょっとオトナゲねー気もするけど、お前がこれからもバスケ続けるってんなら仕方ねえ。これでもかってほど、やっつけてやる、何度も、何度もな。……お前が俺に歯向かうかぎり、何度でも」

「ばーか、いってろっ！」

　満面の笑えみでドライブをかます真帆……だったけど。

「…………あれ？」

「…………うわ。お前、ドリブルは本気でダメダメだな。あー、悪い悪い。やっぱまだ、まともに相手するのは早すぎたわ」

　あっけなくボールはスティールされてしまう。まーそりゃ、教えてないからなあ。

「ち……ちっくしょー！　ももも、もう一回っ！　もう一回あたしのドリブルからっ！」

「こーらっ、わがまま言うなっ。今度は私らの攻こう撃げきでしょ」

　ごねる真帆を叱しかる紗さ季きは、言葉と裏腹におだやかな笑み。

「ふふっ、大丈夫だよ真ま帆ほっ、すぐに仇かたきは取ってあげるからっ！」

「……おいおいあんまナメんなよ湊みなとっ！　今度こそ負けねえ！　完かん璧ぺきに抜いてやる！」

「たけなかー。パスー」

「え。……おう」

「ちょ、バカっ！　何やってんの！　ひなは敵でしょうが！」

「──あ！　し、しまった！」

「えへへ。竹たけ中なか君、ひなちゃんと同じチームがよかったよね。ごめんね」

「ばっ……ぜ、ぜんぜんそんなことねーよっ！」

　──皆の歓声が、木々で囲まれた公園に響ひびき渡る。

　ようやく、この瞬しゆん間かん。合宿開始から初めて、俺おれたちは七人全員で、腹の底から笑いあった。

　日が傾きだした頃ころには、審しん判ぱん役やくだったはずの俺もいつの間にかゲームに参加させられ、そのうち次第に敵も味方も関係なくなっていって。

　ボールが見えなくなるまで、皆で大おお騒さわぎしながら、ただ楽しいだけの、練習としてはおおよそ非効率な時間を重ねていく。

　……非効率。たしかに、そうだ。

　けれどもこの子たち、俺たちは。そんな楽しいだけの時間に巡めぐり会う度たびに、

　なんだか少しずつ、強くなっていけるような気がした。

　そして、夜が来て。




　へとへとで小屋に戻ると、ちゃぶ台の上にケーキと大量のデリバリーピザが乗っかっていた。
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「……えっ、いなくなった？　ひなたちゃんと竹たけ中なかが？」

　夕食を食べ終えたところで飲み物の備び蓄ちくが切れたので、一人ひとり調ちよう達たつに行き戻ってくると、心配そうに寄より添そった四人からそう告つげられた。

「はい……。長は谷せ川がわさんがコンビニに向かってくださったあと、お腹なかいっぱいになったせいでみんな少しうとうとしてたんですけれど、その間に、たぶん……」

「わたしたち、さっきまで中等部側を探してたんです。でも、みつかりませんでした……」

「もしかしたら外か、初等部の方に行ったのかも……」

「く、ナツヒのやつっ、とうとう我が慢まんできなくなって誘ゆう拐かいなんて……！」

「いやいやいやいや……」

　あの子が要所要所でみせるヘタレっぷりからしてそれはないと思うが……。

　──しかし。なんにせよ、外はもう真まっ暗。子ども二人ふたりで出歩くには遅すぎる時間だ。躊躇ためらっている理由はどこにもない。俺おれはポケットから携帯を取り出し、ミホ姉ねえに電話をかける。

　……なんか、すごい傍そばにいるみたいだし、すぐに対応してくれるはず。

　そう思ったのだが。

「──くそ、出やがらねえ」

　何十回コールしても音おと沙さ汰たなし。なんだよ、こんな時に限って！

　電話を切ってから腕を組み、しばし惑まどう。

「………………探してくるわ。みんなは、ここにいて」

　だが出せる結けつ論ろんなどそれ以外にあるはずもなかった。

「──あの、私たちも！」

「いや、もう遅いし手分けするのは危ないよ。あとは俺が……」

　切迫して打診してきた智とも花かを説得しようと試みたが、

「なら、みんな一いつ緒しよで……！　ごめんなさい、お役に立てなくても……じっとしていられないんです」

　真しん摯しな目でそう言われて、気変わりする。

「………………そうだな。じゃあ頼む。付いてきてくれ」

　心配する気持ちは、分かるから。







「ここか……」

「はい。中央棟がダメだと、初等部の方に行くにはこの裏路地を通るしか……」

　もはや時と計けい台だいの正門は閉じられてしまったので、今は正規のルートから初等部側に入れない。ならばこちらから……という皆の案内に従い、中央棟の壁かべに貼はり付いて外周に沿って歩き、建物右側の角まで到達する。

　奥を覗のぞき込むと、壁と塀へいに囲まれた未み舗ほ装そうの草道がどこまでも深く闇やみと同化しており、高校生の俺おれでもまったく恐怖感を抱かないと言えば強がりになるほどの不気味さを醸かもしていた。

　ましてや、小学生では。

「……本当に、こんなとこ通ったのかな、ひなたちゃんが」

　抱いた疑問をそのまま呟つぶやくと、

「と、通ってないよきっとっ！　中等部の方、もう一回探した方が良いと思うっ！」

　額ひたいまわりに二本、手に二本。合計四本のペンライトを装備した真ま帆ほが、顔面蒼そう白はくでまくし立てた。……っていうか傍はた目めからだと真帆の出いで立たちが何より怖こわい。

「真帆、あんた留る守す番ばんしてたら？」

　溜ため息いき混じりに紗さ季き。

「や、やだよっ！」

「……とにかく。あの、長は谷せ川がわさん。ひなって、どういう訳わけかオバケとか全然怖がらないんです。どっかの真帆とは違って」

「ああああたしだってこわくねーですよっ？」

　完かん璧ぺき噓うそだった。

「……とりあえず、進んでみるか」

　示し合わせてから、真帆から借りたＬＥＤタイプの懐かい中ちゆう電灯に明かりを灯ともし、足元を照らしながら慎しん重ちように進む。

「……ところで真帆、こんな大量のライト、どこから持ち出したんだ？」

「じ、自分で家から持ってきたんだようっ。もし停電になっても大丈夫なようにっ」

　……なら、いくらなんでも多すぎだ。筋金入りの怖がりらしかった。

「──ん？」

　じりじりと道どう程ていの半分ほどを進んだころ。

　少し先の地面。光を浴びた一角に、自生する植物とは明らかに違う、何やら握り拳こぶし大だいの白い物体が映し出された。

「……なんだろう、あれ」

「ひぎっ！　で、出たっ!?　出たのっ!?」

　怪け訝げんをそのまま呟くと、真帆が妄もう想そうに尾ひれを付けて独ひとり相撲ずもうで大おお騒さわぎを始めてしまった。

「おっ、落ち着きなさいよっ……」

「や、やだ……」

「……っ」

　それに感化されたのか、次第に恐怖心は全員へと伝染していく。まあ、真まっ暗くらだわ、湿っぽいわで、いかにもな場所だから仕方もない……のだが。

　──ぴたん。

　──ふわり。

　──ぽよん。

　──ぺたり。

　……問題なのは、先ほどの過剰反応をきっかけに、まずは真ま帆ほ、続いて紗さ季き、それから愛あい莉り、しまいには智とも花かまで。全員が連れん鎖さして俺おれの腕にしがみついてきてしまったことだ。

　いかん。この状況は──別の意味で背筋が凍こおる。

「……ちょ、ちょっと俺、見てくるから……！　みんなはここで待ってて」

　とにかく。現状を打破する意味でも、まずはあの不ふ審しん物ぶつを調しらべてみることにしよう。怖こわがる真帆たちにはその場で待たい機きしてるよう言いつけ、一人ひとりで白い物体に近づき、手を伸ばし、拾い上げる。最初は丸めた紙か何かだと思っていたが、感触は全然違う。もっとずっと柔らかくて、わりと質の良い綿めん製せい品ひんのようだった。

　さらに詳しく調ちよう査さするためライトを地に置いて光源を確かく保ほしつつ、慎しん重ちようにその布を広げていくと……

「──ぶっ！」

　正体を把は握あくした瞬しゆん間かん、思わず噴ふいた。

「きゃっ！　な、なにぃ……？」

　駄だ目めだ、言えない。「パンツでしたよ」なんて。

　しかもあからさまな女の子用のうさぎ柄がら。つーか拾ってしまったぞ俺おれ！　たった今、人として越えちゃダメな一いつ線せんを越えてしまった気がしてならない！

　…………あ。でもこれ。

　とある要素に気付き、詳しく観かん察さつするためもっと光に近づけてみて、確かく信しんする。

「……間違いない」

　これは、ひなたちゃんのパンツだ。

　……いや、だって名前書いてあるし。『５－Ｃ　はかまだ　ひなた』と。

　ふむ、５－Ｃか。

「ヴィンテージだな……」

　可能性としては、ここ一年の間に落とされたというセンも残るのか。……いや、それにしては布が綺き麗れいだし、やはりごく最近に──

「す、昴すばるさん…………何でしたでしょう……？」

「──っ！」

　独ひとりでごそごそやっていると、知らぬ間に智花がおどおどと近付いてきていた。

　慌あわてて衝しよう動どう的てきに身体からだを捻ひねり、パンツを後ろ手に隠かくす。──って隠したらダメじゃん！　別にやましい気持ちなんか無かったのに、これではまるで下心のままにパンツを眺めていたみたいではないか！

「……………………なんでもない。『ただのぬのきれ』だったよ。そ、そろそろ進もう。じっとしていても仕方がない」

　ダメだ、もう出すに出せん……。隙すきを見て、そっと本人に返へん還かんするしかないだろう。

　くそ、そのためにも、早く二人ふたりを見つけないと。
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「……すごいプレッシャーだ」

　ズボンの後ろポケットにひしひしと感じる違和感というか、存在感というか。そんな何かが両の足取りを重くして止やまない。

「すばるん、早くっ」

　裏腹に真ま帆ほはまさに水を得た魚といった様よう子すで元気を取り戻している。ようやく暗い路地裏を抜け、なじみ深い初等部エリアに到達できて安心したのだろう。

　歩みを早め、少し前を先行していた四人に並びかけて問う。

「……ごめんごめん。よし。じゃあまずどこから見る？　心当たりとか有ったり？」

「学園でひなちゃんがよく行く場所は飼育小屋なんですけれど。でも……」

「い、いやだようっ！　夜行ったらまたまっくらじゃんか、あそこっ！」

　真帆が露ろ骨こつに顔をしかめる。きっと、裏路地と同等かそれ以上に不気味なロケーションなのだろう。何となく想像に難かたくないので気持ちは分かる。……けれど、

「……可能性が高いなら、行ってみた方が良いかな」

「ええええっ！　やめようよう！　いくらヒナだってこんな夜に……………………あれ？」

「ん、どうした真帆？　……あ」

　訊きき返して、すぐに理解した。

　真帆が呆ぼう然ぜんと顔を向けている方を見やれば、校舎の間。

　こうこうと灯あかりを漏もらす、体たい育いく館かんが在った。







「いや、だから手だけで打ってもひなたの場合届きづらいんだって。もっとこう、膝ひざを使ってさ……」

「ぶー。たけなかの話は難むずかしい。なんでシュートで膝なの？　手でするんじゃないの？」

「……もちろん膝で投げるんじゃないけどさ。なんつーか、イメージで。もっとこう、グッと踏ん張って……あーどう言えば良いんだろ、くそ──」

　正面玄関を開いた先の光景に、しばし全員が言葉を失う。

　ここまで歩いてくるうちに半ば予想できていた事とはいえ、実際に目にするとやはり驚おどろきもひとしおだった。

「ぐっ。…………おー。届いた。ぐっとしたら、ボールいっぱいとんだ？」

「そう、そんな感じだ！　今のを忘れずに、もう一回──」

　奥のコートでは、とびきり小さな体たい軀くを精一杯伸ばし、リングに向けて何度も何度もボールを打ちこみ続けている少女と、その様よう子すをぎくしゃくとした動きで見守り、アドバイスを出す少年の姿。

　ひなたちゃんが、竹たけ中なかのレクチャーのもと、シュートの特訓に奮ふん闘とうしていた。

「はは……こりゃあ驚いた」

　口から、なんの捻ひねりもない感嘆が漏もれる。

「ひなた。……ふふっ」

「もー、あの子ってば。心配かけちゃって」

　皆も同じ方向を見つめ、優やさしく微笑ほほえむ。

　大勢で立ち尽くし、まったく隠かくれる意思のないあけすけな覗のぞき行為。

　けれども、ひなたちゃんと竹中はこちらに気づく様よう子すもない。ゴールへの集中が、今の二人ふたりにとっては全すべてらしかった。

　シュートが、重ねられる。

　一本、また、一本。

　ネットを揺ゆらすことは、残念ながらまだ一度もない。でも、ひなたちゃんなりにありとあらゆる試し行こう錯さく誤ごを繰くり返しているのは、ひしひしと伝わってきた。

　竹中もまた──まあ人のことを言えたものじゃないが──指し導どう者しやとしてはお世せ辞じにも上じよう手ずとはいえない。

　けど、そんなの大した問題ではないだろう。あの子は絶対に、この指導を途と中ちゆうで投げ出すことはないだろうから。

　だからひなたちゃんにとってのみ、竹中はきっと名コーチたり得る。

　……ま。外出中だったとはいえ、ひなたちゃんが俺おれを頼ってくれなかったことに一いち抹まつの嫉しつ妬とに似た感情を抱かないことも無いですけれども。

「……おー？　なんか、ぷるぷるしてきた」

　シュートを放った直後、ひなたちゃんが不ふ思し議ぎそうに自分の二の腕をさすってみせる。まだ筋力が弱いから、だいぶ疲労が蓄ちく積せきし始めているのだろう。そうでなくたって、さっきまでずっとみんなでボール遊びをしてたのだから。

「少し、休もう」

　笑いながら、竹たけ中なかはまず自分がその場に座り込み、ひなたちゃんにも促うながす。……よし。

「おー。休きゆう憩けい」

　ぽすんと、ひなたちゃんもあひる座り。

「……なんか汗拭ふくもの、持ってるか？　そのままだと、風か邪ぜひくぞ？」

　至近距きよ離りで対たい峙じするひなたちゃんから恥はずかしそうに眼を逸そらしつつ、竹中がさらなる気き遣づかいを重ねた。くそう、やるじゃねーか。

「おー。ハンカチ、持ってきたはず。……あれれ？」

「どうした？」

「ハンカチ、無くなった。落としたかも」

「……あーあ。もったいないな」

「おー。もったいない事をした」

　目当てのものが見つからなかったらしく、まさぐっていた体たい操そう着ぎのポケットから手を出して、ひなたちゃんが肩をすぼめる。

　……って、ハンカチ？　……落とした？　……まさか。

「お気に入りだったのになー。むねん」

　ぺたんと内うち股またのまま、体たい育いく館かんの天てん井じようを仰あおぐひなたちゃん。

　……いや、大丈夫。ハンカチなら、きっと無くなってないぞ。……代わりに別の何かが、たぶんひなたちゃんがハンカチと間違えて持ってこようとした何かが今、俺おれのポケットの中でくすぶってるけどな……！

「……あ、明日あしたっ。探してやるよ。…………一いつ緒しよにっ」

「おー。ほんと？　わーい」

　苦く悶もんする俺の気も知らず、竹中とひなたちゃんはちょっと良い感じな空気を演出しはじめている。くそ、邪じや魔ましてやろうか……。いや、さすがにしないけど。

「おいおい、なんだこれ」

　と思ったら一人ひとり、本気で容赦のない方がいらっしゃった。

　呆あきれ半分で溜ため息いきをつき、真ま帆ほが体育館に一歩足を踏み込もうとする。

「ま、真帆ちゃんっ！　だめだよう」

　愛あい莉りが窘たしなめると、真帆は嗜し虐ぎやく的てきに八や重え歯ばを覗のぞかせ振り返り、

「嫌いやだね、邪魔してやる。なんだよナツヒのヤツ、さんざん引っかき回しといて、今いま更さらオイシイ思いなんてさせてやらねーっての」

「……こらこら、駄だ目めだ真帆。竹中はともかく、ひなたちゃんが自分でシュート練習頑がん張ばろうとしてるんだ。邪魔しないであげよう」

　ほんの一いつ瞬しゆん、そのまま真帆を行かせてしまおうかという悪魔の囁ささやきも聞こえたが、やはり思い直し、コーチとしてひなたちゃんの意志を尊重することにする。

「……えー？」

「ふふ、真ま帆ほ、私からもお願ねがいしたいな。ひなたのこと、見守ってあげようよ」

　嬉うれしそうに、智とも花かも真帆を説得しにかかる。

　……しかし、見守るというか。

　ここに来てから、合宿を始めてから。俺おれ、なんか覗のぞき行為ばかり繰くり返している気がしてならないのだが、思い過ごしだろうか……。

「わ、わたしも今は、そっとしておいてあげて欲しいな……」

「ほら、真帆」

　それから愛あい莉りと紗さ季きにも諫いさめられて、

「……ちぇ、しゃーねーな」

　不服そうな声と、楽しそうな笑えみで、真帆がようやく扉の陰に戻ってくる。







「おー。ぷるぷる直った。よし、もう一回」

　少しして、健けな気げな宣言と共にひなたちゃんは立ち上がる。

「…………なーひなた。どうしてそんな、頑がん張ばるんだ？」

　つられて腰を上げながら、竹たけ中なかは心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに彼女のやる気に満ちた顔を覗き込んだ。

　すると、ひなたちゃんは「そんなこと考えたこともなかった」とでも言いたげに、混乱した様よう子すでむー……としばらく唸うなったあと、

「いっしょが、いいから」

　ぱっと顔を上げ、自分の気持ちを表現する的てき確かくな言葉が見つかって良かった……とばかりに、微笑ほほえんで答える。

「いっしょ？」

「おー。ひなだけへたくそだと、みんないっしょに楽しくなれない。だから、頑張らないと」

「…………ひなた」

　聞いて、女バスみんなの瞳ひとみが慈じ愛あいで満たされていった。

「………………そっか。みんないっしょに、か」

「おー。だから、よろしく」

　俺たちが見つめる先で、二人ふたりはもう一度ゴールと対たい峙じする。

　それはまだ、やっと球が届くかどうかという、実におぼつかないシュートだけど。

　とても……美しいなと思った。

「……戻ろうか。今日きようは、ひなたちゃんの好きなようにさせて……それから竹中にも花を持たせてやろう」

　再びボールの音が響ひびき始めた体たい育いく館かんに、俺は背を向ける。

「……そうですね。あ、でも。……大丈夫でしょうか？　体たい育いく館かんの鍵かぎとか電気とか」

「あ、それは平気だろ、絶対」

「えっ？」

　智とも花かの懸け念ねんに、顔だけで振り返ってあっけらかんと返す。

　だってどうせすぐ近くに、ここの鍵を開いて電気点つけた犯人、隠かくれてるんだろうし。

　ピザといい、体育館といい。裏で手回ししてる輩やからがいるのは確かく実じつで、きっとひなたちゃんと竹中はもうそいつと顔を合わせてる。ならば、お墨すみ付つきが貰もらえてるってことだろう。

　ああ、そういえば。やけにこの学校セキュリティが甘いなって思ってたけど。

　とんだ勘違いだったのかもしれないな、それって。







　怖こわがる真ま帆ほの手を四人で交代に握り、小屋に帰き還かんして。

　数十分後。遅れて戻ってきたご両人に、全員で示し合わせた通り、ニヤニヤと粘っこい視し線せんをぶつけてやる。

「おー？」

「……な、なんだよ？」

　居い心地ごこち悪そうに顔を赤くする竹たけ中なかをからかいながら、俺おれたちは昨日きのうの遅れを取り戻すように、夜を笑いの渦うずで満たしていった。

　二日目が、終わる。
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─成長日記・♂（ＢＲＴ）─






「どうしてこう、女の子って風ふ呂ろ長いんだろうな」

「まったくだ。けしからん」

　竹たけ中なかと二人ふたり、風呂桶おけに並列で浸つかり、積せき年ねんの疑問を言葉にして漏もらす。しかも智とも花かなんて、上がってきたときは茹ゆで蛸だこみたいに真まっ赤かになってる始末だし。……あれじゃあきっと身体からだにも良くないと思うのだが。

「……つーか。いい加減お前も身体洗ってこいよ。邪じや魔まだ」

　隣となりから、すでに洗髪もろもろを終えた竹中が命令してくる。なにおう生意気な。

　けど、わりかし大きな湯ゆ船ぶねとはいえ男二人で体をくっつけて入ってるのは、確たしかにあまり気分の良いものではないな、ここは素直に従っておくか。

「あいよ」

　ざばりと立ち上がり、風呂桶の外に片足を出す。

「…………」

　と、その様よう子すを竹中がなぜか眉まゆ根ねを寄せて凝ぎよう視ししてきやがった。

「なんだ？　人の体をじろじろと」

「いや……。お前、なんか……薄うすくねえ？」

　滑った。落ちた。おぼれた。

「──がはっ。うううう薄くねえよ！　だ、誰だれだってこんなもんだよ！　ってかお前なんかゼロ・レクイエムじゃねーかっ！」

「なっ、なに言ってやがる！　小六上がりたてでゼロ・レクイエムはとっても普通だろうが！　自分の胸に手を当てて思い出してみろ！」

「………………ん。言われてみれば、そうか。……標準的には中二くらい、だよな？」

「いや中二は遅すぎだ絶対」

「う、うるせーっ！」

「な……まさか中二だったのかお前。……いや、その反応からすると中三まであるな？　あ、あはは。すまなかった！　軽い気持ちで余計なこと言ったわ。……オトナゲなかった！」

「お前も言うのかそれを！」

　つーかあるもん！　ちゃんと……あるもん……。

「……な、なんだよお前もって。意味、わかんねーし。そ、そろそろ先あがるからな！」

　取り乱す俺おれを見て気まずくなった様子で、竹中が風呂場から飛び出していった。

　くそ、小六にまでからかわれるとは。……いっそ死にたい。





＊






「ってあれ？　まだいたのお前？」

「──っ！」

　身体からだを洗い終え、もう一度湯ゆ船ぶねに浸つかってから更衣室に戻れば、なぜか竹たけ中なかが隅っこの方でしゃがみ込み、トランクス一丁で微動だにせず固まっていた。

「は、早いなお前！」

「ん、長湯は苦にが手てなんだよ。……どうした？」

　声をかけると、竹中は弾はじけるように手を後ろに回して立ち上がり、蟹かに歩あるきで自分の着替えの前まで移動してみせる。

「……何か、隠かくしてんの？」

「な、なんでもない！　何も隠してなんか無い！」

「…………変なやつ。早く服着ないと風か邪ぜ引くぞ」

「わ、分かってるよ！」

　……明らかに怪あやしさ満天なのだが、一糸まとわぬ姿で少年を問い詰めたりするのは生理的に憚はばかられたので、ひとまず俺おれも身体を拭ふいて服に手を掛ける。結局、俺たちが着替え終わったのはほとんど同時になってしまった。

「ふぁー、おかえりすばるん」

　更衣室を出ると、板の間には既すでに五つの布ふ団とんが並べられており、そのうち一つにはひなたちゃんが蛍けい光こう灯とうの明かりもなんのそのですやすやと熟じゆく睡すいしていた。

「みんな眠いだろ。ごめんね遅くなっちゃって」

「いえいえ。お風ふ呂ろ長かったの、私たちですし。……ではお休みなさい。長は谷せ川がわさん、夏なつ陽ひ」

「ん、お休みー」

「お、おうっ！」

「……？　なんだナツヒ。バカに慌あわてて」

「な、なんでもないっ！」

　吐き捨てるように叫んで、竹中は奥の和室に飛び込んでいった。

「長谷川さん……どうしたんです、あいつ？」

「……わからん。ん、とにかくもう寝よう。俺も行くね、みんなお休み」

「はい、お休みなさい」

「おおっ、お休みなさいっ！」

「……どうしたの、智とも花か？　君まで慌てちゃって」

「ご、ごめんな……さい」




「へ？」

　なんで謝あやまったんだろ。

「ふふ、ちょっとトモ、思い出し赤面中なので許してあげて下さい」

　何だか男女一名ずつ、様よう子すがおかしくなっていた。

　……でも本当にもう時間も遅いし、これ以上の追求はまたの機き会かいにするか。

　みんなに改めて挨あい拶さつした後、俺おれは和室へ引っ込み、竹たけ中なかの隣となりで床とこについた。





＊






「──さてと、そろそろか」

　そして深夜。がばりと半身を起こす。

　静かに布ふ団とんから抜け出し、横ですやすやと寝息を立てている竹中の枕まくら元もとへ。そこで手を伸ばして少年の頰ほおをぺちぺちと叩たたき、起こす。

「…………んあ？　……っ…………なんだよ……くぁ」

　眠たげに目を擦こする竹中に、お構いなしで告つげる。

「起きたか。よし、じゃあひなたちゃんのパンツ返しに行くぞ」

「……ああ、パンツな。よし、行くか………………ってなぜそれをっ──ふが！」

「（アホ。大声出すな）」

「（…………な、何のことだよパンツって！）」

「（今いま更さらとぼけても無む駄だだ。お前さっき拾っただろ、風ふ呂ろ場ばで）」

「（しししっ、しらねーよ！）」

「（いーや拾った。あそこに置いた俺が言うんだから間違いない）」

　──数刻、二人ふたりして無言で見つめ合う。

「（…………………………意味が、わからんのだが）」

「（お前がさっき風呂場で拾った『５－Ｃ　はかまだ　ひなた』と書かれたパンツ。……アレはな、俺がこっそり更衣室に放置したモノだ。あそこに置いておけば明日あした誰だれかが気付いて、回収してくれるだろうと思ったからな）」

「（………………つまり。あれはもともと、お前の持ち物だった……とでも言うのか？）」

「（うむ。まったくもってその通りだ）」

　刹せつ那な、真まっ正面から正せい拳けんが飛んできた。

　読み切っていた攻こう撃げきだったので俺はそれを平手でがっしりと押さえ込む。

「（こっ、この変態腐れロリコン野郎めっ！　殺してやるっ！）」

「（よく言うな少年っ！　一度自みずからの懐ふところに納めた時点で、もうお前に俺を糾きゆう弾だんする権利はねーのだよっ……！）」

　ぎりぎりと、拳こぶしと掌てのひらで力比べが続く。

「（ぐ……！　ち、ちがうっ！　俺おれはそんなつもりじゃなかったっ！　ただ何だこれと思って拾ってみて、ショックのあまり固まってたところにお前が風ふ呂ろから上がってきて、それで誤解されないように、つい……っ！）」

「（…………馬ば鹿か野郎っ！　俺も……同じだっ！）」

　掌一本で、少年を壁かべに貼はり付ける。

「（──え？）」

「（……俺だって、拝はい借しやくするつもりなんか無かった！　ただ、偶然拾い上げてしまったところに、智とも花かから声をかけられて思わず……隠かくしてしまったんだ……！）」

　沈ちん黙もく。

　闇やみ夜よに、漢おとこ二人ふたりの瞳ひとみが揺ゆれる。

「（し、信じられねえよっ……！　そんな戯ざれ言ごとっ！）」

「（良いさ。信じなくてもいいっ！　だが問題はな、竹たけ中なか！　今現在お前の手中に、ひなたちゃんのパンツが有るってことなんじゃないのかよ！　……良いのか。自分のポケットに、袴はかま田だひなたのパンツが収まる。それをお前、是ぜとする気かよっ？）」

「（──！）」

　がくり、と竹中が膝ひざから崩くずれ落ちた。

「（…………さあ、行こう。返しに。エブリシング・イン・イッツ・ライト・プレイスだ。そうすれば、救われる。俺も、お前もっ！　無事返へん還かんできたら、忘れよう、お互いに。この忌いまわしき過去をっ！）」

　肩に手を回し、失意の少年を抱き起こす。

　──俺と竹中夏なつ陽ひ、初めての共同戦せん線せんが結ばれた瞬しゆん間かんであった。







　音を殺しふすまを開くと、並べられた五つの布ふ団とんから、すうすうと穏おだやかな寝息がサラウンドで聞こえてくる。

　部へ屋やに一歩足を踏み入れた途と端たん、ほのかなシャンプーの香かおりが俺たちの鼻び腔くうを包んだ。

「（よし、行くぞ。慎重にな）」

「（くそ、最悪だ……）」

　目標は、板間に唯ゆい一いつ設置された大振りなロッカー。みんなあの中に鞄かばんを詰め込んでいたから、そこに戻しておけば問題あるまい。

　壁に沿って一歩一歩、抜き足で厳おごそかに進む。

　幸い布団は真まん中に寄っていたので、よっぽど散さん漫まんに歩かない限りは誰だれかの身体からだを踏んでしまうようなヘマを犯す心配もない。俺たち二人は、あっさり物入れの前まで辿たどり着いた。

「（……ふう。なんだ、意外とチョロいもんだったな）」

　心しん底そこ安あん堵どした様よう子すで竹たけ中なかが息を漏もらす。

「（油ゆ断だんはするな。こういうのは、得てして帰り道が危ないんだぞ。……とにかく、まずはとっととパンツを返そう、出せ）」

「（……）」

「（惜しいのか？）」

「（──ち、違うわっ！　ほ、ほらっ！）」

　竹中からパンツを受け取りつつ、空いた方の手で取っ手に手をかけ、ロッカーを開く。




　──大おお雪崩なだれが起きた。




「──っ！」

　扉の開くモーションに合わせて、上の方に積つみ上げられた荷物がフローリングの上に滑り落ちていき爆ばく音おんを響ひびかせる。見ればそれらはアサルトライフルやストラップだらけのファンシーな鞄かばんなど、ほぼ全すべてが真ま帆ほの所有物だった。どうしてこんないい加減な詰め方をするっ！

「……ほえ？　──な、なんだっ！　敵てき襲しゆうかっ!?」

　……などと憤いきどおる暇ひまも無く大声と共に飛び起きたのは、恐らくその当人である真帆。マズいっ。

　慌あわてて退たい避ひ場所を探すと、ちょうど滑り出た荷物ぶんスペースの空いたロッカーに、竹中が自分の体を押し込もうとしている最中だった。他ほかに隠かくれられそうな場所も無いので、自分も続こうとすると、

「（……え？）」

　無情に、突き飛ばされた。

「（悪いな、これ一人ひとり用なんだ……！）」

　な……こいつ最悪だ！　しかし抗こう議ぎの表情も虚むなしくロッカーは内側から閉じられてしまい、騒さわぎはどんどん波は紋もんを広げていく。

「ちょ、ちょっとなに、誰だれっ……！　眼鏡めがね、眼鏡どこ？」

「………………ふぇ？　ふわぁ……」

「ああもう見えない！　真帆っ、電気点つけて！」

「いいいっ言われなくてもっ！」

　紗さ季きに促うながされ、真帆が取り乱しながらも電灯のスイッチまで一いつ直ちよく線せんに走る。

　だめだ……バレる。……いろいろ、終わる。

　──ええい、ままよ！

「えいやっ！」

　……明かりが灯ともった……らしい。

　だが俺おれは相変わらずの闇やみの中で、息を潜ひそめる。

「あれ？　誰だれも、いない？」

　紗さ季きの声。

「はふ……な、なあにい？　……とかげさん？」

　これは愛あい莉り。なんだか寝ね惚ぼけてる感じだ。

「ふきゅー」

　ひなたちゃんは眠ったままだろうか。

　で、残る一人ひとりが──

「～～～～～っ！」

　頭からかぶった毛布の中、突如として侵入してきた俺と目を合わせてパニック寸前、と。

　うん、ごめんなさい！　本当にごめんなさい！　衝しよう動どう的てきに智とも花かが寝ていた布ふ団とんに飛び込んでしまいました……。

「（ごめん智花っ！　詳しい釈明とお詫わびはあとでちゃんとするから、今だけかくまってくれっ……！）」

　僅わずかかに外の光が漏もれ入るだけの暗くら闇やみの中、少女に向けて手を合わせる。もちろん虫が良すぎるのは百も承知、もし大おお騒さわぎされたらその時は潔いさぎよく死のう……と覚悟していたのだが、

「（ななっ、ななななななななっ何をなさってるんですか昴すばるさんっ！）」

　智花は慌あわてながらも、俺に倣ならって声だけは抑えてくれた。

「（違うんだ！　これは手段がこじれた結果であって断じて目的なんかじゃなくて…………ああ今は上う手まく説明できないけど違う！　とにかくゴメン！　謝あやまる！　この通りだから、真ま帆ほたちが落ち着くまでここにいさせてくれ！）」

「（ふ、ふぇえええええっ……！　そ、そんなあっ！）」

　涙目で赤面する智花。

　……それを見て、今さらながら良心の呵か責しやくに激はげしく追い詰められる。

　おいおい……。なにしでかしてんだ、俺。やっぱりこんなの──

「ちくしょーナニヤツだ驚おどろかせやがって！　どこに隠かくれたっ!?」

「（……っ！）」

　許されるわけがない──と更生の道に辿たどり着く寸前。不意に近付いてくる複ふく数すうの足跡に驚き、俺は防ぼう衛えい本能に駆かられてさらに智花の近くへと身を寄せてしまう。ああもう最低だ！

「（ご、ごめんっ！　ごめんね智花！　本当にごめんっ！）」

　至近距きよ離りで目を回す少女と、むせ返るようなミルク石せつ鹼けんの芳ほう香こうがパニックを呼び起こし、無意味な謝しや罪ざいばかりが口を衝ついて出る。閉へい鎖さ空間に漂う背徳感に冷静な思考力を奪うばわれ、俺はひたすら拝おがみ手てで智花に頭を下げ続けてしまうのだった。……まず布団から出て行くのが先決であるのは明らかな状況なのに。

「（自分でも身勝手すぎるのはわかってる！　でもごめん！　本っ当にごめ……え？）」

「（………………おっ、落ち着いて、下さい……。そんなに激はげしく動いたら、真ま帆ほたちに見つかってしまいます……）」

　さらに拝おがみ倒していると突然、智とも花かが俺おれの手に触れつつそう諭さとした。眼を逸そらし、口元を震ふるわせる様よう子すから、彼女も未いまだ慌あわてているのは明らかだが、俺のあまりにも無ぶ様ざまな取り乱し方を見て呆あきれたせいか、一時期よりはいくらか我われに返りつつある様子だった。

「（智、花……？）」

「（もう事情は、なんとなくわかりましたから……。その……こちらに来たのは、べ、別にこんなことするのが目当てだったんじゃ、ないん……ですよね？）」

「（も、もちろんだ！　それは誓う！　断言するっ！　来たのはちゃんと他ほかの目的があったからでっ！）」

　……その『他の目的』も絶対に口に出来る類たぐいでないことが非常に苦しいのだが。

「（……なら、わかりました。……信じます、昴さんのこと。真帆たちが諦あきらめるまで私がかくまいますから……どうか落ち着いて下さい）」
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「（……と、智花っ！　……うう、ありがとう）」

　ああ、湊みなと智花様っ。君はなんて出来た子なんだ！

　……などと、涙混じりに安あん堵どしかけたとたん。今度は布ふ団とんの外がにわかに静まり、伴って空気が張り詰めるような気け配はいを感じた。どうやら、起きた三人が一カ所に集まりつつあるようだ。……おそらく、ロッカーの前に。

「ここね。荷物、だだ漏もれだし」

　……そりゃそうだ。ちょっと考えてみれば当たり前の話だった。

「おし、開けるぞ。みんな武器は構えたかっ？」

「うん、いつでも良いわ」

「……と、とかげさん、ここにいるの？」

　く、万事休すか。……ダメだな。連れてきた手前もあるし、あいつに疑惑が向く前にやっぱり俺おれが自首するしかあるまい。嗚あ呼あ、さらば青春の日々よ。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込み、飛び出す覚悟を決めた。……次の瞬しゆん間かん。

「──きゃっ、何よこれっ！」

「ふわあっ、目にっ！」

「な──あたしのきな粉こ弾だんっ!?」

　三人が慌あわてふためきながら床ゆかを鳴らし始める。どうやら竹たけ中なかがロッカー内部で拾ったきな粉弾を爆ばく発はつさせたらしい。ナイス機き転てん！

「（──世話になった智とも花かっ！　お詫わびはまたあとで！）」

「（あ……！　…………うう。心しん臓ぞう、破裂しちゃうかと思ったよう……）」

　この機に便びん乗じようしない理由はない。智花に手を合わせてからろくに返事も聞かず布ふ団とんを飛び出し、煙にまみれて玄関の戸にちょうど手をかけたところだった竹中に続く。そのまま二人ふたりとも裸足はだしで全力疾しつ走そうし、中庭のベンチ前でようやく止まって息をついた。

「はあっ……はあっ……でかした、竹中」

「馬ばっ鹿か野郎、死ぬかと思った……！　……どうやって戻るんだよ、これ」

「……トイレにでも行っていたことにして、ほとぼりが冷めた頃ころに戻るしかないか」

「トイレって中じゃねーか」

「……じゃあ、急に走りたくなったとか」

「はあ？　なんだそれ。……まー、まんざら噓うそでもねーけど、くくっ」

「……はは」

　なんとなく笑えみを交かわし合ってから、二人してどかりとベンチに腰を落とす。







　そのまま風を浴び、しばらくぼんやり月を眺めていると、

「……お前、どう思ってんの？」

　背もたれに両りよう肘ひじを乗せてふんぞり返った竹中が、前置きも無しに呟つぶやいた。

「どう、って？」

「球技大会のこと。……作戦とか」

「……あー」

　いけない。そういや、今の今までそれどころじゃなかったので具体的な案はまだ何一つ無い。

　……ただ、まあ。

「別に考えて無いけど。でも、球技大会に向けてってんなら別に、何もしなくて良いんじゃないか？　出るんだろ、お前。真ま帆ほと……みんなと一緒に」

　夜空を仰あおいだ少年の顔を覗のぞき込みながら訊きき返すと、

「……いちいち、確かく認にんするなバカ。ムカツクやつだな」

　そんな不ふ機き嫌げんそうな答え。ふふ、ほんと素直じゃねーヤツ。

「なら作戦もクソもないっしょ。勝てるだろ、特別なことしなくても。お前と智とも花かがそろい踏めば」

「スタメンは？　誰だれが、外れるんだよ？」

「……ん」

　そうか……。言われてみれば、それは確たしかに重要な問題だった。

「……ルールは、どうなってるんだ？　途と中ちゆう交代とか」

「エントリーがそもそも五人と掛け持ちオッケーの補欠が一人ひとりなんだよ。だから誰かが怪け我がでもしない限り、交代無し」

　あちゃー、それは完全に想定外だ。

「……俺おれ、たぶん試合当日は来られないからノータッチだし、あとは雰囲気で……なんて？」

「ざけんな、お前が合宿計画したんだろ。ちゃんと仕事しろ」

　ですよねー……。いや、首しゆ謀ぼう者しやは俺じゃないんだけどな、本当は。でも今いま更さら言ったところで何にもならないし、口には出さない。

「……おいおい、無む茶ちや苦く茶ちや難なん題だいじゃんか」

　暫ざん定てい的てきとはいえ、それは誰かに戦力外通告を叩たたきつける事に他ほかならず、実に気乗りのしない話であった。むしろ仲直りに向けて奔ほん走そうしている方が、明確な答えがあるぶんよっぽど安易だったと言えるほどの。

「──なあ、約束しろ。……………………ひなたは、外すな」

「…………」

　重々しく隣となりから響ひびいた声に、答えあぐねる。確かに現状の能力を比較すれば、それが一番ドライな解答になるのかもしれない。だから竹たけ中なかがそう懸け念ねんするのも、無理のないことだろう。

「あいつ、頑がん張ばってるから。今はまだまだでも、チャンスだけは与えてやって欲しい」

　……気持ちは、分かる。っていうか俺だって同じ思いだ。

　ただ、一つ。

「……頑張ってるってんなら、ひなたちゃんだけじゃない。それを理由にするなら、愛あい莉りも、紗さ季きも、真ま帆ほも智とも花かも。誰だれ一人ひとり外せないし、外したくない」

「でも、バスケは六人じゃ出られない」

「…………わかってるよ。そんなこと」

　参ったな、これは。どこにも正解らしいものが見あたらない。

　それから二人ふたりとも語る言葉を尽かし、無言のままで時間が過ぎる。

「………………どこ行く？」

　しばらくして、跳はねるように竹たけ中なかが立ち上がった。

「戻って、寝る。……確たしか、窓の鍵かぎかけてなかったはず。和室の」

「……それは、でかした。………………ん。じゃあ、お休み。俺おれももう少ししたら戻るから、鍵閉めないでおいてくれな」

「ああ。………………なあ、明日あした──」

「え？」

「…………いや。じゃーな。また、明日」

「………………おう。また、明日な」

　何か言いたげなその態度は当然気になったけれど、今日きようはもう送り出すことにした。

　竹中が小屋の方に向かい、校舎の陰に姿を消した頃ころ、自然と口が動き出す。

「明日、か。ちゃんと肚はらを決めておかないとな。……俺も、明日までに」

　言葉にしてみて、何となくふっと苦笑混じりの溜ため息いきがこぼれた。




「残念。お前に明日とかこねーっぽいよ？」




「──っ！」

　しかし次の瞬しゆん間かん。真後ろから響ひびいた声が、そんな小気味よい空気を指先一つで弾はじき飛ばす。

「……ミホ、姉ねえ」

　体が固まり、振り返ることすら出来ない。動いた途と端たん……狩られることを知っているから。

「いやー、ここにきて夜よ這ばいとは。とうとうガチでやらかしたなあ昴すばる。……嬉うれしいよ。久しぶりに、心置きなく手加減抜きで可愛かわいがってやれそうでさ。……何か、言い残すことはある？」

　……とは言っても。

　動かなかったところで、どのみち狩られるのであるが。




　その後、ありとあらゆる寝技絞しめ技関節技の実じつ験けん台だいになりながら必死の釈明を試みて、ようやく疑念が晴れた頃にはもう、東の空がこうこうと朝日に満たされていたのだった……。








＊






「──ど、どーいう事だよナツヒっ！」

「どうもこうもないだろ。言ったまんまだ。……球技大会は、女バスだけで戦え」

　ひどい寝不足のままで迎えた合宿最終日の朝。締しめの練習をすべく皆で体たい育いく館かんに赴おもむき、手始めにいつも通りストレッチを言いつけようと集合させたところで……竹たけ中なかの口からそんな宣言がなされた。

「な……なんでだよっ！」

　驚おどろきをあらわに、食ってかかる真ま帆ほ。

「夏なつ陽ひ……。あんたまだやっぱり、私たちとは一いつ緒しよにバスケしたくないってわけ？」

　続いてきつい口く調ちようと、寂さびしそうな表情で。紗さ季きが素そっ気けなさを装よそおって、装っているのがバレバレの態度で、訊きいた。

「いや。…………そうでも、ない。……けど」

「……けど？」

「今回は……任せても良いかなって。お前ら、五人に」

　視し線せんを着地させる場所が定められないといった感じであさっての方向を見上げながら、竹中が後ろ髪を搔かく。

「竹中君……」

　智とも花かが恐きよう縮しゆくするように微笑ほほえんだ。もしかしたらこの子は独ひとり、抱えていたのかもしれない。自分が身を引いて真帆と竹中を並び立たせる覚悟と、そうすることで生じる根本的な矛む盾じゆんとの葛かつ藤とうを。

「──っ。か、勘違いするなよ！　別にお前らのためってわけじゃねーから！　ただ……見てみるのも悪くないかなって思っただけだ！　お前らじゃなくて、男バスのみんなを、外側からなっ。そんな事出来るのって、よく考えたら滅めつ多たにないチャンスだし。キャプテンとして、そーゆーのも結構大事だし、きっと！」

　しどろもどろな釈明は、明らかに本音を隠かくそうと必死な心情が見え隠れしていたけれど、おそらくは１００％出鱈でたら目めってわけでもないのだろう。……もしかしたら竹中は、里心にほだされてしまったのかもしれない。真帆の、ひなたちゃんの、女バス五人それぞれの、バスケに対する熱ねつ意いを通して、自分の仲間の存在を深く意い識しきしてしまい、６－Ｄのバスケチームを敵として見られなくなったのかも。

「で、でもさっ……！　それじゃ球技大会はっ」

　まだとても納なつ得とくがいかないといった様よう子すで真帆が食い下がる。ようやく仲直りしたところでの肩かた透すかしに、戸と惑まどい以外の感情を見いだすことが出来ないのだろう。

　焦しよう燥そうする真ま帆ほ。それを一いち瞥べつした竹たけ中なかはふっと口角を上げ、

「なんだお前、やっぱ俺おれ無しじゃー勝てる気しねーのか」

　大おお仰ぎような不ふ遜そんさで、大おお袈げ裟さな不遜さで、待ってましたとばかりに挑発を放った。

「……え」

　引ひき留とめることで頭がいっぱいになっていたせいか、そんなわざとらしい言葉にも関かかわらず、真帆は虚きよを突かれて絶句してしまう。

「……勝ってみせろよ、あいつらに。俺の、チームに。お前がこれから本気でバスケやる気あるんなら、なんとかしてみせろ。湊みなとだっているんだし。……それができたら、少しくらいなら認めてやっても良い。……お前の──お前らのこと」

「……夏なつ陽ひ」

「………………………………へんっ、何をえらそーに！　……面おも白しろいじゃんか！　そこまで言うんなら見せてやんよ、あたしたちの実力をっ！　てめーは大人おとなしく見てやがれっ！」

「おう。……せいぜい、見せてみやがれ。──おい。じゃ、そーゆーことになったから」

「……じゃ、じゃねーっての」

　俺の方をちら見してしれっと報告する竹中に、苦にが笑わらいで抗こう議ぎを返す。

「なんだよ、不服か？　やっぱり俺に出ろって言うのか、お前が？」

「そうじゃねー。いまさら他人行ぎよう儀ぎな態度は止やめろって言ってんの。少なくとも球技大会までは、お前もチームメイトなんだから。試合には女バスのみんなで出ろって、そう言ってくれたことには……お前の決断には、敬意を表する。けど、こっちはお前と真帆の仲直りに時間割さいたせいでぜんぜん作戦考える暇ひまなかったんだからな。その責任は取ってもらわないと」

　そうとも。お前の仲間はもう、男バスだけじゃあないだろ。……仲間と戦いたくない。それは許す。けど、仲間の前で一人ひとりだけサボる。それは許さん。だから……

「責任？　どうしろってんだよ」

「明日あした──いや、今日きようから大会まで一週間、お前もコーチだ。女バスの練習に毎回付き合って、みんなのサポートをしてもらう」

「──はあっ!?」

「ちなみに拒否権はありません。馬ば車しや馬うまのようにこき使ってやるから覚悟しときな」

　交渉であるならば、本来もう少し下した手てに出るべきであったのかもしれない。でも、確かく信しんがあった。この子は受けてくれるって。

「………………くそ、わかったよ。その横おう暴ぼうな感じ、美み星ほしにそっくりだなお前」

「究極の侮ぶ辱じよくだな、それは」

　謝しや罪ざいと訂正を要求したいところだったが、感謝に免じて飲み込むことにする。

「……ふふ、ありがとね、夏陽。でも、出る種目無しで良いの？　あんただって球技大会、楽しみにしてたじゃない。あのさ、半分は私がベンチでも良いよ？　６－Ｄ戦以外にも試合はあるんだし。……決勝だけ、私たちに任せてくれれば」

　頰ほおを引きつらせていると、紗さ季きが間に入ってきて、自みずからの胸に手を置き慈じ愛あいに満ちた笑えみでそんな打診をした。

「いや、いーって。……ほら、あれだ。中学行ったらまたきっと、補欠スタートだろ。いくら俺おれでもさっ！　その時ちゃんと我が慢まんできるように、今から忍耐力つけておかないといけないしな！　はは、はははっ！」

　けれども竹たけ中なかは笑って提案を受け流す。言いい訳わけはまたしてもへたくそ極きわまりなかったけれど、誰だれもそのことを問いただそうとはしなかった。

「……竹中君って、優やさしいんだね。ごめんね、わたし今まで……少しこわい人だなって、思っちゃってた」

　代わりに愛あい莉りが、若じやつ干かん文脈を汲くみ取りすぎた称しよう賛さんを漏もらしてしまったが。この子は根が純真すぎる故ゆえに、意図せず地雷を踏み込んでしまうタイプかもしれない。

「──っ！　何言ってんだバカ！　そ、そんなことよりっ！」

　案あんの定じよう激はげしくたじろいだ竹中は、愛莉に赤面を向けたかと思えば勢いよく首をぶん回し、もう一度俺おれを睨にらみ付ける。

「ん？」

「お前、俺になんかさせるったって、少しくらいは対策考えてるのかよ？　何も決まってないのに手て伝つだえとか言われても、そんな無む駄だ骨ぼねお断りだぞ。それと俺、あいつらの作戦は漏もらさないからな。そんな、友達売るみたいな真ま似ねはできねー」

　にゃろう、話題逸そらしにかこつけて痛いところを。

　……けど、実はその辺、もう全くの無む為い無策ってわけでもない。夜中、ミホ姉ねえに締しめ上げられながら、気付いた。思えばこの子たちにはもう、男バスにも負けない長所が、武器が備わっているのだ。そのことを、俺はこの合宿で再さい認にん識しきすることが出来た。

　だから決めた。女バス五人で勝利を目指すのであれば、あと一週間、ひたすらにそこだけを研とぎ澄すますしかない。

「心配無用だ。完かん璧ぺきって訳でも無いが、やるべき事は見定めてる。あと、安く見るな。俺のプライドにかけて、作戦なんて訊きかねーよ」

「……ふん」

　興きよう味みなさそうにそっぽを向きつつも、ほんの少しだけ、竹中の表情には安あん堵どの色が感じられたような気がした。自うぬ惚ぼれかもしれないけど。

「………………そうだ。でもやっぱり、サービスで一言だけ忠告しておく。これは挑戦状だ。男バスからの。──おい、湊みなと」

「ふぇ？」

　不意に呼びかけられて、智とも花かはきょとんとした顔を竹中に向ける。

「お前、今度は苦労するぞ。あいつらもこの前、お前を止められなくてすげー悔くやしかったんだ。……俺おれと、同じにな。だから今度は完かん璧ぺきに押さえてやるんだって、最近ずっと必死で二人がかりダブルチームの特訓してる。もうこの前とは、モノが違う」

「う、うん……！」

　不ふ遜そんな笑えみを受けて、智とも花かが顔を引ひき締しめる。……っておいおい、サービスしすぎじゃないのか。

「ありがとな、竹たけ中なか」

「……違う。言ったろ、ただの忠告だって。湊みなと一人ひとりに頼る気なら、６－Ｃに勝ち目はないぞって、伝えたかっただけだ」

「……肝きもに銘めいじておくよ」

　でもまあ、初めからそんなつもりは毛頭無かったが。竹中にしてもそれを漠然と察していたからこそ、釘くぎをさす意味で伝えてくれたのだろうけど。

「よーし、じゃあ早速──ううん、違うな。ようやく、始めるか。６－Ｃバスケチームの、本当の合宿を」

　みんなを促うながし、コートに立たせる。

「……ったくもー、これで負けたら、締まらないことこの上ないじゃない。……また本気で、頑がん張ばらざるを得なくなったわね」

　紗さ季きが呆あきれ笑いをだんだんと精せい悍かんな顔つきに変えながら、決意を表す。見れば彼女だけではなく、誰だれもが夜明けを、朝日を受け止めて。瞳ひとみに強い輝かがやきを宿していた。

　そうしてこの日、二泊三日の激げき動どうは幕を閉じ、

　一週間の激げき闘とうの、新たな幕が切って落とされた。
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【月げつ曜よう日び】






　いよいよこの日から、６－Ｃバスケチームは球技大会優ゆう勝しようを目指し本格的に始動する。

　昨日きのう行った作戦会かい議ぎで決めた特訓の内容は大まかに言えば二つ。一つは全体練習で、そしてもう一つが前回の対抗戦同様、チームをＡ・Ｂに振り分けた個別練習である。

　ただし組み合わせは以前と異なり、




《Ａチーム：智とも花か、紗さ季き、愛あい莉り》

《Ｂチーム：真ま帆ほ、ひなたちゃん》




　という面子メンツ。

　──そしてＢチームの指し導どうは、大会までの臨りん時じコーチである竹たけ中なか夏なつ陽ひに一任した。

　もちろんその事に、不安がないと言えば噓うそになる。本当は俺おれ自身で全員にあれこれお節せつ介かいを焼きたい気持ちでいっぱいだ。けれども今回は、はやる気持ちを抑おさえ分担作業による能率化を徹てつ底ていしようと心に決めた。チームメイトとしての竹中を信じて、二人ふたりのことを委ゆだねてみようと思ったのだ。

　……ただ、とはいうものの。

「どうだい、調ちよう子しは？」

　まったくノータッチを貫くというのもなんだかわざとらしいし、こんな風ふうに機きを見て様よう子すを覗うかがいに来る程度は別に問題ないだろう。もちろん現在Ａチームは休きゆう憩けい中ちゆうなので、自分の領分を疎おろそかにしているわけでもないしな、うん。

「おっ、やっほいすばるん久しぶりっ」

　横に立つと、練習の動きを止めぬままで真帆が上じよう機き嫌げんに返事してくれる。

「はは、久しぶりって。チーム分けしてから一時間もたってないぞ。……それにしても真帆、さっきからずっと休み無しで頑がん張ばってるな」

「とーぜんっ！　これ以上６－Ｄのヤツらにでかい顔させるわけにゃいかねーからなっ！」

　あー、そういやそれが理由なんだっけ。彼女たちの直接的な諍いさかいからは蚊か帳やの外にいる身なので、うっかり忘れかけていた。

　けどまあ、どのみち細かいところは関係無いか。みんなが望んで本気の勝負に挑むのであれば、それだけで俺は『絶対に負けさせたくない』と感じてしまうのだから。

「そっか。……けど、無理だけはしないでな。疲れたら、ちゃんと休憩とるんだぞ？」

「あいよ！　けどまだ全然へーきっ！」

　そう言うと思った。まあ、見た感じ強がりでも無さそうなのでお節介はこれぐらいにしておこう。

　……それよりも今は、

「ところで、ひなたちゃんは？」

　まずこちらの方を訊きいておかないと。辺あたりを見回しても姿が見えないのである。

「あれ、いない？　さっき少し休むって、ステージんとこに座ってたと思ったけど」

「──ひなたなら、水飲みに行ったぞ。十分くらい前」

　脇わきから補足してくれた竹たけ中なかの言葉に、何となく引っかかりを覚える。

　十分、か。ついでにお手洗いとかに行ったかもしれないから、まだ心配するほどではないのだろうけど……。

　どうしても脳のう裏りをよぎってしまうのは、あの男女対抗戦前の特訓。

　愛あい莉りに膝ひざ枕まくらされたひなたちゃんの、弱々しい微笑ほほえみだった。

　……途と中ちゆうで倒れたり、してなければ良いんだけど。







　で、結局我が慢まんできなくなりまして。

　俺おれは単身外に出て、体たい育いく館かんとグラウンドに挟まれた水飲み場を目指す。

　ほどなく、幾つも並んだ蛇じや口ぐちの前に到達するが、生あい憎にくとそこにひなたちゃんの姿はない。

　やはりトイレに寄っているのだろうか……などと思いながら視し線せんを水飲み場から右に動かし、隣りん接せつする、鉄棒やうんていが設けられた広場に目を向けた瞬しゆん間かん、

「──おわ」

　なんとも奇妙な光景に、図らずも声が漏もれた。

　五つ並んだ鉄棒の一番低いところに、ひなたちゃんが両手でぶら下がっていたのだ。

　いや、ぶら下がるというのは正せい確かくではないか。なぜならひなたちゃんの両足はしっかりと地面に付いているのだから。

「何、してるのかな……？」

　聞こえぬ程度に率直な疑念を漏らす。

　こちらに背を向け、身体からだを傾斜させて鉄棒にしがみついた小柄な少女は、その体勢のまま蟬せみの脱け殻がらのようにいつまでも微動だにしないのだった。

「──あ」

　しかし、声をかけようかと思い数歩前に踏み出した瞬間、その真意を悟る。

　微動だにしない、という認にん識しきもまた、どうやら間違っていたようだ。

　ひなたちゃんはその実、動いていた。小刻みに、震ふるえるようにぷるぷると。

　……そっか、つまりこれって。

　斜めけんすい。

　──ひなたちゃんなりの、筋力トレーニングだったんだ。

　腕の力の弱さを自覚してしまった少女が、自分の知ち識しきと経けい験けんをフル動員して、それを克服すべく導みちびき出した結けつ論ろんなんだな、きっと。

「……みゅー」

　不意に小さくうなり声を発するひなたちゃん。けれども、その身体からだが持ち上がる気け配はいは一向にない。もしかしたらまだ、彼女にとってこの運動は尚しよう早そうなのかも。

　そもそも、試合は一週間後なのだ。今から筋肉を鍛きたえても、効果を得るにはあまりにも時間が足りなすぎる。

　けど。

「（……がんばれ）」

　俺おれは踵きびすを返し、唇の動きだけで呟つぶやいてこの場を離はなれることにする。

　だってひなたちゃんが、自分で考えて出した答えなのだ。

　ならそれは、正解だ。

　たとえどんな専門家が不毛と唱えようと、俺が無む理り矢や理り花丸付けてやる。

　だから、がんばれ、ひなたちゃん。

　体たい育いく館かんへの帰路を辿たどる途中、自然と両の拳こぶしにぎゅっと力がこもった。





♠×♥







【火か曜よう日び】






「よーしっ、そんな感じ！　すごいな、もう結構コントロールできるようになってきたじゃないか！」

「いいえっ、まだダメですっ！　もう１セットお願ねがいします！」

「いや、今日きようはもう終わり。朝ご飯まで時間もあまりないし、やりすぎると手首に負担かかっちゃうから」

「でもっ！」

「智とも花か、言っただろ。オーバーワークは逆効果だ。身体をいたわるのも、大切な仕事」

「……っ。はい……」







　智花との朝あさ練れんを少し早めに切り上げて、ベンチに並んで腰掛け朝日を浴びる。

　すぐシャワーの譲ゆずり合いを始めなかったのは、お互い色々と話したいことが溜たまっていたからかもしれない。

「……だめだなあ、私」

　不意に。頰ほおを自分の掌てのひらで包み込みながら、智とも花かが溜ため息いきを漏もらした。

「え、なんでさ？　すごく良い感じじゃないか。もう少しで、実戦にだって使えるよ」

　ちなみに昨日きのうから、智花にはちょっとした新技を練習してもらってる。そんなに派は手でなものじゃないけど、この分だと日にち曜ようの試合では、すごく役に立つはずだ。

「……えへ。ありがとうございます。でも今は、ちょっぴり後悔です。……私、今まで本当に、自分で抜くことしか考えて無かったんだなあって。……もっと、みんなの役に立つための練習、していれば良かった」

「あはは。ポイントガードの楽しさに、気付いちゃった？」

　やっぱりまだ、他ほかに出来る子がいないから。本来生きつ粋すいの前衛フオワードであるはずの智花へ今回もゲームメイクの役目を託さなければいけないことに、少しだけ申もうし訳わけなさを感じていたけど。

　そんなの余計な心配だったかな。

「……わかりません。ただ今は、みんなのために出来ることを一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばろうって思います。真ま帆ほや紗さ季きが、愛あい莉りやひなたが楽しくバスケするのに、私が少しでも手助けできるなら……それは、とても嬉うれしいことですから」

　そう言って智花は、リングを仰あおぐ。

「……そっか」

　かつてはこの不器用なほどの一いち途ずさが、この子自身を傷つけてしまったのかもしれない。

　だからこそ、今。智花があるがままで笑え顔がおを共有できるあの場所を、俺おれも大事にしてやりたいと思う。

　だってその一途さに救われて、今の俺が在るのだから。

「よし。それならあえて……『お願ねがい』はしないよ。頭は下げないで、コーチぶって偉そうにふんぞり返って、今さらだけど正式に任命しちゃいます。……湊みなと智花君。君は、今回も司令塔として、みんなのアシストに回ってくれたまえ」

　冗じよう談だんめかしてそう伝えると、

「ふふっ。……はい、コーチ！」

　智花も笑いながら、小さくガッツポーズを作ってみせてくれた。
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【水すい曜よう日び】






「えっ、今からかい？」

「急な申し出で、すみません。でも、私にももう少し何か、出来ることはないかなと……」

　全体練習を完了して、チームを二つに分けた矢先、そんな風ふうにおずおずと打診してきたのは紗さ季きだった。

「ふーむ……」

　腕を組み、悩む。ちゃんと自分の役割を全まつとうすべく真しん摯しに練習へと取り組んでくれている紗季に、これ以上課か題だいを与えても過重練習になりかねず、しかも残された時間を考えると出来る事なんて本当に限られてしまうわけで。

「長は谷せ川がわさん……」

「………………………………ん。よし、わかった」

「──っ！　ありがとうございます！」

　でもやっぱり、多少リスクを覚悟してでも紗季の気持ちを尊重することに決める。

　先ほどからちらちらと、竹たけ中なかの元で一心不乱に練習を重ねる真ま帆ほとひなたちゃんに落ち着かない視し線せんを送る仕し草ぐさに気付いてしまった今、とても我が慢まんしろなんて言えないものな。

　この子の対抗意い識しきは、希け有うで大切な武器なのだから。それをないがしろにして、萎なえさせてはいけない。

　さて。それでは実際問題として、何の練習をしてもらうか……だが。

「…………じゃあ、思い切って紗季には新しいメニューに進んでもらおう。真帆もまだ、やってないやつを」

「──あ！　はいっ！　是非お願ねがいしますっ！」

　提案すると、さらに強く表情を輝かがやかせる紗季。あはは、そう来ると思った。

「了解。でも、あまり余裕はないから、教えてあげられるのは入り口までだ。まだ、ちゃんとした紗季の特技になるところまでは仕上げてやれないと思うけど、構わないかい？」

「……はい。それでみんなの、役に立てるのであれば」

「うん、そこは保証します。よし、なら時間も勿もつ体たいないし、早速始めようか。──愛あい莉りと智とも花かは少しだけ、二人ふたりでいつもの練習しててもらって良いかな？」

　伝える途中で首を捻ひねり、傍そばで待たい機きしていた二人にも水を向けると、

「はいっ！」

「……わ、わかりましたっ！」

　紗季の決意に感化された様よう子すで微笑ほほえんだ智花、続いて逆に顔つきを引ひき締しめた愛莉も大きな声で返事してくれた。

「ではお願いしますっ、長谷川さん！」

　再び視線を戻すと、アイガードの少女はボールを両手で握りしめ、俺おれを見上げてまっすぐに背を伸ばす。

「了解。……けど、その前に覚悟しておいて欲しい。今から教える練習、かなり地道な単純作業だから。もしかしたら……すぐ飽あきちゃうかもしれないよ？」

　気き概がいを推おし量はかる意味も込め、ちょっとだけ意地悪に尋たずねてみると、紗さ季きは躊躇ためらうことなく胸を張って言う。

「心配無用です！　去年、ウチで働いてる調ちよう理り師しさんが急病で入院してしまったとき、私、お手て伝つだいで毎日二時間、ずっとキャベツの千せん切ぎりしてましたから。……あれに比べたら、たとえどんな単純作業でもボールに触れるだけで楽しくて仕方ないです」

「……わはは、お見それしました」

　正直、舌を巻いた。つーか俺おれだったら、そんなの耐えられる気がしない。

　いや、そもそもキャベツの千切り自体、出来ないんだけど。
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【木もく曜よう日び】






「本当にごめんなさい……。相そう談だんに乗ってもらっただけじゃなく、こんな事まで……」

「ははは、良いって良いって。ってか、嬉うれしかったよ。頼ってくれて」

「……長は谷せ川がわ、さん」

　放ほう課か後ご。携帯に届いたメールを開くと、内容は愛あい莉りからの真剣な相談事だった。

　ならば直接会って話をしようと伝え、俺は急きゆう遽きよ同好会を欠席して、香か椎しい家けの近所らしい河原かわら沿いの公園で彼女と待ち合わせたのだった。

　もちろんドタキャンのせいで葵あおいは超不ふ機き嫌げんになってしまったが……今は仕方あるまい。少なくとも球技大会までは、女バスが最さい優ゆう先せんだ。

　愛莉の相談内容はやはり試合に関することで、要約すると『自分はこんな役立たずで良いのか』といった類たぐいだった。

　おそらく四人が基本の特訓に加えて新たな修練を始めている事を不安に感じたのだろうが、前々から思っている通り、愛莉には出来る限りじっくりとバスケに向き合って欲しいわけで。

　だから俺はその信念に従い、「今は焦あせらず自分のペースで練習すればそれで良い。それに愛莉はもう十分大事な選せん手しゆだよ」と根気強く説得を重ねたところ、ようやく先ほど、ほんの少しの笑え顔がおを引き出すことに成功する。

　しかし、それでもまだ完全には不安を拭ぬぐってやることができなかったようなので、今度は「それなら基き礎そ体力を付けることが今の愛莉にとって最大の課か題だいだ」と伝え（その実噓うそではないし）、最終的には俺から誘って二人ふたりでロードワークに繰くり出したのだ。

　ただまあ今日きようの愛莉の出いで立たちは、白いウィンドブレーカーにスパッツ、それにランニングシューズという組み合わせだったので、もしかしたら誘うまでもなくこの後は走り込みをするつもりだったのかもしれないけれど。

　それでも、折せつ角かく頼りにしてくれたのだ。話だけしてさようならというのも味気ないし、なんだか冷たすぎるだろう。できればこうして俺おれが付つき添そうことで、ほんの少しでも愛あい莉りに安心感を与えてやれれば良いのだが……。

「──今さらだけど、愛莉は良いところに住んでるね。こんな最高のジョギングコースが近くにあって、羨うらやましいよ」

「……はっ……はっ……そうですねっ、ここは昔から、わたしもお気に入りです」

　待ち合わせた公園をかすめ通る、川沿いの散歩道を共に走りながら素直な羨せん望ぼうを伝えると、斜め前を僅わずかに先行して走っていた愛莉は息を切らしつつ、振り返ってにっこりと微笑ほほえんでみせてくれる。

　その背景では、きらきらと水面に反射する西日が、まるで少女の努力を祝福するように輝かがやきを振ふり撒まいていた。

「……ねえ愛莉。バスケは、どう？　続けられそうかい？」

　美しい風景に後押しされたのだろうか。今まで訊きくのが少しだけ怖こわかったような直球の質問が、ぽろりと俺の口から滑り出てくる。

「……」

　愛莉は惑まどうように、しばらく何も答えず、まっすぐ前を見て走り続けていたが……やがて。

「…………本当は、まだ。ボールも、相手の選手さんも、すごく怖いです。……でも、頑がん張ばって続けてみます。怖いことも多いけど、それよりもっとたくさんの、みんなと一いつ緒しよに楽しく過ごせる時間が、コートの中にはありますからっ」

「……よかった」

　並びかけ、俺は真横から感かん悦えつを向ける。

「えへへ──」

　つられて愛莉もこちらを見て、照れくさそうに笑って──くれたのだが、

「──あ──きゃあっ！」

　次の瞬しゆん間かん、よそ見させてしまったせいで愛莉は小石に躓つまずき転んでしまった……！

「ご、ごめんっ！　俺のせいでっ！」

　慌あわてて足を止め、倒れた少女の許もとでかがみ込む。

「や、やだ、恥はずかしいなあ……」

　表情を覗うかがうとはにかみ一色で、どこかを痛がるようなそぶりはないので大事には至らなかったようだが……。

「──あ。膝ひざ、擦こすっちゃったな……。ほんと、ごめん」

　見ればスパッツの裾すそ下した、愛莉の膝小僧が少し赤みを帯びている。幸い皮ひ膚ふが切れたり血が出たりはしてないものの、砂にまみれてきめ細やかな肌が汚れてしまっていた。
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「だ、大丈夫ですっ。わたしがドジだっただけですし、怪け我がもしてませんから！」

　しかし愛あい莉りは俺おれが手を差し伸べる間もなくすっと立ち上がり、

「──走ります、もう少しだけ。せめて今、わたしにできることを、頑がん張ばらないと……！」

　気丈に膝ひざの汚れを手で払ってから、もう一度身体からだを前に弾はずませる。

「……愛莉」

　こんな事を思うのは、もしかしたらただの知ったかぶりで、身勝手な自うぬ惚ぼれなのかもしれないけど。

　なんだか初めて会ったときよりも。愛莉はほんの少しずつ、逞たくましさを見せ始めているような気がした。
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【金きん曜よう日び】






　一週間の特訓が終わった。

　練習後、男子更衣室で男二人ふたり、帰宅準備を整ととのえる。

「ちっ」

　……一足先に着替えを終えた竹たけ中なかが、横を通るとき聞こえよがしに舌を鳴らして行きやがった。何だかこいつ、今日きようはやたらと機き嫌げんが悪い。なんだってんだ。

「なあ、なんか俺おれ、怒らせたか？」

　遅れて荷物を詰め終え、ドアを開こうとしていた少年の後ろ姿を慌あわてて追いかける。

「なんでもねーよ。死ね」

　……理不尽だ。最終日だというのに、なんでこんなやきもきした気分を別れ際ぎわに植え付けられなきゃならないのだろう。

「──あ」

　と、竹中が開いたドアの先。ひなたちゃんが一人ひとりでちょこんと待ち構えていた。

「……なんだよ、何か用か？　……ま、用つっても俺にじゃないんだろうけど」

　伏し目がちにぼそぼそと呟つぶやいてから、竹中はちらりとこっちを見た。不機嫌な上に卑ひ屈くつまでこじらせ、絡からみづらいことこの上ない。

　けれどもひなたちゃんは持ち前の天てん衣い無む縫ほうさでもってそんな障しよう壁へきを物ともせず突破し、

「ううん。たけなかに、用事だよ？」

　ほんわかにこにこと首をかしげてみせる。うむ、ちょーかわいい。

「……そ、そうかよ？　なんだ？」

　この可か憐れんさの前では俄にわか仕込みの無愛想などなんの緩かん衝しよう材ざいにもなるまい。無む性しょうに『直ちよく撃げき！』だとか『左さ舷げん被弾！』などとからかってやりたくなったが我が慢まんした。

「あのね、たけなか。ひなにバスケ、教えてくれてありがとうね」

「……………………………………ほえ」

「嬉うれしかったよ。ひな、ちょっとだけどたけなかのおかげで上う手まくなれた。またいつか、教えてくれたら嬉しいな」

「……………………………………んあ」

「それだけ。ばいばい。おにーちゃんも、ばいばい」

「ああ、またねひなたちゃん」

「……………………………………へむ」

　手を振ると、ひなたちゃんは笑えみを携たずさえたまま去っていく。しかし竹中のアホ面づらったらないな。普ふ段だんは全然使わないため宝の持ち腐れだった携帯電話の写真機き能のうを、この時初めて使用してみたくなった。

「──っ！　お、おいっ！」

　なんて悪戯いたずら心ごころで鞄かばんをまさぐっている途と中ちゆう、竹たけ中なかはハッと我われに返り、かぶりつくように俺おれの胸ぐらにつかみかかる。

「な、なんだよ？」

「ちゃんと録ろく音おんしたか今のっ!?」

「するわきゃねーだろ……」

　──『ちゃんと』と申したか、この子は。

「まったく使えねーな貴き様さまは！」

「……スイマセン」

　呆あきれが一周回ってうっかり謝あやまってしまった。

「ふ、まあいいや。機き械かいなんぞに頼らなくても、再生できる。頭の中で、何度でもな……！」

　眉み間けんに人差し指をあてた格かつ好こうのまま、きびきびと更衣室を抜け玄関に向かう竹中。格かつ好こういいのか悪いのかよく分からない。

「……っと」

　危うく置いてけぼりを食らいそうになったので、慌あわてて蛍けい光こう灯とうのスイッチに手を伸ばし、汗臭くさい部へ屋やを暗くら闇やみに戻してから俺も歩き出す。

「──なあ、どーだ。二人ふたりの仕上がり具合は？」

　並びかけて、竹中の顔を覗のぞき込む。この日まで多くを分担作業していたとはいえ、仕上げの総合練習を見ただけでそんなの本当は訊きくまでもなく知っていたけど、きっと尋たずねられるのはこの子にとって満まん更ざらでもないだろうと思ったから、あえて傍ぼう観かん者しやを装よそおってみた。

「はあ？　言わなきゃわかんねーのかよ。……どーせいつもエロい眼でしか見てないんだろ。何がコーチだ、捕まれ」

　蹴けった。ついに。

「──ってーな！」

「……お前に心の機き微びの理解を求めた俺が愚かだった」

　言い捨てて、裏口に向けて歩き出す。

　途と中ちゆう、

「……分かってるっての、ばーか。お前がちゃんと、コーチやってることぐらい」

　そんな呟つぶやきが耳に届いた。独ひとり言ごとのつもりだとしたら、なんとも間抜けな声量だ。







　体たい育いく館かんの外周をなぞり中庭に続く本ほん道どうへ足を踏み入れると、すぐ近くの路灯に寄りかかって竹中が佇たたずんでいた。

「ところでお前、なんで毎回裏口から入ってくるんだ？」

　……そうか。言われてみれば、別に正面玄関を使っても良いのかな、もう。つい癖くせで最初に案内された入り口を使い続けてしまっていたけど。

「いや、まあ部外者だし。あんま目立たないようにと」

　あと他ほかに理由らしい理由が有るとすれば、それくらいか。

「……なるほど、邪念だらけで後ろめたいんだな。よく理解できた」

「んな事言ってねえだろが……」

　こめかみに滾たぎる血流を感じつつ二発目のキックは我が慢まんして歩き出すと、竹たけ中なかは何も言わず俺の隣となりに並び立って付いてくる。

　……あれ？　もしかして、待っていてくれたのかな。

「お前は、どうやって帰るんだ？　みんなと一いつ緒しよにバス乗らなくて良いの？」

　共に校門を目指すのは今日きようが初めてなので、その辺の事情は全然分からない。なんとなく親しん睦ぼくを深めたい衝しよう動どうが高まっていたせいか、自然と質問が口から出てきた。

「歩きだよ、俺おれは。家から一番近いせいでここに入れられたんだし」

　なるほど、言われて納なつ得とく。正直この子からはあまりボンボン臭しゆうがしなかったからなあ。とはいえそんな理由でぽんと私立を受けさせるなんて、裕福でなければ無理だよなとも思うが。

　とりとめのない雑ざつ談だんを重ね、揃そろって中庭に出る。薄うす紫むらさきの夕ゆう闇やみに暖かい風が吹ふき、心地ここちよい疲労感に包まれた体を労ねぎらうように撫なでていった。




「すばる────んっ！　ナツヒー！　じゃ────な────！」




　と、風を追うように、今度は真ま帆ほの声が遠くから響ひびく。

　見回せば時と計けい塔とうの近く。スクールバスに向かう途と中ちゆうであろう、こちらを向いて手を振っている五人組を発見。

「おー！　またなーっ！　明日あしたはあんま無理しないで、体休めろよー！」

『はーいっ！』

　そんな実に普ふ段だん通りのやりとりを交かわして、俺たちは別れる。

　本番を前に緊きん張ちよう感かんが希き薄はく、とも見えるかもしれないが。

　どちらかと言えば、やるべき事はやったという充実感に満たされていたが故ゆえの落ち着き。そう表現した方が適切であろうと、つよがりではなく感じた。

「……元気だな、あいつら。あんだけ動いた後なのに」

　それまで軽く手を挙あげただけで無言を貫いていた竹中が、五つの影かげを時計塔の中に見送ったのち、ようやく口を開いた。

「ああ。持久力もだいぶ付いてきた気がする。会った頃ころに比べたら、段違いだ」

「ふ」

「どした？」

　脈略無くツンツン頭の下から苦笑が聞こえたので、訝いぶかしんで問う。

「……なんか、強くなるかもな。このチーム。湊みなとがいて、あの真ま帆ほが真ま面じ目めに練習して、紗さ季きがチームを引っ張って、香か椎しいも前向きになれたら」

　……だよな。

　正直、俺おれも最近楽しくて仕方がない。この子たちの成長を目まの当あたりにするのが。

　けど、

「一人ひとり……たりないぞ？」

「……ふん。俺は弟子をむやみに褒ほめない方針なんだ」

　なーに言ってんだか、生意気な。

「馬ば鹿か言え、素直になれないだけだろっての」

「ち、ちげーよっ！」

　慌あわてて顔を逸そらした竹たけ中なかは、もうそれ以上言葉を重ねようとしなかったけれど。

　こいつがひなたちゃんに対し、本当はどれほど期待を寄せてるかなんて、そんなの一週間を共に過ごした人間からすれば確たしかめるまでもないことだった。





＊






「は？　お前球技大会見に来ないつもりなの？」

「当たり前だろうが。完全に部外者だぞ俺」

　帰り道の車内、ドライバーシートから上がった意外そうな声に、呆あきれ口く調ちようで返事する。

　ったく、一体どうやって只ただの男子高校生が小学校の行事に紛まぎれ込めるというのか。来るだろうと思っていたその神経が信じられない。

「じゃー誰だれが監かん督とくやんのさ？」

「あんただあんた。他ほかにいるか」

「うえー。私バスケとか全然わかんねーよ」

　おい顧こ問もん……。まあ、とはいえ。

「……大丈夫だ。指示はほとんど竹中に伝えてある。実質あの子がヘッドコーチの代行するから、ミホ姉ねえには大した仕事なんて無い。……敵の監督が男バスの顧問カマキリとかだったら同年代の子に任せるのは少し不安もあったけど、違うんだろ？」

「あ、うん。そこは心配しなくてだいじょーぶ。６－Ｄの担任もバスケは体育の指し導どうが出来る程度の知ち識しきしか無いのは間違いない」

　正直、この点は救われた。互いに監かん督とく不在で試合が行えるのは、あの子たちにとってかなり有利に働くはず。加えて言えば、試合の時間が前の対抗戦よりもさらに短い前後半五分ずつというのも、それほどスタミナの心配をしなくて良いので実に好条件だ。

「じゃ、あんたは大仏みたいにどんと構えてるだけだ。……竹たけ中なかの方はサッカーとコーチの掛け持ちで少し大変だろうと思うけど、本人だってやる気なんだし頑がん張ばってもらおう」

　そういえば余よ談だんだが、竹中はちゃんとサッカーで出場できる事になったらしい。よくよく確たしかめてみたら犯したミスは単なる種目間違いではなく、バスケとサッカーのダブルエントリーだったため、バスケは補欠に回ってサッカーに出場で問題なし、だそうな。

　ま、どうでも良いけど。

「……でもさあ。昴すばるはそれで良いの？　今まで面めん倒どう見て、肝かん心じんの試合に顔を出せないって」

　短い沈ちん黙もくの後、粘っこい口く調ちようで、ミホ姉ねえは狭い車内を不平で充満させる。

「……そりゃ、見たくないと言えば噓うそになるけどさ」

　どうしようもないだろ、こればっかりは。

「見たいんだ？」

「そりゃ、見たいよ。見たいけど……」

　珍しいな。ミホ姉は基本しつこい性格とはいえ、詮せん無ないことに対する諦あきらめは人並み以上に早い方であるはずなのだけど。

「………………私に、任せろ」

「へ？」

　ぼんやり車窓を覗のぞいていると、ミホ姉が急に改まってそう宣言した。

「なんか、良い策を用意しておくからさ。見に来てやってよ。あの子たちも、本番にあんたがいないなんてがっかりするだろ。要は見つからなければ良いわけだし」

「……もしバレたら。責任、ミホ姉が取ってくれるのか？」

「なんでバレる前提なのさ。バレないようにするって言ってんの。私だって親しん戚せきとはいえ学校行事に部外者連れ込んだら立場がやばいんだから。そこは、信用しろ」

　それ以上躊ちゆう躇ちよの言葉を重ねる気になれなかったのは、やっぱり心のどこかで、見てやりたいって思っていたからなのかもしれない。あの子たちの、努力の成果を。

「……考えとく」

　だから、ほとんど肯定と同じような響ひびきで、俺おれはそう一言だけを返した。




　──あとから思い返せば。この日この時もう少し俺が思し慮りよ深ぶかかったならば、あんな悲ひ劇げきは起こらなかったわけで。……最悪の、ミスだった。
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　日にち曜よう日び。球技大会当日の、昼下がり。

　指定された待ち合わせ場所である駐ちゆう車しや場じように赴おもむき、待ち構えていたミホ姉ねえに問う。

「……これが、あんたの言うところの良い策ってやつか？」

「おうよ。感動した？　こいつなら体たい育いく館かんに有っても違和感ないし、私が椅い子す代わりにしてれば安全性も十分。台車の上に置いたから移動もバッチリ！」

　そう言ってミホ姉は──目の前に鎮ちん座ざするとび箱ばこの上うわ蓋ぶたを嬉き々きとして持ち上げて見せた。

「バッチリ！　じゃねえよ！　何が良い策だ！　どっちかって言うと『柵さく』だこれは！」

「おお、上う手まい」

「うるさいっ！　馬ば鹿かかっ！　『学校で、とび箱の中に隠いん匿とく』ってデッドエンドの予感しかしないだろうが……！」

　こんなところに隠かくれたら絶対、確かく実じつに、最悪の形でバレるのが世の常だろうが……！

「おいおい……漫まん画がの読み過ぎだ昴すばる。リアルではそうそう美お味いしいハプニングなんて起こらないんだから、過度な期待は止やめておけ」

「期待じゃねえ！　絶望だ！」

　危き機き感かんゼロでテキトーな受け答えを連発するミホ姉に心しん底そこ愛想を尽かし、踵きびすを返して一いつ直ちよく線せんに歩き出す。

「ん？　どこ行く？」

「……帰る。付き合ってられん」

「今いま更さらみんなの期待裏切るんだ？」

「……ぐ」

　なんでこう毎回、同じ手に引っかかるのだろう……。もっと初期段階でちゃんと疑っておかないから、退ひくに退けなくなってしまうのだ、いつも。

　……でも俺おれ自身、来たかったんだよな、確たしかに。だからつい、気が緩ゆるんでしまった。

「諦あきらめろ昴すばる、もう投げだすわけにもいかないだろ。なら、肚はらくくってこの中でじっとしてるのが一番だ。……大丈夫。何があっても私は上から降りないから。なら、見つかる心配もない」

「くそ……」

　まさに進退窮きわまれり、というやつだった。

　そして俺は結局、上蓋が外されたとび箱の柵を跨またぎ……ミホ姉の策に溺おぼれた。







「ぎゃはは！　箱！　長は谷せ川がわ巣す箱ばこ！」

　生きた心地ここちもせぬまま体たい育いく館かんに搬はん入にゆうされ、隅っこの方で最終ミーティングをすべくミホ姉ねえにみんなを集めてもらうと、事情を知った真ま帆ほが馬ば鹿か笑いと共にガスガスとび箱ばこに蹴けりをくれてきやがった。

「くそう、後で覚えてろ……」

　怒ど鳴なりつけてやりたいが、跳とび箱の隙すき間ま（幅広）から覗のぞき見れば、辺あたりは見知らぬ小学生の顔でごった返しており、とてもじゃないが大声を出せるような状況ではなかった。

「お前……。わかってんのか？　これからすぐ試合だぞ？」

　緊きん張ちよう感かんのかけらもない真帆の様よう子すに、竹たけ中なかが諫いさめの言葉を向けてくれる。そうだ、もっと言ってやれ！

「うるせー負け犬」

「……ぐ」

　しかしそんな一言であっさり、少年は言葉を失ってしまう。……がっかりだ。

　どうやら竹中たちは、サッカーで勝利を収めることが出来なかったらしい。で、これから行われるバスケ決勝に雌し雄ゆうが持ち越されたとのこと。……ちなみに他クラスとの前ぜん哨しよう戦せんは智とも花かがほとんど一人ひとりで蹴散らしてくれたそうだ。計画通り、四人はこの一戦に向けて、スタミナを温存できた様よう子す。絵に描かいたようなお膳ぜん立だてに、なんとなく苦笑が漏もれる。

　と、そのとき。こちらに向けて一いつ直ちよく線せんに近付いてくる足音がにわかにとび箱を震ふるわせた。小学生にしては馬鹿に力強い踏み込みだな……などと思っていると、

「はっはっは！　美み星ほし先生、サッカーは我われらが６－Ｄの勝利でしたよ！　今年ことしも総そう合ごう優ゆう勝しようはＤ組が頂きます！　おう！　みんなも頑がん張ばれよ！　正々堂々、良い試合をしよう！」

　足音はすぐ近くで収まり、それから低い声質と裏腹にとてもはきはきとした、箱の中まで届きそうなほどの熱ねつを帯びた男性の声が響ひびいた。

　こっそり覗くと……おおうなんともはや。真四角な短髪、変な色（サテン調ちようの紫むらさき）のジャージ、色黒マッチョな逆三角ボディ。絵に描かいたような体育会系教きよう諭ゆのご登場である。

　話の内容からすると、このお方が６－Ｄの担任か。とりあえずすごく人は良さそうだな。子供同士の争いでも常に全力投球が信条てな感じの言動に、ミホ姉とは別の意味で大人おとなげなさそうな雰囲気が宿ってはいるが。

「ヤマ先生、暑苦しーよ」

「はっはっは、恐きよう縮しゆくです！　ではまた後ほど！」

　ミホ姉のめんどくさそうな言葉に、その人はまったく嚙かみ合ってない返事を残し去っていった。……なるほど。先生としては人気ありそうだけど、あまり策略に長たけているタイプでは無さそうだ。力押しや、気合いがモットーみたいな。……だとすれば、与くみし易やすいタイプかな。

「──さて、と。それじゃあ最後の作戦会かい議ぎだ」

　危き機きが去ったのを確かく認にんして、かしこまってみんなに告つげると、

「うお。この箱はこ……しゃべるぞ！」

　……すぐさまミホ姉ねえの茶ちや化かしが返ってきた。それにつられて何人かがぶっと噴ふき出す音。

「いい加減にしろてめぇ……」

「にゃはは、ごめんごめん。スルーするのが逆に失礼になりそーなくらいマヌケだったから」

　お前の発案だ、お前の！

「ほら、昴すばるが話しやすいようにみんなもっと傍そばによってやんな」

　苛いら立だちに言葉を失っていると、ミホ姉がようやくそんな風ふうに場を繕つくろってくれた。

「……ったく。あー…………こんな状況で申もうし訳わけ無いけど、最後に一言だけ。……一週間、ご苦労様でした。かなりのハードスケジュールだったけど、みんなよく頑がん張ばったよ。あとは、平常心で力を発揮できれば、きっと勝てるから。……見せてやりな。６－Ｄに、そして竹たけ中なかに。君たち女バスの力を」

「おうっ！　──ナツヒ！　あたしたちの芸術的な勝ちっぷりをしっかりみとけよ！」

「へっ、ここまで俺おれを付き合わせたんだ。むしろ勝ってもらわなきゃ困る」

　真ま帆ほと竹中が、お互い不敵に笑い合い。拳こぶしを突き合わせる。

「──いよしっ、いくぞみんな！」

　それからミホ姉が気合い一発。……続いて俺の頭上にすとんと座り込むような気け配はい。

「れっつごー。ほれ竹中、押しなさい」

　どうやらとび箱へ馬乗りになって、手押し車のように移動手段として利用するつもりらしい。

「……なー美み星ほし。これ、超マヌケだぞ、見た目」

　ことごとく、良いシーンが台無しなのであった。





Ｃ組　０─０　Ｄ組






　ミホ姉と箱おれ、そして竹中はコート脇わきに陣取り、女バスの面々がセンタサークル付近に集合する。ほどなく智とも花かと男バスの一人ひとりが円の中心に立ち、ジャンプボールの体勢。

　──試合が開始される。

　段の隙すき間まに顔を押しつけ、コートに目を……視界が狭いなちくしょう。

　審しん判ぱん役やくの教師が宙に放ったボールが、最高到達点を下り、智花の手にはじかれる。

　球は真帆の手に収まり、ボール運びを司つかさどる智花にノータイムで戻された。

　奇くしくも、この前の対抗戦と全く同じ皮切り。

　……なら、とりあえずは様よう子す見みかな。

「愛あい莉りっ！」

「は、はうぃ！」

　前回と同様、智花が高くて緩ゆるいパスを繰くり出す。それをゴール下で受け取った愛莉はおっかなびっくりながらもシュート体勢に入り、

「ひゃ……ひゃいんっ！」

　途と端たん、男バス６─Ｄの絡みつくようなディフェンスに、バランスを崩くずし尻しり餅もちをついてしまった。

　──ホイッスルが響ひびき、敵にファウルが一つ。

　……だが。これで愛あい莉りは、もう。

「ううう……」

「……やっぱ、こうくるか」

　独ひとり言ごと半分で、竹たけ中なかに告つげる。

「ああ。悪いけど、愛莉はもう怖こわくない。……この前の試合中に思いつけば良かったんだけどな。ファウルでも何でも良いからおっかない思いさせちゃえば、そうそうゴール下には突っ込めなくなる。あいつみたいに弱気だと、尚なお更さらだ。ま、やる方も覚悟いるんだぜ。女子にあんな風ふうにぶつかるのは、どうしても気が引ける」

「……わかってるよ」

　正直、その辺の心理的な要素も利用してなかったとは言えないし。

　さて、シュートモーション中のファウルにより、愛莉には二本のフリースローが与えられるが、それは二本とも外れる。

　リングに弾はじかれた球を男バスが押さえて攻守交代。ひなたちゃんとの身長差ミスマツチを突いて放たれたシュートがリングに収まって、先制点は男バスに。

　ボール権が戻る。エンドラインからパスを受けた智とも花かがドリブルで敵陣へと進んでいく。

　と、そこに案あんの定じよう二人がかりダブルチームのマークが向けられた。智花の侵攻を押さえるべく、男バスの子二人ふたりが引ひき締しまった顔で立ちふさがる。

「……さーて、どうするよ？」

　竹中の、値踏みするような声こわ色いろ。よっぽど向こう側の仲間──６─Ｄのダブルチームに自信があるらしい。……そういうことなら、今日きようまでのお礼もかね、あえて挑発に乗ってやるか。

「とりあえず、攻めさせてみない手はないよな」

「……よーく、見てろよ」

　立場を忘れて不ふ遜そんに威い張ばる竹中を無視して、跳とび箱ばこの天てん井じようを拳こぶしでたたき、ミホ姉ねえに指示を依託する。……あーまだるっこしい！

　──オーダー。湊みなと智花の個人技開放。

「智花っ！」

　信号を受じゆ諾だくしたミホ姉が、智花にサインで指示を告つげる。

　ところで、ものの五分でこの伝達方式を完かん璧ぺきに確かく立りつできた辺りは、腐っても親しん戚せきであるが故ゆえになせる技なのだろうか。

「──くっ！　──んっ！」

　そして。

　結果、竹たけ中なかの言葉に噓うそはなかったと証明される。珍しく焦しよう燥そうをあらわに、口くち惜おしそうな声を上げた智とも花かの様よう子すから、それは認めざるを得ない事実だった。

　ボールを奪うばわれるところまでは至らないが、智花はドライブも出来ずシュートも打てない状態に長くさらされる。少なくとも、あの子一人ひとりでは包囲網を突破できそうにないのは明らかだった。

　──やがて、ホイッスル。攻こう撃げき側は、三〇秒以内にシュートまで到達しなくてはならないというルールに抵触して、ボール権は男バスへと戻ってしまった。

「見たか！」

　いきがる竹中。お前今はこっちの味方だろうが。
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　それから男バスの方もシュートを外して、再び女バスの攻撃。

「……じゃ、そろそろ始めますか」

　呟つぶやくと、竹中はしゃんと背筋を伸ばしてみせる。……ふふ。緊きん張ちようしているのだろうか。

「──みんな！」

　ミホ姉ねえから、本当の作戦開始、その合図を伝えてもらう。

　まずは、先ほどと同様智花がボールを運んで、敵陣でダブルチームを一身に受ける。

　──ここで二人ふたり。

「愛あい莉りっ！」

　そしてもう一度、左サイドのポスト付近に留とどまっていた愛莉にパスが出される。

　そこへゴール下にいた少年が間かん髪はつ入いれずマークに。当然さらなる無力化を図るため、愛莉に強くプレッシャーを与えようと体を寄せる。

　──三人目。残り二人。

「さ、紗さ季きちゃん！」

　すぐさま愛莉は左サイド斜め四十五度、ゴールから目算で３ｍという『例の位置』で待つ紗季へとパス。紗季のマークマンはシュートを塞ふさぐためぴたりと体を寄せる。

　──四人目。あと一人。

「真ま帆ほ！」

　そして紗季もパス。左右対称、右側の斜め四十五度で待ち構える少女の許もとへ。

「マーク！」

　慌あわてて最後の一人が、真帆からボールを奪うばおうと詰め寄る。

　──これで敵チームは全すべての選せん手しゆが、それぞれのマッチアップ相手に引き付けられた。

　さあて、見せてもらおうか、竹たけ中なかの指し導どうの成果を。

「──ひなたっ！」

「なっ！」

　少年がその名を叫ぶのと同時。真ま帆ほの手から、鋭するどくバウンドパスがゴール下に出される！

　それをがら空きになった右サイドから走り込んで受けたのは……１３０cmと少しの、とびきり小さな、一人ひとりの少女。

「おー。たけなか直じき伝でん」

　そして、そのシュートは。

　誰だれにも邪じや魔まされず放たれたそのシュートは。

「──うしっ！　それでいい、ひなた……っ！」

　往おう生じよう際ぎわ悪くリングの縁ふちを二回半も転がったのち、ようやくネットに吸い込まれていった。
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　動どう揺ようもあったのであろう。男バスは攻こう撃げきの最中、智とも花かにスティールを決められて攻守交代ターンオーバー。深い位置だったので速攻には至らなかったが、こちらの攻めが連続する。

「どうだ竹中？　……お前が仕込んだひなたちゃんのシュートが、リングを貫いた瞬しゆん間かんを目まの当あたりにして」

「…………」

「おいおい、見み惚とれてぼーっとしてんじゃねーぞ」

　俺おれの言葉にまったくの無反応で、コートを向いて佇たたずんだままの少年に苦言を呈ていす。

「──ばっ！　そんなんじゃねーよ！」

　慌あわてて少年は否定するが、振り向いた顔には怒ど気きで隠かくしきれてないだらしない笑えみの残ざん滓しがバッチリこびりついていた。

「ふ、噓うそは二流以下だな少年」

「う、うっせえ！　てか俺のことなんて今はどうでも良いだろっ！　……ふんっ！　わ、悪くないシュートだったけど……まだだ。まだこれじゃ、ただの不意打ち。単発でしかねえ。勝つには、もう一段昇らないと」

　……うん、その通りだな。

　じゃあ、昇ってもらいますか。この子たちが、出会った頃ころから持ち合わせていた、唯ゆい一いつ無む二にの武器を最大限に使って。

　試合に眼を戻すと、智花がハーフライン付近でダブルチームをいなしてドリブルを続けているところだった。……が、その刹せつ那な。

「ひなたっ！」

「──えっ!?」

　智とも花かはドリブルのモーションから淀よどみなくボールを頭上に掲げて、手首の振り抜きで右サイドポスト付近に待ち構えていたひなたちゃんへとパスを通す。

　──スナップパス。いわゆるフックシュートと良く似たモーションで繰くり出す、スピーディな繫つなぎ技。智花に与えた、『仲間のための』新兵器だった。

　完全に虚きよを突かれた男バスはどうすべきかと戸と惑まどいを見せるが、

「マークしろっ！」

　結局一番近くにいた子がひなたちゃんを押さえに向かう。

　そうさ、行かざるを得ない。だって、有るんだから。見ちゃったのだから。ひなたちゃんが実際にシュートを決める場面を、至近距きよ離りで。

　ならば、今までみたいに泳がせておくわけにはいかない。

　たとえ、ひなたちゃんが今出来ることはフリーでのゴール下シュートのみで、ポストプレイはおろか切り込みドライブの方法すら何一つ知らないとしても、もう無視はできまい。

「あいりー」

　そしてシュートコースをふさがれるや、何の迷いもなくひなたちゃんは攻こう撃げきを諦あきらめ、ぽーんと山なりでボールを愛あい莉りの許もとへ。

「押さえろ！」

　当然要マーク。ひなたちゃんでもシュートが決まる。況いわんや愛莉をや、だ。

　ちなみに、実際はあの位置からだと遠すぎてまだほとんどシュートは入らないのだが。

　──さあ愛莉、今度は誰だれが空いている？

「えっと……紗さ季きちゃん！」

　うん正解！　ゴール下の子がひなたちゃんに向かい、左サイドの子が自分の許へ走って来たのだから……今は紗季がフリー！

「ほいっと！」

　完全なる有効位置──一番得意な斜め四十五度からのシュートで紗季が得点を決める。

　そう。この日まで、俺おれが五人へ全体練習で徹てつ底てい的てきに教え込んだのはこれ。素す早ばやくフリーの仲間を見つけてのパス回し。ただそれだけだった。

　だから特訓とは──『特別な訓練』とは名ばかり。その実やってきたことはあくまで基き礎そ練習の繰くり返しに過ぎない。経けい験けん者しやである竹中からすればきっと、こんな当たり前の練習でどうなるものかと、さぞかし疑問だっただろう。

　けれども。

　パス回し。言葉にしてしまえばそれは実に単純な事のようであるが。

「……竹中、お前にはもう伝わってるよな？　この子たちのすごさ」

「……ばかやろ。認めたくないけど、認めるしかねえっての。……できねーよ、普通。シロートがこんな正せい確かくで速いパスワーク。みんな後ろに目でもついてるみたいにさ……」

「頑がん張ばったからな。みんなで一いつ緒しよに。みんなを信じて。それが出来る子たちだから。初心者同士でも、チームワークだけは初めから一級だったから、こんなにもすぐ身につくんだよ、仲間とのコンビネーションだけは、簡かん単たんに」

「……くそ。それが分かってたら、この前の試合だってきっと負けなかったのに」

　溜ため息いき混じりに、竹たけ中なかが悪態を吐つく。

「……負けて、むしろ良かったんじゃねーの」

　食いつかれるのも覚悟でそんな本音を漏もらすと、

「……かもな」

　少年は短く、一言だけを返す。顔はまたしても窺うかがえなかったけれど、きっと笑っているような、そんな気がした。
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「さーて、この辺で一気にたたみ掛けてやるか」

　今こそチャンスと見て、俺おれは更なる絡からみ手を繰くりだすべくミホ姉ねえにサインを送りかけて──やっぱり止やめる。

　いや待て。たぶん、伝えるまでもないな。放っておいても、智とも花かはきっと……やるだろう。

「紗さ季きっ、落ち着いてね」

「……おっけ。任せて」

　ほーらな。期待通り。

「え……？　ちょ、まじかよ……」

　竹中が、驚おどろきの声を上げる。そうか、この子はまだ見てなかったんだもんな。

　なら、無理もない。今までこのチームのボール運びは智花が一身に担になっていたのに、急に紗季がその役目を始めたのだ。かなり衝しよう撃げきの光景だろう。

　……そしてもちろん、それは敵対する６－Ｄの面々も同じこと。

「──っ！」

　スムーズなドリブルで進攻する紗季を見て、６－Ｄの布陣が乱れる。ボール運びから解放されて一気に切り込んできた智花の存在もあって、誰だれが誰をマークすべきなのか、一時的に困こん惑わくしてしまっている様よう子すだった。

　ちなみに紗季のドリブルはハッタリだ。まだ右手でしかまともに球を突けないし、ドライブやターンも他ほかの子同様未習得。ただ、その右手のドリブルのみに関してはとことん滑なめらかに出来るよう……身みも蓋ふたもない言い方をすれば、ぱっと見だけでもやたら上う手まそうに見えるレベルまで、初歩の練習をずっと繰くり返させたにすぎない。

　──けど、はたして張はり子こだと見破れるかな。

　ひなたちゃんがシュートを決めて、全員での素す晴ばらしいパスワークを見せつけられた直後に。

　紗さ季きに対し、どうせこんなの未完成だろうとタカをくくることが、出来るかな？

「──行け、永なが塚つかをマーク！」

「良いのかよっ……？」

「だって仕方ないだろっ！」

　そして彼らが選せん択たくした布陣は……智とも花かのマークを一人ひとり外しての、オーソドックスなマンツーマンだった。

「……最悪だ」

　竹たけ中なかが側頭部をかきむしる。うん……確たしかに最悪の選択だったが、まあ是非もないことだ。競きよう技ぎに熱あつくなっている最中、平常心を保つことが如い何かに難むずかしいかなんて言うに及ばず。ベンチにいるならまだしも、俺おれだってコートに立てば未いまだに自分を御ぎよし切れない。それが小学生では、求める方が酷こくというものだろう。

「トモっ！」

　案あんの定じよう、疾しつ風ぷうの如ごとき動きでマークを引きはがした智花が難なんなくパスを受ける。ほぼフリーになって、智花はあっさりボールを高らかに──

「あれ？」

　──と思ったら、なぜかそれはシュートではなく、真ま帆ほへのパスだった。

「よっしゃ、頂きっ！」

　確たしかにその動きは誰だれしもの裏をかいたもので、右四十五度でパスを受けた真帆はブロックより早くシュートを決めてくれたが。……うーん正直、一手無む駄だだったよなあ、今のは。智花がそのまま打ってチェックメイトだったのに。

「ふふっ、ナイスシュート、真帆」

「おうっ！　もっかんも相変わらずナイスパスだ！」

　……ま、良いか。ちゃんと決まったし。

　それにみんな、楽しそうだし。
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　流れは変わらぬまま、ゲームは後半へ。

　パス回しで翻ほん弄ろうする今回の作戦はロースコアの演出につながり、試合は二分を残したところで未だ総得点が二十点に満たないという落ち着いた展開となった。

　それに従って点差もあまり広がらず、現在Ｃ組がリードしているとはいえ、まだワンチャンスを生かせばＤ組にも勝ち目はある、といった状況である。

　しかし、精神力が疲ひ弊へいしきった様よう子すのＤ組男バス連中は、残念ながらもはや心が折れかけているように写ってしまう。

　まあ、無理もないことだ。なにせ誰だれをマークすべきなのかわからないといった状況において、今の彼らには支柱がない。的てき確かくな指示を出してくれる監かん督とくも、強い言葉で鼓こ舞ぶしてくれるエースも、今の男バスには、いないのだから。ただただ半信半疑、疑ぎ心しん暗あん鬼きに捕まって、集中力ばかりがすり減っていく。

「……くそ、なんだあいつら。負けるにしても。最後まで踏ん張れよ」

　竹たけ中なかが口くち惜おしそうに呟つぶやく。

　……もし。

　たとえ選せん手しゆとしてでなくとも。この子が、エースがせめてベンチにいてくれさえすれば、男バスももう少し踏ん張りが効きいたかもしれない。そんな意味では、竹中には少し酷こくな光景を見せることになってしまっただろうか。

　……そんな傲ごう慢まんにも似た甘っちょろい感情を抱いた俺おれに、天は冷や水を浴びせかけることを所しよ望もうしたようだった。




「はっはっは！　どうしたみんな！　最後まで諦あきらめちゃだめだぞ！　ファイト！　Ｄ組！　ファイトぉ！」




　突然のばかでかい声──ヤマ先生と呼ばれていた監督代行のゲキが、Ｄ組陣地に響ひびく。

　それは指示ですらない、只ただの、何の変哲もない、応援。

　でも、その応援は見守るＤ組の生徒に、みるみるうちに伝染していく。

　一人ひとりの大声が、やがて音の固まりに、意志の固まりになって、折れかけた心に降り注ぐ。つなぎ止める。思い出させる。

　どんな危き機き的てき状況であれ、自分たちは、勝たねばならないのだと。

　なぜなら自分たちは、６－Ｄなのだから、と。

　Ｄ組！　Ｄ組！　と。音の乱らん舞ぶに包まれて、やがて男バスの子たちは取り戻す。

　縁えんの下から多くの手で支えられた、『クラス』という支柱を。

　──ちくしょう、精せい神しん論ろんは嫌いだ。

　それは時に、容易たやすく理屈を飛び越えて行きやがるから。

　……さーみんな。踏ん張りどころだぞ。

　と、睨にらみをきかせた矢先に切り込まれ、男バスの得点。二点差。

　ああもう、ディフェンスは前回からあまり向上していないから仕方ないとはいえ、この場面であっさり得点されるのはなんとも流れが悪い。
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「──決めた、ハラをくくろう。今いま更さら迷ったって仕方ない。マークは香か椎しいだ。ひなたは内に切り込んでこない限りは無視。それで点入れられたら、諦あきらめよう」

　男バスが守備に戻る際、そんな言葉を交かわすのが聞こえた。

　……正解だ、それ。よくぞ監かん督とくなしで、小学生だけでその答えにたどり着いたよ。

　ちょっと賞しよう賛さん。こっそりと。

「さーて、時間からして……一発必中って感じだな」

　切せつ羽ぱ詰つまった状況に、ぼそりと感想を呟つぶやく。それに対し竹たけ中なかは無言。

　俺おれの言わんとする意味は理解しているだろうに、ただ黙だまってコートを凝ぎよう視しし続けている。

　そこにあるのは、心配か。……それとも信頼か。

「ミホ姉ねえ、最終作戦だ」

「……あいよ」

　指示を伝えてもらうと、智とも花かが右サイドからドリブルを仕掛け、残る四人全員が左サイドに布陣を敷しいた。

　──アイソレーション。敵のディフェンスを片側に集中させて、個人技の強い選せん手しゆが一対一を仕掛けやすくする攻こう撃げきのバリエーションである。

　しかしここで男バスは、もう智花に対するダブルチームを崩くずそうとはしなかった。即すなわち、ディフェンスは智花に二人ふたり、そして左サイドにどっちつかずで三人という状況に。

　そしてそれは、今度こそ智花だけは何としても押さえ込むという覚悟が見て取れる、実に正しい選せん択たくであった。

　だから問題は、この後。

　時間帯からして残された数少ない攻撃チャンス、ここはダブルチームの上からあえて智花で来るかもしれない。パスであるなら有効位置で受けられる紗さ季きが第一候補。しかし真ま帆ほがいつ右サイドに飛び出してくるかも分からないし、愛あい莉りやひなたちゃんも、フリーであれば十分にシュートを納められるだけの素養がある。

　一歩先の読み合いが、試合を大きく左右する場面。

　じり、じりと、智花は様よう子すを窺うかがう。

　……やがて、

「──パスだぞっ！」

　高い軌道で放られたスナップパスはゴール下付近の左ローポスト、愛莉が掲げた手の中へ。

「潰つぶす！」

　しかし、マークマンは近い。身長差ゆえ、パス自体は難なんなく通ったものの、進路はボールが到達する前に塞ふさがれてしまった。そして、怖おじ気けづいた愛あい莉りは、

「──お、お願ねがいっ！」

　真後ろに、パスを出した。角度のまったくない、リングの真横へ。

　そこで、ボールを受けたのは──

「いけえっ！　真ま帆ほっ！」

　ひなたちゃんと共に、竹たけ中なかの手によって第二の武器を宿された少女。

　叫びを真まっ向こうに受けて、０角度から、ボードが使えず距きよ離り感かんも図りづらい最も難むずかしい位置から、真帆はシュートフォームに移る。

　すべては、この布ふ石せき。左からの攻こう撃げきイメージが最も薄うすい真帆をフリーにさせるための、無効前提のアイソレーション。

　正直なところ。真帆のこの位置からのシュートは、決定率で言えばまだあまり高くはない。

　確かく率りつ論ろんなら、他ほかの方法で攻撃した方が確実であろう。

　けれども、

　真帆には裏付けがある、ここ一番の勝負強さと、持ち前の成長力。

　そして、竹中と共に歩んできた、毎日朝夕二〇〇本ずつのシュート練習という、裏付けが。




　だから、真帆の手から放たれたボールは、音もなくリングに吸い込まれていった。
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「ありがとうございましたっ！」

　試合終了後の整せい列れつを終え、勝利を手にした女バス五人がこちらへ駆かけ寄ってくる。

「みたかナツヒっ！　やっぱあたし天才じゃねー？」

「ふん、言ってろ。まだドリブルもターンも全然出来ねえくせに。……まあ、あのシュートはそこそこ……だったけどな」

「ねーたけなか。ひなのシュートは？　ひなも、シュート決めたよ？」

「……………………お、おう、パーフェクト、だった！」

「うがー！　やっぱり差別だー！」

「ふふ。ま、良くやったわよ、真ま帆ほ。……本当は最後、私だって決めようと思えば決められたんだけどね。今日きようのところは真帆に譲ゆずってあげたわ、お手柄を」

「……えへへ、紗さ季きちゃんも。内ない緒しよで練習してたんだよね。ドリブルだけじゃなくて、横からのシュートも」

「ちょ、ちょっと愛あい莉りっ！　言っちゃダメって約束したじゃない！」

「──い、いけないっ！　ごめんなさいっ！」

「……紗季、頑がん張ばりすぎだよう。……ふふっ。すごいね、みんな」

「なーにトモ、変な顔して。──そういえば愛莉も毎日ちゃんと走ってるんでしょ？」

「……えへへ。それくらいしか、わたしはまだ出来ないから」

「……本当にすごいなあ、みんな」

　ミホ姉ねえと竹たけ中なかを中心にして、歓喜の輪わが広がっていく。そこに参加できない疎外感は並々ならぬものがあったけれど、とても悔くやしがってる場合ではなかった。なにせ、次第に辺あたりはバスケメンバーのみならず、面めん識しきのない少年少女の顔──恐らくは６－Ｃのクラスメイトたちで埋まりつつあり、俺おれは今数十人の小学生に囲まれ跳とび箱ばこの中、という状況なのだ……。

「ね～、み～たん！　優ゆう勝しようしたし、約束通りジュースおごってよ！」

　知らない女の子の声が響ひびき、それが呼び水となって『ジュース！』コールが広がっていく。

「えー、今？」

　ミホ姉が少しだけ戸と惑まどったように返事した。

　そうとも。俺がここにいる以上、今は困るぞ今は。上う手まく誤ご魔ま化かしてくれよ……。

「ま、いーか。よっしゃ、じゃーみんな付いてこいや！」

　──待てやこら！

　上うわ蓋ぶたを叩たたいて抗こう議ぎしようとするが、それより早くミホ姉はとび箱の上から降りて、『わーい！』という歓声と大勢の足音を引き連れ遠ざかって行きやがった……。

「……え、えっ？　美み星ほし先生、あのっ！」

　取り残された智とも花かがこちらを見ながら戸惑った声。そうだ、頼む！　連れ戻してくれ！　こんなところに放置されたら大変なことになる。

　懇こん願がんを込めて、智とも花かに向けて熱ねつ視し線せんを送り続ける。……と、

「行こう、トモ。しょうがないよ。今、ここに残ったら逆に怪あやしいし。大丈夫、みーたんの事だからもう逃げ道は確かく保ほしてあるのよ。……ですよね？」

　紗さ季きがそう言ってこちらに笑え顔がおで目配せしてくる。……そんなわけあるか！　あいつを買いかぶるにも程ほどがある！

　心のままに叫びたいところだったが、体たい育いく館かんにはまだ６－Ｃ以外の子供たちが相当数残っており、とても声を出せる状態ではない。ならば、せめてなんとか女バスのみんなだけはここに留とどまってくれ、と隙すき間まから必死にウィンクで合図を送るが、

「え…………大丈夫…………なんですね！　わかりました！　では昴すばるさん、私たちもジュースご馳ち走そうになりに行ってきますねっ。あとで、ゆっくりとお話させてください。ふふっ」

　……もちろん俺にそんな器用な真ま似ね、出来るはずもないわけで。

「そいじゃまたあとでなっ、すばるん！」

　こうして俺おれは、とび箱ばこの中に一人ひとり取り残されたのだった。







「……約束が、違う」

　無邪気な歓声で溢あふれかえる体育館。出るに出られず、体育座りで涙を流す。

　と、しばらくして。のっしのっしとこちらに足音が近付いてくるのを感じる。

「おや？　はっはっは！　いかんな美み星ほし先生は！　嬉うれしいのはわかるが、後片付けはちゃんとしないとだめじゃないか！　はっはっは！」

　垣かい間ま見みれば、足音の主は６－Ｄ担任……ヤマ先生だった。

　そして先生は、笑い声を響ひびかせながらとび箱を体育館の倉庫に台車ごとガラガラ運んでいく。

　絶体絶命であった。

　もはやこれまで……と完全に死を覚悟したが、

「おっ、このとび箱は、やけに重いなっ！　結構、良い筋トレになる！」

　なんともはや、ヤマさん先生はすごく鈍にぶい人だった。

　台車から降ろされるとき、中で踏ん張っていたらそんな台詞せりふが聞こえ、危うく脱力して落っこちる寸前だった。

　しかしながらとりあえず、幸運にも俺は九死に一生を得る。

　ヤマさん先生はそれっきりで立ち去り、しかも倉庫という人目の付かぬところに運び込んで頂いたおかげで、小学生の衆目からは一時的に避ひ難なんすることができたのだから。




「あーもー汗だくだ！　ジュース飲みに行ってる場合じゃなかったぜ！」




　引き戸が開く音と共に、そんな真ま帆ほの声が飛び込んでくる瞬しゆん間かんまでは、そう思っていた。

　え、なんで、こんなところに……？

「あはは。でもなんだかすっかり、ここの常連さんになっちゃったね、私たち。ちょっとかび臭くさいけど、何より五人でくつろげるし」

　続いたのは智とも花かの声。……なるほど。

　ん、しかも聞こえてきたところによると、今この場にいるのは女バスの五人だけみたいだな。……ならば、いっそ出て行ってしまうべきだろうか。むしろ、今出て行かないと機きを失ってしまいそうな気がする。

　よし、と覚悟を決め、腰を上げかける。

「……はぅ。なんだかごめんね、みんな。わたし、やっぱり全然役立たずで。……もっと上う手まくなりたいなあ、バスケ」

「──っ」

　しかし、溜ため息いき混じりに聞こえた愛あい莉りの言葉に息を吞のみ、俺おれは動作を途と中ちゆうで止めた。

　……そっか。

　もはや、気き遣づかうばかりがやさしさではないのかな。今回は胸の内にひた隠かくしにしていた、愛莉に対する絶大な期待を、少しずつ外に出しても許される時が……。

　いや、むしろ見せないことで逆に愛莉を傷つけてしまうような瞬間が、もう目前に迫っているのかもしれない。

「……違うよ。愛莉がパス出してくれたから、真帆のシュートにたどり着けたんだよ。……勝てたのは愛莉のおかげだし、みんなのおかげ」

　優やさしい声で、智花が俺の言葉に出来ぬ思いを代弁してくれる。

「……えへへ、ありがとう、智花ちゃん」

「あー。でも、球技大会も終わっちゃったかー。もう、目標なくなっちゃったなー」

「……おいおい真帆。あんたまさか、また飽あきたの？」

「飽きた？　何が？」

「バスケ。もしかして、辞やめる気じゃないでしょうね？」

「は？　なんでこんな楽しいこと、辞めなきゃいけねーんだ。……じゃなくて、なんかまた、『コイツに向けて頑がん張ばるぜ！』みたいなのが、欲しいかなーって」

　……あ。

　そう、だよな。やっぱり目標は、必要だよな……。

「……なんだ、驚おどろかせないでよ。ふふ、そういうことなら私も賛さん成せい、かな」

「だろ！　ねーもっかん！　大会とか、あるんだよなっ？　他ほかの学校とバスケで勝負したりできるんだろ？　でちゃおうか、あたしたちもっ！」

「……えっ。………………う、うんっ！　そうだね。…………そのうち、出たいね」

「あはは、楽しみだなー。もっかんいるし、きっといきなり優ゆう勝しようだなっ！」

「ばーか。そこまで甘くはないだろ。……でも、良い線せんはいけるかもね、私たちなら」

　よかった。……こんな形ででは有るけれど、この子たちの想おもいを聞けて。

　……いろいろ、難なん題だいも多いんだけど。きっと一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないだろうけど。

　考えて、あげないと。俺おれも、出来る限り協力してあげないとな。

　拳こぶしを握ると、暗くら闇やみの中で心が暖かな想おもいで満たされていった。

「……はー、それにしてももうすぐ六月だけあって今日きようは暑いわ。スパッツべっとり」

「──っ！」

　そして、溢あふれた。

　紗さ季きの声、それからふぁさり、と衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた瞬しゆん間かんに。

　しまった、あまりにも愚かだった！　やっぱり先に脱出しておくべきだったのだ……！　そりゃそうとも、こんなところに集まる理由なんて、ちょっと考えれば着替え以外にありえないだろうが！

「あ、ひなちゃん。そのパンツ初めて見た。かわいい、とかげさんだね」

「おー、なんか合宿で一枚無くしたから、買ってもらった」

「……無くしたの？　まさか、盗まれたとか無いわよね」

「え、すばるんに？」

「す、昴すばるさんがそんなことするわけ無いじゃない！」

「……夏なつ陽ひでしょ、可能性があるとしたら」

「竹たけ中なか君も、そんな人じゃないよう……たぶん」

　会話の節ふし々ぶしがこの身に突き刺さり、俺はただ祈る。

　お願ねがいします……。もう二度と、信心を捨てたりしません。食前食後のお祈りも、しろと言われれば欠かしません。菜食主義者にも、３ヶ月くらいならばなってみせます。

　だから神様。どうか穏おん便びんにこの時をやり過ごさせて下さいっ……！

「あれ、わたしの普通のブラがない……。どこだろう」

「……もっかん、出してやれ」

「私じゃないもん！」

「あ、あそこ。あのとび箱ばこの奥に何か白いものが見えたような……」

　──奴ど畜ちく生しようが！　やっぱりこの世に神様なんていねぇ！

「ええ？　どうしてあんなところに入っちゃったんだろう……」

　駄だ目めだ愛あい莉り、来ちゃ駄目だ！　君がこっちに来ても、誰だれも得しないっ！

「……えっと、紗季ちゃん、この後ろ？」

　や、やめろ────────────！
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「うん、それ」

　愛あい莉りの手が、まっすぐ、俺おれの入ったとび箱ばこに向けてまっすぐ伸び──




　──その後の、記き憶おくは無い。





ＴＨＥ　ＥＮＤ









　あとがき






─ある日の担当編へん集しゆうさんとの応答記き録ろく（電子メールより抜ばつ粋すい）─








『（前略）この度たびは相そう談だんにのって頂きありがとうございました。描写が行きすぎてしまった際は、是非またストッピングをお願ねがいします。


蒼あお山やま』



『ごめんなさい。「ストッピング」を「ストッキング」と読み間違えてしまいました……。


和わ田だ』



『もうやだこの人。


蒼山』






　こんなやりとりをただひたすら繰くり返して、『ロウきゅーぶ！』は生まれます。

　ご挨あい拶さつが遅れました。蒼山サグです。お久しぶりです、もしくはどうも初めまして。

　デビューに際し、皆様に温かい応援を頂けましたおかげで、この度こうして二巻をお届けできました。本当にありがとうございます！

　また、今回も拙せつ著ちよをお手にとって下さいましたこと、重ねて深くお礼申し上げます！

　物語は心しん機き一いつ転てん仕切り直し。もしよろしければ昴すばると共に、今後ともほんわかまったりと五人の少女たちを見守ってやって下さいませ。




　さて、尺の関係で今回は残念ながらあとがきが二ページ縛しばりなので、そろそろ謝しや辞じに移らせていただきたいと思います。

　至高のイラストで画が竜りよう点てん睛せいを体現して下さいましたてぃんくる先生や、やたらしょーもない方向にばかり天てん賦ぷの才を発揮したがる担当編集の和田さんをはじめ、今回も様々な方に助けられて何とか出版まで至る事ができました。心より感謝を。そしてどうか今後ともよろしくお願いいたします！

　また、今巻は私が尊敬して止やまないばらスィー先生に帯文を書いて頂きまして、一巻に引き続き夢のような心持ちです。第二回ＷＢＣ優ゆう勝しよう時じにおけるイチロー選手の言葉を借りますと……いえ、それはやっぱり借りないでおきますが、とにかく感謝しきりです！

　それではまた秋あき頃ごろ、お世話になった方々へ三巻で再びお礼が出来ますよう。





二〇〇九年吉きち日じつ　蒼山サグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京したが、大学在学中にサクッと挫折。汚れた心を洗い清めようとして思い立った四国のお遍路中に生まれた同シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞。結果、汚れた心のままで良いことに気づいた模様……。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係
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